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例
一
三
目

本書は、国土交通省北海道開発局函館開発建設部が行う高規格幹線道路函館江差自動車道札苅5

遺跡外道路工事に伴い、財団法人北海道埋蔵文化財センター（当時）が平成23年度に実施した、

木古内町札苅5遺跡の発掘調査報告書である。

調査は第1調査部第3調査課が担当した。

本書の執筆は土肥研晶、佐藤剛、冨永勝也が行い、文責者は文末に丸括弧で記した。編集は佐

藤が担当した。

遺物の整理は、土器を佐藤、石器を冨永が統括した。

現地での写真撮影は土肥、佐藤、冨永が行い、室内での掲載遺物の写真撮影は第1調査部第1調

査課吉田裕吏洋が行い、口絵の旧石器時代の石器の写真撮影は第2調査部第1調査課中山昭

大が行った。

出土炭化物の樹種同定及び種実同定は株式会社パレオ・ラボ、黒曜石製の細石刃の原産地分析は

有限会社遺物材料研究所、放射性炭素年代測定は株式会社加速器分析研究所に依頼した。

調査にあたっては、下記の諸機関及び諸氏に御協力・御指導を頂いた。 （順不同・敬称略）

北海道教育委員会、木古内町教育委員会木元豊、北斗市教育委員会三上順之、森靖裕、

知内町高橋豊彦、市立函館博物館田原良信、佐藤智雄、函館市教育委員会野村祐一、福田

裕二、七飯町教育委員会山田央、厚沢部町教育委員会石井淳平、松前町教育委員会前田

正憲、佐藤雄生

大沼忠春、横山英介
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記号等の説明

遺構は下記の記号を略称として用い、確認順にアラビア数字を順に付した。

H一：竪穴住居跡（付属遺構：柱穴・土坑:HP－ 焼土・炉跡:HF-)

P一：土坑 SP-:柱穴様の小土坑 F－：焼土 FC-:フレイク・チップ集中

士層の表記は基本層序をローマ数字で、遺構の層位をアラビア数字で示した。

遺跡で確認した火山灰は以下の略号を用いた。

Ko-d:駒ケ岳d火山灰(1,640年降灰) B-Tm:白頭山一苫小牧火山灰(10世紀前半降灰）

土色の判定については『新版標準土色帖』 （小山・竹原1967）を用いた。

挿図中の方位は真北を示す。

遺跡・遺構の挿図にはすべてスケールを付した。個々に記載する遺構図の縮尺は1／40、遺物

の出土状況は1／20である。

遺構から出土した遺物の位置と高は、以下の記号を用いた。

床面・坑底出土の遺物（それ以外は確認面） 土器：●剥片石器・剥片：▲礫石器・礫：■

遺構の規模は以下の方法で示した。撹乱･遺構の重複等で破壊されている場合は現存長(単位:m)

を丸括弧を付し表示した。

竪穴住居跡・土坑：確認面の長軸長×床面・坑底の長軸長／確認面の短軸長×床面・坑底の短

軸長／最大の深さ

柱穴様の小土坑・焼土：確認面の長軸長×確認面の短軸長×最大厚

フレイク・チップ集中；確認面の長軸長×確認面の短軸長

掲載した遺物は下記の縮尺を用いた。また、各々にはスケールを付してある。

復元土器・土器拓影図：1／3 剥片石器：1／2礫石器： 1／3 土製品・石製品： 1／2

復元土器は口径×底径×器高（単位:cm)の計測を行った。また、復元できなかった部分は現

存長を丸括弧を付し表示した。

掲載した石器・礫石器・土製品は実測図を正面とし最大長×最大幅×最大厚（単位: cm)の計

測を行なった。破損しているものは丸括弧を付し表示した。

掲載した石器の擦痕は’一｜ 、敲打痕はV－Vでその範囲を示した。

掲載した石器で被熱などにより石器表面の色が褐色化したものは赤色のトーンで図示した。
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1 ．調査要項

事業名：

平成23年度高規格幹線道路函館江差自動車道札苅5遺跡外道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査

平成24年度高規格幹線道路函館江差自動車道工事用地内埋蔵文化財発掘調査業務（釜谷8遺跡外）

委託者：国土交通省北海道開発局函館開発建設部

遺跡名：札苅5遺跡（北海道教育委員会登載番号B-05-48)

所在地：上磯郡木古内町札苅636－2番地外

調査面積：3,393㎡

発掘期間：平成23年5月9日～平成23年10月28日

整理期間：平成23年10月31日～平成24年6月7日

2．調査体制

平成23年度

理事長坂

専務理事松

常務理事畑

本

本

均

昭一

宏明

第1調査部長

第3調査課長

主 査

主 査

主 任

葉

肥

部

藤

永

英

研

明

千

土

阿

佐

冨

一

晶（発掘担当者）

義

剛（発掘担当者）

也勝

平成24年度

理事長

専務理事

常務理事

坂

松

畑

本

本

均

昭一

宏明

第1調査部長

第3調査課長

主 査

第4調査課

主 査

第2調査部長

第3調査課

主 査

葉

肥

部

英

研

明

千

土

阿

一

晶（発掘担当者）

義

佐 藤 剛（発掘担当者）

浦正人

永勝也
言
田

3．調杳に至る経緯

高規格幹線道路「函館・江差自動車道」は、北海道縦貫自動車道、函館新道等と一体となって高速

ネットワークを形成する一般国道（228号）の自動車専用道路で、近隣主要都市を経由し、函館港、

函館空港への物流の効率化と生活の利便性を向上させる目的で、北海道開発局により整備が進められ

ている。

現在、函館ICから茂辺地IC(仮称）までの延長18.0KInの函館茂辺地道路と茂辺地IC(仮称）

から木古内IC(仮称）までの延長16.0krnの茂辺地木古内道路で現在事業が行われ、平成21年11

月14日に北斗富川ICまでの約13kmが供用となった。平成23年度には茂辺地ICまで完成予定

である。

1



茂辺地木古内道路工事に伴う埋蔵文化財包蔵地の取り扱いについては、平成11年2月26日付で

北海道開発局函館開発建設部長から北海道教育委員会に事前協議がなされた。これを受け北海道教育

委員会は平成22年11月10日～11日にかけて札苅5遺跡から札苅6遺跡（当時は仮称）にかけて

の範囲に1nl×2mの試掘穴34カ所を設定し実施した。その結果、札苅5遺跡の範囲にあけた1カ

所から土坑とみられる包含層の落ち込みが見つかり、 11カ所の試掘坑から遺物が検出された。このこ

とから、試掘坑付近の3,393㎡が発掘調査必要範囲と判断され、工事用地内に残る未買収地と包蔵地

と同一地形面が残る林道から沢地までの問合わせて約600㎡が試掘調査必要範囲となり、継続協議と

なった。

試掘調査未了区域が残っていたが、平成23年5月9日より(財)北海道埋蔵文化財センター（当時）

が協議済みの範囲における発掘調査を実施し、同年10月28日に3,393㎡の調査を終了した。 （土肥）

4．調査方法

（1）調査範囲と調査区の設定

遺跡の位置と調査範囲は図に示したとおりである（図1-1)｡

調査区の設定は調査予定範囲の中央を通る本線の基準線上のSP30500とSP30600を結ぶ線を

Mラインとしてアルファベットの基軸、SP30600でMラインに直行する線を60ラインとして数字

の基軸とした。さらに、それぞれから5m毎に方眼を重ね、グリッドを設定した（図1－2グリッ

ド設定)。各グリッドはM75のようにアルファベットと数字の組み合わせで呼称する（図1－2 グ

リッド呼称)。

基準杭の座標は世界測地系に基づく平面直角座標は第XI系で、次のとおりである。

M60(SP30600)X=-255,063.050Y=18,399.954北緯41｡42' 03″東経140｡ 28' 28"

M80(SP30500)X=-255,044.202Y=18,498.162北緯41｡42' 04"東経140｡ 28' 32"

（2）発掘調査の方法

調査は、同時期に調査を行う札苅6遺跡への進入路も兼ねていた工事用の仮設道路の振替え工事を

行うため､①～⑤区に5分割して行った（図1－3調査工程)。調査した順番は①区から⑤区である。

①区は調査開始後の出来るだけ早い時期に設置義務のある沈砂地の設置予定地であることと遺構の検

出を想定していたため、手掘りによる包含層調査を行った。包含層調査中に積算で想定していなかっ

た竪穴住居跡が複数見つかったため、遺構調査は一定の時間がかかると判断し、同時に②区の25％

調査を行った（図1-3 25%調査)。②区は遺物が稀薄であったため、重機による遺構確認調査を

行った（図1－3調査方法)。①区は東側法面部分を残して沈砂地を設置し、その後に東側法面部分

を調査した。②区は調査終了後に仮設道路の振替え工事を行った。次に③．④区は仮設道路の振替え

工事による中断をはさみながら、 25％調査を行った（図1-3 25%調査)。③．④区も遺物が稀薄

であったため、重機による遺構確認調査を行った（図1－3調査方法)。⑤区は①区の調査状況か

ら複数の竪穴住居跡の検出を想定していたため、手掘りによる包含層調査を行った。その際、切り合

い関係のある複数の竪穴住居跡を検出した。

1）包含層

はじめに重機によりI層の表土を除去し、主にジョレンによりⅡ層及びⅢ層上面の精査を行い、そ

の後に地形測量を行った。次に5～15cm程度を移植ゴテやスコップを用いてⅡ層、Ⅲ層､Ⅳ層、V層

を掘り下げた。最後にⅥ層上面の地形測量を行い、調査を終了した。

2）遺構

2
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グリッド設定
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調査工程
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遺構は竪穴住居跡を「H｣、Tピットを「TP｣、柱穴様の小土坑を「SP｣、焼土を「F｣、フレイ

ク・チップ集中を「FC」と区分し、略称を付した。遺構は2～3cm程度を移植ゴテを用いて掘り

下げた。遺構の実測は1/20、詳細図は1／10で方眼紙に記録した。土層の注記は「標準土色I脹」を

用い、統一性を保った。

3）旧石器

平成22年度に実施された範囲確認調査では、旧石器時代の遺物は出土していないが、縄文時代早

期前半の土器が出土していたことから、計画段階からV層とⅥ層の上位で遺物が出土することを想定

していた。

調査が進むなか、H－1の覆土中から石刃（図Ⅳ－12－4）を確認した。そのため旧石器の遺物包

含層がある可能性を想定しながら、調査区東側のMラインと76ラインまでのⅥ層について、上面か

ら約5cmまで堀り下げた。その結果､V層とⅥ層の上位からはまとまりを持つ遺物は出土しなかった。

その後、H－6の周辺のM76区のV層から削片（図Ⅳ－12-7)が出土し、さらに一次整理が進む

中でⅣ層と竪穴住居跡の覆土を中心に細石刃や石刃を確認したため、調査区北側では旧石器の確認調

査を行った（図1－3 旧石器調査範囲)。確認調査は調査範囲のⅥ層について、グリッドごとに移

植ゴテや手鎌を用いて上面から20～30cmまで掘り下げた。しかし、遺物は出土しなかったため、調

査を終了した。

4）フローテーション

作業はフローテーションマシンを用いて行った。選別後は乾燥させ、順次紙の封筒に収納した。

炭化物を検出し、分析を行った(V章1～3参照)。骨片は検出しなかった。

5）写真

屋外での撮影はモノクロとリバーサルの67サイズのフイルムを用いた。 1つの被写体に対して同

一条件下で2コマ撮影した。プレやボケを防止するため、三脚とレリーズの使用を可能な限り徹底し

た。セクションなどは出来るだけ順光で、掘り込みのある遺構の完掘は掘り込みの深さや床面・坑底

から壁面の状態が判るように、遺物出土状況などは立体感と質感、出土位置の高低がわかるように逆

光から反射光での撮影を心がけた。また銀塩フィルムでの撮影と同時に、デジタルスチールカメラで

同アングルでの撮影を行い、その後の整理に活用した。

（3）基本土層

基本土層は以下のようにI層からⅥ層に分け、模式図（図1－2基本土層）と土層断面（図’一

4～6）を示した。

I層：表土・耕作土・盛土。黒色から黒褐色(10YR1.7/1～2/2)壌土。層厚は0.2～0.3mである。

調査区の北側では耕作士と盛土、調査区の北東側は舗装道路による撹乱がみられた。

Ⅱ層：黒褐色(10YR3/2)壌土。層厚は0.2～0.3mである。Ⅱ層の上面から2～5cm下に駒ケ岳

d火山灰(Ko-d: 1,640年降灰)、 10cm程度下に白頭山一苫小牧火山灰(B-Tm: 10世紀降灰）

がみられることから、縄文時代晩期から近世の遺物包含層と考える。遺物は近世末から近代と考える

陶磁器が数点出土した。

Ⅲ層：暗赤褐色(5YR3/4～3/6)。壌土。層厚は0.02～0.2mである。Ⅱ層の直下やⅣ層中に断続的

に厚みを持って観察され、遺構の覆土中にもみられた。土壌を水洗すると赤褐色(5YR4/6)水溶液

となった。さらに沈殿物を乾燥すると赤褐色(5YR4/6)砂粒を多く確認した。そのため、最終的に

は焼土と判断した。隣接する札苅6遺跡でもみられ、周辺の泉沢2遺跡C地点（木古内町教育委員会

2004）における焼土様堆積と同様のものの可能性がある。
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Ⅳ層：黒褐色(10YR3/4)壌土。層厚は0.4mである。遺物は縄文時代早期から縄文時代後期前

葉の土器・石器が出土し、主要な遺物包含層である。下位は旧石器の遺物包含層の可能性もある。

V層：にぶい黄褐色(10YR4/3)壌士～砂壌士。層厚は0.1mである｡Ⅳ層とⅥ層の漸移層である。

遺物は旧石器と縄文時代早期から前期後半の土器・石器が出土した。旧石器から縄文時代早期の遺物

包含層の可能性があるが、まとまりをもって出土したものはない。

Ⅵ層：黄褐色(10YR4/4)壌土～砂壌士。層厚はTピットなどで確認した範囲では0.5mである。

上部の堅密度は軟､下部の堅密度は堅である｡土質は下部に行くにつれて砂質が強くなる。旧石器の遺

物包含層の可能性があるが、まとまった遺物は出土せず、旧石器確認調査では遺物は出土しなかった。

Ⅵ層以下:Tピットなどで確認した範囲では、淡黄色(5Y8/3)砂やオリーブ灰(2.5GY5/1)砂

壌土などがみられる水性堆積物である。層厚は0.6m以上で、下限の状況は確認できなかった。調査

区の北東側では段丘を構成する堆積物の可能性が高い。

（4）整理の方法

1）遺物

包含層の遺物は調査区、層位、 日付、取上げた班名をビニール袋に明記して取上げた。遺構の遺物

は、覆土中のものは遺構名、層位、 日付、取上げた班名をビニール袋に明記して取上げ、床面・坑底

などは図に位置を記録しながら個別番号（取り上げ番号）を付して取上げた。

遺物は水洗・乾燥後に分類作業を行い、パソコンによる遺物台1帳に登録した。その後に注記作業を

行った。

遺物の注記は、遺跡名の札苅5遺跡を「サツ5」と略記し、遺構出土のものは前述の「H」などの

略称を用い、覆土中のものは出土層位、取上げ番号を付けたものには取上げ番号を記した。注記を行

った遺物の大きさは、おおむね2cm以上のものである。 （佐藤）

2）写真

スタジオ撮影は、安定した光量で撮影することができ、遺物本来の色を写真においても再現するた

め、ストロボを用いて行った。復元土器、石器の一部については立面撮影を行った。石器においては

傭倣による無影撮影が一般的であるが、立面による撮影は立体感、質感など、遺物実測図では表現の

難しい点について補うことができる。立面撮影の背景に白いデコラ板（無反射で蛍光塗料を使用して

いないもの）を使用した。撮影においては、特に立体感を表現することに留意して行った。また、実

測図では表現できない、遺物の色調や手触りなどの質感を感じさせるようなライティングを心がけた。

立面撮影全般に、普段のものを見るときの自然な角度内での撮影を心がけ、写真を見るものに不自然

感を与えない構図を目指した。現場での撮影と同様、 1つの被写体に対して同一条件下で2コマ撮影

した。

機材は、ストロボ機材は3200W/Sのジェネレーター（コメットCA3200)を2～3台、発光部(CA

32H)を2～6灯、デフューザーはライトバンク・アンブレラを使用した。カメラはTOYO－VIEW

45Gに6×7用アダプターをつけて用い、フイルムはブローニーサイズのT-MAX100とE100Gを使

用した。必要に応じて同フイルムの4×5サイズも使用した。 （吉田）

（5）遺物の整理

1）土器

縄文時代をI～v群、続縄文時代をⅥ群、擦文時代をⅦ群と大別し、下記の分類基準を用いて行な

った。さらに士製品、陶磁器を分類した。

I群縄文時代早期に属する土器群
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I 緒言

a類：貝殻条痕文、貝殻文、及び撚糸文、組紐圧痕文、貼付文、縄文等の施されているもので、胎

土は粘土分が多い固くしまりのある密なもの。

b類：撚糸文、組紐圧痕文、絡条体圧痕文、貼付文、縄文等の施されているもので、胎土は砂粒が

多くもろい粗なもの。

Ⅱ群縄文時代前期に属する土器群

a類：縄文原体（0段多条が多い）は条の幅が広く、地文の縄文が器面に深く施文される、丸底、

尖底を主体とするもの。

b類：地文が絡条体、撚糸文で、内面が磨かれている円筒土器下層式に相当するもの。

Ⅲ群縄文時代中期に属する土器群

a類：貼付文及びその文様構成を引く沈線文で文様帯が構成される、円筒土器上層式及びサイベ沢

Ⅶ式に相当、もしくはその系譜を引くと考えられるもの。

b類：見晴町式、榎林式、大安在B式、ノダップⅡ式、及び地文を施文する前に隆起する貼り付け

をおこない、刺突文等で文様を構成する煉瓦台式に相当するもの。

Ⅳ群縄文時代後期に属する土器群

a類：天祐寺式、涌元式、 トリサキ式、大津式、白坂3式に相当するもの（余市式として分類され

る、幅の広い貼付文と無文帯をもち、刺突文、縄線文、沈線文などで文様が構成される一群

は遺跡の状況によりⅢ群b類またはⅣ群a類のなかで扱う。ここではⅣ群a類に分類した｡)。

b類：ウサクマイC式、手稲式、ホッケマ式、エリモB式に相当するもの。

c類：堂林式、三ツ谷式、御殿山式、湯の里3式に相当するもの。

V群縄文時代晩期に属する土器群

a類：大洞B式、大洞BC式とそれに併行する在地の土器群、及び主に半裁竹管状工具による器表

面への垂直な刺突の施されている上ノ国式に相当するもの。

b類：大洞Cl式、大洞C2式に相当するものとそれに併行する在地の土器群。

c類：大洞A式、大洞A′式に相当するものとそれに併行する在地の土器群。

Ⅵ群続縄文時代に属する土器群

今回は出土していない。

Ⅶ群擦文時代に属する土器群

今回は出土していない。

土製品

特異な形態を呈するもの。すべて焼成粘土塊である。

陶磁器

高温で焼かれた焼き物で、陶器と磁器。 （佐藤）

2）石器（実測図の正面を表面（主面） ・背面を裏面とし、向かって右を右側、左を左側とする｡）

a.縄文時代の石器の分類

分類記号を用いないで主に形態から以下の通りに分類した。

石鎌

両面調整の剥片で三角の尖頭部を持つもの。無茎雛、有茎雛。

石槍

厚みのある素材に押圧剥離や平坦剥離による加工を施した両面調整の剥片で、三角の尖頭部を持つ

長軸5crn以上のもの。
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両面調整石器

槍先・ナイフ等の用途が考えられ、平坦剥離で両面を調整するもので、その用途を明確にできなか

ったもの。

石錐

対象物に孔をあけ得る刺突部持つもの。

つまみ付きナイフ

剥片の一端に紐かけ的つまみ部を持つもの。

スクレイパー

剥片の縁辺に刃部を作り出している石器で、上記の分類に当てはまらないもの。形態は様々で、縦

長剥片、横長剥片、刃部がv字状のもの、湾曲したもの、三角形のもの、円形のもの。

ヘラ状石器

剥片の縁辺に刃部を作り出している石器で形状がへラ形に類するもの。

フレイク

石器製作時に出た石片。二次的な剥離をうけていないもの。チップも含める。

Rフレイク

剥片に2次加工が施されるが、用途と形態が不明確なもの。

Uフレイク

フレイクの中で使用痕のあるもの。

石核

石器母材から剥片を取ったあとに残ったもの。

石斧

礫素材の一端に研ぎ出された、主に両刃の刃部をもつもの。小型の石ノミ状のものも含める。

たたき石

礫を素材とし、素材の主面、または側面に敲打痕をもつもの。

すり石

礫素材の石器で主面または側面にすり痕をもつもの。いわゆる「北海道式石冠」もすり石に分類

している。

扁平打製石器

礫素材の石器で主面、または側面にすり痕をもつもの。形状が扁平なもの。

石鋸

断面幅の狭い礫．礫片を素材とし、端部に擦痕があり、機能部の断面形がV･U字状となるもの。

砥石

石器等を研磨するのに使われたもの。いわゆる「矢柄研磨器」も砥石に分類している。

有溝砥石

先端鋭利な道具を研磨するのに使われたもの。

台石・石皿

礫を素材とする石器のうち大型で敲打痕、すり痕があり、尚且つそれが受動的と解釈できるもの。

石錘

扁平な礫の両端部を打ち欠き、対となる挾りをもつもの。

石製品

12



I 緒
一
三
口

上記の分類以外で、何らかの目的である形に整形したもの。使用目的は不明である。岩偶がある。

礫

遺跡内で出土する礫はすべて取り上げた。また、遺跡内で本来礫が存在し得ない場所で礫が出土し

た場合、人為的な持ち込み品として有意の礫に区別した。いわゆる「礫フレイク」 ・ 「有孔礫」 ・ 「棒状

礫」を分類に含める。

b・旧石器時代の石器の分類

本遺跡で出土した旧石器は美利河型細石刃核を伴う石器群である。分類は当センターで調査してい

る「白滝遺跡群」の器種分類を基本的に踏襲しているが、必要に応じて追加・改変している部分もあ

る。分類記号を用いないで主に形態から以下の通りに分類した。

細石刃

細石刃核より剥離され、長さが幅の2倍以上で、両側縁がほぼ平行しそれに平行する稜があり、幅

が約1cnl以下の石器。

細石刃様剥片

細石刃核から剥離されたとみなせる不整形な細長い剥片。

細石刃核

細石刃を剥離したと考えられる石器。

細石刃核片

細石刃核の自然折損、調整失敗等により意図しない剥離をしたため放棄されたもの。

削片（スボール:Spall)

細石刃核の打面作出・再生時に剥離されたもの。

削器（サイドスクレイパー:SideScraper)

素材の側縁に連続的な二次加工を施した石器。

二次加工のある剥片(Rフレイク）

素材に二次加工を施したもので、定形石器に分類されない石器。

使用された加工のある剥片(Uフレイク）

剥片素材に明瞭な加工はないが、微細な剥離や光沢などの使用痕跡が認められるもの。

剥片（フレイク:Flake)

石核・石刃核・細石刃核・石器から剥離されたもので縦長剥片・石刃・細石刃．削片以外の石器。

石刃

長さが1幅の2倍以上で両側縁がほぼ平行し、それに平行する稜がある石器。

石刃核

石刃を剥離したと考えられる石器。

石核

剥片を剥離したと考えられるもので、石刃核、細石刃核以外のもの。

両面調整石器

素材の両面を加工したもので尖頭器、斧形石器以外の石器。

これら以外の、縦長剥片、舟底形石器尖頭器、ナイフ形石器、彫器、掻器、錐形石器、斧形石器、

敲石、磨石、砥石、台石・石皿、原石、礫は、今回の出土遺物から確認されなかったので、分類項目

として改めて設定しなかった。 （冨永）
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5．調査結果の概要

本調査では、遺構は竪穴住居跡、Tピット、柱穴様の小土坑、焼土、フレイク．チップ集中を検出

し、遺物は土器．土製品、石器．石製品、礫・礫フレイク、旧石器が出土した（図1-7 ･8，表1

－1 ．2)。

竪穴住居跡はすべて縄文時代前期後半とみられるもので、調査区の北側で9軒を検出し、集落跡を

形成している。そのうち4軒は狭い範囲で切り合い関係にあり、密集して確認した。調査区外に分布

が拡がっている可能性が高い。Tピットは列状に並ぶものがある。柱穴様の小土坑は竪穴住居周辺に

分布する。焼土は竪穴住居跡と同時期と考える。フレイク・チップ集中は、竪穴住居跡と同時期の可

能性が高いが、旧石器を含むものがある。

旧石器は美利河型細石刃核を含む石器群が竪穴住居跡の覆土中やⅣ層の下位を中心に出土した。主

要な分布層位はⅣ層の下位からV層の可能性が高いが、確定できなかった。 (佐藤）

表1－1 遺構一覧

柱穴様の
小土坑(SP)

Tピット(TP) 焼土(F) フレイク集中(FC)竪穴住居跡(H)

1279 6 8 3

表1－2 出土遺物点数一覧

土器

2,780

943

3,723

誇
一
岬
一
皿
一
一
一
咽

礫(礫フレイク含む）

5,409

8,518

13，927

計
一
岬
一
醒
一
恥
一
唖

旧石器

1,145

2,019

3，164

遺構

包含層

遺構内

計
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Ⅱ遺跡の位置と環境

1 ．遺跡の位置

木古内町は北海道の南西部、渡島半島の南端にあたり、函館市から西方約42kmにある。周辺の市

町村は北東側に北斗市、南西側に厚沢部町、西側に上ノ国町、南側に知内町と町境を接し、函館市と

松前町のほぼ中間に位置する。

町域の地形は細く幅の狭い低位の海成段丘が津軽海峡に面する海岸線に沿ってみられ、海岸線から

数百メートル内陸には高位の海成段丘と北側には急|唆な山間部から津軽海|峡へと注ぐ中小河川により

形成された河岸段丘が帯状にみられる。海岸線に沿う低位の海成段丘上には国道228号線が通って

おり、渡島半島の太平洋側と日本海側を結ぶ主要道路となっている。急峻な山間部から注ぐ中小河川

が海岸線と接する低位の場所では大雨による冠水が稀にみられる。

札苅5遺跡は木古内町の北西側にあるJR札苅駅から北側に直線距離で約0.5kmに位置する（図1

－1)。海岸線からは約0.7kmである。標高15～20mの低位の海成段丘の最奥部にあたり、幸連川

の支流の右岸に立地する。

2．周辺の遺跡

木古内町の海岸線に沿う細く幅の狭い標高10～20mの低位の海成段丘には多くの遺跡の存在が知

られている（図Ⅱ－1）。主要な時期は縄文時代であるが、続縄文時代や擦文時代、近世の遺跡もみ

られる。

札苅周辺の遺跡では札苅遺跡、札苅2遺跡、札苅3遺跡、札苅4遺跡、札苅6遺跡、札苅7遺跡、

幸連遺跡、幸連2遺跡がある。

札苅2遺跡、札苅3遺跡、札苅4遺跡は未発掘の遺物包含地である。縄文時代晩期の墓域として著

名な札苅遺跡と札苅2遺跡は札苅漁港の近くにあり、札苅3遺跡と札苅4遺跡は幸連川に面している。

札苅5遺跡に近接する札苅6遺跡は今年度に調査を行い、縄文時代中期から後期を主体とする竪穴住

居跡や士坑などを検出した。これらはいずれも低位の海成段丘に立地する。

ところが、近年の分布調査ではより標高の高い場所に立地する遺跡がみつかっている。札苅6遺跡

に近接する札苅7遺跡は丘陵、釜谷8遺跡や釜谷9遺跡は高位の海成段丘に立地している。今後は町

内の遺跡の分布が他の丘陵や高位の海成段丘に拡がることが予想される。

また札苅5遺跡と同じく縄文時代前期後半の遺跡として、釜谷4遺跡と大平遺跡、木古内2遺跡が

ある。これらは低位の海成段丘に立地するものの、遺跡の内容に相違がみられる。釜谷4遺跡と大平

遺跡は縄文時代前期後半の盛土遺構を伴う大規模な集落が確認されている。木古内2遺跡は小河川沿

いに集落が確認されている。札苅5遺跡は標高15～20mの低位の海成段丘の最奥部にあたり、丘陵

と海成段丘の接する場所に立地し、小河川の支流沿いに集落を形成している。それぞれの遺跡は全面

を調査しているわけではないが、現状では盛土遺構を伴う遺跡と伴わない遺跡がある可能性を指摘で

きる。今後はこれらの遺跡の調査が進み、遺跡の立地環境や時期差などによる、それぞれの集落の位

置付けの検討が期待できる。

旧石器時代の石器が出土した新道4遺跡は低位の海成段丘に立地し、木古内川に面している。旧石

器は平面的なまとまりをもって出土し、主体的な遺物包含層も確認されている。今回出土した資料を

含めて検討していく必要がある。 （佐藤）
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。



Ⅲ遺構と出土遺物

1 ．竪穴住居跡

H-1 (図Ⅲ－1～6表Ⅲ－1～4図版11～15･48)

位置・立地N・○・78．79区調査区南東側の緩斜面規模6．04×5.70/5.63×5.40/0.80m

平面形円形長軸方向なし

確認・調査V層上面を調査中に、黒色土の落ち込みがみられた。またそれを囲むように暗灰黄色士

のリング状の他遣構の掘上げ土の流入土も観察された。遺構である可能性を考え、落ち込みの範囲に

ベルトを設定し、壁面の立ち上がりを確認しながら順次掘り下げた。ベルトの土層断面を観察したと

ころ、やや不明瞭な壁の立ち上がりと、ほぼ平坦な床面と貼床の床面ベンチ状構造が確認されたの

で遺構と認定した。床面には平坦な貼床が施される。緩い傾斜のベンチ状構造をもち、中央が低くな

る。

覆 土本来の掘り込み面はⅣ層中である。覆土上層の部分は他遺構から掘り上げ土の流入土と考

えられる。土層断面a－b・c－dの覆土上層の1層部分は、堆積の過程で竪穴の窪みが存在したため、

腐食士が自然営力により落ち込みに堆積したと推定される。それより下位の部分には、廃棄後の埋め

戻し土が堆積していると考えられる。また、埋め戻しの土の上位では焼土が堆積しており、 F－8と

して扱った。竪穴廃棄後の窪みを利用して火を焚いた痕跡であろう。覆土中層炉の覆土にてlcm

以下の細かい炭化物が散見された。

付属遺構炉跡、柱穴、砂集中を検出した。

炉跡は地床炉のHF-1を検出した。楕円形を呈する。長軸方向は住居の長軸方向とほぼ同じである。

炉の覆土上部には竪穴廃棄時に撒かれたと推測される砂が場所によっては約15cmの厚さで堆積して

いた。また、炉の底面北側に貼床と同じ粘土が貼られ埋め戻された小ピットを確認したためHF-SP

－1とした。

柱穴はHP-1～8を検出した。柱穴の確認調査は完掘状況の住居跡の壁と床面住居跡周辺を数回

掘り下げそこで確認された黒色士をすべて半裁し、断面形態や覆土の様子から判断した。HP-1～8

は住居に伴う柱穴であろう。HP1～4･6･8が主柱穴、その他は支柱穴と考えられる。HP8では上

面に貼床が貼られ埋め戻しが確認された。

砂集中は砂集中1～3を検出した。砂集中1は上面に劣化の著しい砂岩質の石皿が置かれ、その下

位の小ピットに砂が埋められていた。砂集中2．3は小ピットが砂で埋め戻されているものである。

遺物出土状況遺物は床面からⅡ群b類土器と石器類が出土した。 1～3．5～12は床面及びHF-1

から出土したものである。覆土から旧石器が出土したが、接合範囲が広範なことから遺構埋没過程で

流入し堆積したものであろう。

分 析HF-1から出土した炭化材について樹種同定と放射性炭素年代測定を行った(V章1 ･3

参照)。樹種同定の結果、クリとブナ属の材であることが判明した。建築材や燃料材として利用され

たものであろう。放射性炭素年代測定の結果は4740±30yrBPである。

時 期遺構と周辺からの遺物出土状況から、縄文時代前期後半に所属すると推定される。 （冨永）

掲載遺物土器： 1～4はⅡ群b類。 1は口縁部で、断面が三角形の低い隆帯が巡るもの。口縁部は

外反する、円筒形。隆帯上にはへう状工具による横位の刺突を断続的に施文し、隆帯の上端には1条

の縄線が巡る。口縁部の幅の広い文様帯にLR･RL、RL･LR結束第1種羽状縄文を横位に交互に

施文する文様。胴部はRL斜行縄文。 2は口唇部を欠損する、口縁部から底部。口縁部はやや幅の広
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Ⅲ遺構と出土遺物

H－1

A

A’14．90m~

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

3542i毘乱
8~

B’14．90m~、
~ ~~

1 2黒色（10YR2/1）壌土、堅、弱．軽石粒(のO‘3～0‘5cm)含む

2：略褐色(7.5YR3/4)壌土、堅、弱、焼f粒含む

3：暗褐色(7.5YR3/4)壌土、堅、弱、焼f粒含む

42黙褐色(2.5Y3/2)壌土、堅、弱、軽石粒(巾0.1～0.2cm)含む

52無色（l0YR2/1)壌土、堅、弱

6：暗灰黄色(2.5Y4/2)壊土、堅、弱，軽石粒（の0.1～0.2cm)含む

7 ：照褐色(2.5Y3/1）壌土、堅、鞠

8＊照色（10YR2/1）壌土、堅、弱

9冒撫色(7.5YR2/2)壌土、堅、弱、焼士粒含む

10：黄褐色(l0YR5/8)壌土、堅．関、焼士粒含む

11：黒褐色(l0YR3/1）壌土、堅、弱

122暗灰茂色(2.5Y4/2)壌土、堅、弱

13：暗褐色(10YR3/3)壌土．堅．弱

14：黒褐色(lOYR3/1）壌土、堅、弱

15：照褐色(2.5Y3/1）壌土、堅、弱

16：暗褐色(lOYR3/3)壌土、堅、弱

17：暗褐色(10YR3/4)壌土、堅、弱

183黄灰色(2.5Y4/1）壌土、堅、弱

19：にぶい黄褐色（l0YR4/3)壌土、堅、弱

20：暗褐色(l0YR3/3)壌土、堅、弱

21 ：黄灰色(2.5Y4/1)壌土、堅、弱

C C'15.40m

22：照褐色(2.5Y3/l）壌土、堅、弱、軽石粒(巾0.3～0.5cm)含む

23：鼎色（10YR2/1）壌土、堅、弱

24：黒色（10YR2/1)墳土、堅、弱、V（の0.5～1cmブロック状)含む

25；鼎色（lOYR1､7/l）壊土、堅、弱

26：肌色（lOYR2/l）壊土、堅、弱

27：灰世鼎色（lOYR3/4)壌土、堅、刺

28：烈色(2.5Y2/1）壌土、堅、弱

29：鯖褐色（l0YR3/3)壌土、堅、刺

30：黄灰色(2.5Y4/l）壌土、堅、弱

31 8硴灰茂色(2.5Y4/2)壌土、堅、刑

32：蹄灰競色(2.5Y4/2)壌土、堅、綱、V（ゆ2～5cmブロック状)含む

33：M(褐色（2.5Y3/2）壌土、堅、弱

34；オリーブ褐色(2.5Y4/3)壌土、堅，鯛、V(巾l～2cmブロック状)含む

35：澱灰色（2.5Y4/l）壌土、堅、弱

36：照色（lOYR2/1）壌土、堅、刺、V（巾l～2cmブロック状)含む

37；鼎褐色（2.5Y3/1）壌土、堅、卿

38：鼎褐色（2.5Y3/】）壌土、堅、弱．V(ブロック状)含む

39：蝋色（10YR2/1〉壌土、堅、鰯

40：戯灰色（2,5Y4/l）壌土、里、閥

41；鼎褐色（2.5Y3/1）壌土、竪．弱

42：暗灰批色（2.5Y4/2）壌土十砂、堅、弱、炭化材含む、砂賀ブロック含む

HP－I

E E’14．30m
HF－sP－1 －

， ，"14．10m －－

日一百=1
褐色(10YR4/4)粘土、堅、弱(埋め戻し）

黒褐色(2.5Y3/2)壊土、堅、弱(埋め展し）
1 ：蹄褐色(lOYR3/3)壌土、軟、墹餓褐色（10YR3/4）壌土、軟、刺(埋め戻し）
2 ：蝋色（IOYR2/1）壌士、軟、弱

ﾉｰ壼一司

他の遺構の掘り上げ士

１

２

３

HP－2 HP-3 HP－4
1 ：暗赤褐色（5YR3/4)壌土、堅、彌

2＄黒掛色(2.5Y3/1）壌土、堅、弱

3：黒色(10YR2/1）壊土、堅、弱

4$黒褐色(2.5Y3/1）壌土、堅、閥

5＃黄灰色(2.5Y4/1）壌土、堅、弱

6 ＄暗褐色(I0YR3/4)壌土、堅、弱

7：にぶい黄褐色（10YR4/3)壌土、堅、弱

8：オリーブ褐色(2.5Y4/4)壌土、堅、糊

掘り込みはⅣ層中位

Ｆ
’ F'14．30m~ G~ G'14，30m~

Ｈ
’ H'14．30，
－

F 盲F
1 ＆照色(lOYR2/1）壌土、軟、刺

l ：鼎色（lOYR2/1）壊土、軟、刺 1 ：照色（lOYR2/1）壊土、軟、刺 2：肌色(2.5Y2/l）壌士、堅、刑

HP－5 HP-6 HP-7 串8

L L'14.20,

W

Ｉ
’ ''14．30m
－

Ｊ
’ J"14．30m~ K~ K'14．30，1~

一一
／
1

1 ：灰黄褐色（l0YR4/2)壌土、堅、劇
V（ブロック状)多く含む U W

‘卿色(10YR2/1)嬢士･ 'k." ; :鱸洲跳&獅寧珈職

砂集中2 砂集中3
1 .N' 14:30m 0 O' 14．30m

－

1 $戯柵色(2.5Y5/4)畷」

2 $肌色（lOYR2/1）塊土

3 8戯褐色(2.5Y5/3)境ゴ

堅、リオ、貼床（埋め戻し）

軟、別(埋め戻し）
軟、刺(皿め展し）

砂集中1

M~ M'14，30m~

奎壱2－
1 ：黄灰色(2.5Y5/1）砂土、堅

－ー－－ ‐－
1 1

1 8哉灰色(2.5Y5/1)砂土、堅 ’ ：賀灰色(2.5Y5/1）砂土、蝿

０
１

１
１
１１

図Ⅲ－2 H-1 (2)
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Ⅲ遺構と出土遺物

H－1
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図Ⅲ－6 H-1出土遺物(2)
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い文様帯に隆線による文様。胴部はL撚糸文による斜行縄文。3は胴部片。R撚糸文による縦走縄文。

4は口縁部の幅の広い文様帯に山形の縄線による文様。小さい波状口縁を呈する、バケツ形。文様の

下端は2条の縄線が巡る。原体はLLR直前段反撚り。胴部は同一原体による縦走縄文。すべて円筒

土器下層式c式。 （佐藤）

石器：断面図の左側を石器の正面（表面）とする。 5は石刀様の形状を呈する石鋸。弧状の刀部は表

裏両面に擦痕が約1cm幅で残る。持ち手部右片側先端は両縁面を擦り面として用い端部を尖った形

状にし、反対の左側は縁部を表裏両面から加工し弧状の曲線に輪郭を調整している。6は厚身の石鋸

で刀部擦痕は表裏両面に約1.3cm幅で残る。持ち手部の右片側は縁部を表裏両面から加工し弧状に調

整する。7は薄身の石鋸で持ち手部片側は礫の自然面を利用している｡刀部擦痕は表裏両面に約1.8cm

幅で残る。 8は大きな加工のみられない自然礫に近いもので明瞭な擦痕は観察されないが縁部表面の

触感が滑らかで擦られている可能性がある。 5～9の他の石鋸と纏って出土したので有意の礫と推測

される。 9は石斧転用品の厚手の石鋸。石斧の刃部は二次加工され持ち手部となる。刀部は擦り切り

面が利用され、擦痕は両面に約1crn幅で残る。石鋸の5～9はまとまって出土しており石斧作成のた

めの工程の各段階に合わせ用意されたもの、もしくは用途別に使い分けられる石鋸のセット関係にあ

ると推測される。10．11の石鋸は2個まとまって出土した。 10は上下方向が幅広く、薄手の扁平の石

鋸で赤色顔料が残存する。刀部擦痕は表裏両面に約0.5cln幅で残る。11は両側が使用された扁平の石

鋸で赤色顔料が残存する。刀部擦痕は表裏両面に約1.1cml幅で残る。 12は両面と側面の計5面が使用

された砥石で、一部溝状の擦痕の跡が残る。13は横長の剥片を使用した片側調整のつまみ付きナイフ。

14は楕円礫の先端部を研磨加工した石ノミ。 15はナイフの形状をした断面五角形の石鋸で表面は自

然面を砥いで整形し裏面は調整の剥離が全面に及ぶ。 （冨永）

H-2 (図Ⅲ－7～10表Ⅲ－1～4図版16～19･49)

位置・立地M･N78区調査区南東側の緩斜面規模(4.64)×4.2/2.88×2.66)/0.82m

平面形円形長軸方向不明

確認・調査Ⅳ層を約20cm掘り下げたⅣ層下位で、暗暗色土の落ち込みを検出した。また土層断面

と平面の東側の一部で、にぶい黄褐色土の堀上げ土を検出した。土層断面を設定し掘り下げ、平坦な

床面と急角度で立ち上がる壁面を確認した。炉跡、柱穴、土坑を検出し、竪穴住居跡とした。

覆 土自然堆積である。 3層は焼土混じりの土層であるが、不明瞭なもので、土層断面のみで確

認した。

付属遺構炉跡、柱穴、土坑を検出した。

炉跡は地床炉で掘り込みのあるHF-1を検出した。平面形はやや不整な方形である。

柱穴はHP-1･3･4～6を検出した。HP-1･6が主柱穴、HP-3･4は浅いものである。HP-5

は主柱穴の可能性があるものの、HF-1よりも古いものである。H－1のHFSP-1とは規模が異

なっていることから、炉跡に伴うものとして扱わなかった。全体の調査後に検討を行う必要がある。

土坑はHP-2を検出した。平面形は楕円形の浅いものである。出入口に伴う土坑に形状が類似す

るものがあり、その可能性がある。

遺物出土状況遺物は床面からⅡ群b類土器と石器類が出土した。1．5～8は床面から出土したもの

である。覆土から旧石器が出土したが、接合範囲が広範なことから遺構埋没過程で流入し堆積したと

考える。

分 析HF-1の1層から出土した炭化材について樹種同定と放射性炭素年代測定を行った(V
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Ⅲ遺構と出土遺物

~

15．49

う毛"!I
､J

／b､ ぬ
4．81

E一
醐衣区外昭.“

ノ

14．6 、

市;鼠”3 布，14．77 14．751

~

ムノ
⑤

14．70

65

HP－1

~息 ﾐ製
16．】5

14．714.74 14．68

14.6ｺ

7
〆14-74

14．7215-19

15．02
15．26 1 4．86

、

HP－2遺物出土状況(No.21～23）

A _ 21 23B
15．11 14．98

14-71
22

一
〃 〆

1 66

１

Ｄ

Ｏ

Ｉ

ｃ
《
ヨ

A
－ A'15．90，1

－

－－■

Ⅵ
Ⅳ
一
Ｖ
一
Ⅵ

2266

5555
33 6

4

I ;暗褐色(IOYR3/4)填土、軟、中、 1V＞V

2:略褐色(l0YR3/3)填土、軟、中、 IV

3;極啼赤柵色(5YR2/3)塙土、軟、中、 塊土拉ウ2～‘1mm含む、 1V＞､、
4:略褐色(lOYR3/4)堀土、枚、 ‘11， 1V＞V

5:褐色(lOYR4/6)塙土、軟、 【1J、 V＋Ⅵ＞1V
6;賑褐色(lOYI(3/4)壊上．軟、 『11， 1V＞V

7↓にぶい尚褐色(l0YR4/3)墳土、軟、中、棚上げ上、 1V＋V＋Ⅵ

Ｂ
’ B'15．90m

－

囲杏睡外

ｍ
ｌ

ｌ０
１

図Ⅲ－7 H-2 (1 )
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H一

Ｃ
ｌ C'15．90，~

●

HP－1

Ｅ
’ F HP－2 F'14．90m G I1P－3 G'14．90m

－－

Ⅳ、1 〆罰ノリ

ンⅥLLgl

1にぶ↓､曲褐色(l0YR‘1/3）填土、軟、中、 1V＋V 1:にぶい黄褐色(lOYM/3）壊土、軟、中
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Ⅲ遺構と出土遺物
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章1 ．3参照)。樹種同定の結果はクリである。建築材や燃焼材の可能性が指摘された。放射性炭素年

代測定の結果は5000±30yrBPである。縄文時代中期後半の年代に相当し、推定と一致する。

時 期床面及び覆土の遺物出土状況から、縄文時代前期後半である。

掲載遺物土器： 1～4はⅡ群b類。 1は底部。表面は摩滅が著しく縄文は残っていない。 2は口縁

部から胴部。口縁部は幅の広い文様帯の上段にRL･LR羽状縄文を横位、下段にRL綾繰文を3条

施文する文様。口縁部は弱く開く。口唇部の下と文様の下端には2条の縄線が巡り、上段と下段の間

には1条の縄線が巡る。縄線はLR縄文。胴部はLR縄文による縦走縄文。 3は口縁部。断面が三角

形の低い隆帯が巡るもの。口縁部は幅の広い文様帯に、密なLR単軸絡条体3類を施文する文様。摩

滅が著しいが、隆帯上はLR縄端圧痕、胴部はLR斜行縄文の可能性がある。4は底部。RL縦走縄

文。すべて円筒土器下層式c式。 （佐藤）

石器： 5は厚身の扁平打製石器、側縁が表裏両面から加工され剥離する。上部は片側が敲打される。

擦り面の幅は最大0.8cmである。6は薄身の扁平打製石器、両面に赤色顔料が残存する。擦り面は直

線的ではない。持ち手部は縁辺を敲打し弧状に整形している。 7 ．8は表裏両面が使用された台石・

石皿の破損品である。 7は周縁が片側一部を残し欠損剥落する。 8は厚手の石皿の破損品でアスファ

ルトが一部残存する。周縁は一面を残し3面が欠損する。 （冨永）

H-3 (図Ⅲ－11 ･ 12表Ⅲ－1～3 図版20～23･49)

位置・立地N･O80･O81区調査区南東側の緩斜面規模(5.32×4.94/2.42×2.24) /0.58m

平面形不明長軸方向不明

確認・調査Ⅳ層を約15cln掘り下げたⅣ層中位で、暗褐色土の落ち込みを検出した。また周囲に、

褐色土の堀上げ土を検出した。土層断面を設定し掘り下げ、平坦な床面とベンチ状構造、急角度で立

ち上がる壁面を確認した。柱穴を検出し、竪穴住居跡とした。

覆 土自然堆積である。

付属遺構柱穴を検出した。

柱穴はHP-1～4を検出した。HP-1が主柱穴、HP-2～4は浅いものである。

遺物出土状況遺物は床面からⅡ群b類土器と石器類が出土した。 1は床面から出土したものである。

覆土から旧石器が出土しているが、接合範囲が広範なことから遺構埋没過程で流入し堆積したと考え

る。

時 期床面及び覆土の遺物出土状況から、縄文時代前期後半である。

掲載遺物土器: 1はⅡ群b類。胴部。R撚糸文による縦走縄文。その上からRL結束2種斜行縄文

を横位に施文する。円筒土器下層式c式。 （佐藤）

H-4 (図Ⅲ－13表Ⅲ－1 ． 2図版24)

位置・立地N79区調査区南東側の緩斜面規模(1.85×0.66/1.05×0.43/0.17)m

平面形不明長軸方向不明

確認・調査Ⅳ層上面を調査中に、黒色土の落ち込みがみられた。遺構である可能性を考え、落ち込

みの範囲にベルトを設定し、壁面の立ち上がりを確認しながら順次掘り下げた。下位のV層にて､V層

上面の状況と、 トレンチの土層断面を観察したところ、やや不明瞭な壁の立ち上がりと、ほぼ平坦な

床面を確認したので遺構と認定した。

覆 土本来の掘り込み面はⅣ層中で、覆土の1層部分は竪穴廃棄後の埋め戻し土が堆積している
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と考えられる。

付属遺構柱穴を検出した。

柱穴の確認調査は完掘状況の住居跡の壁と床面、住居跡周辺を数回掘り下げそこで確認された黒色

土をすべて半裁し、断面形態や覆土の様子から判断した。HP-1は住居に伴う柱穴であろう。その

規模から支柱穴と考えられる。

遺物出土状況遺物はⅡ群b類土器と石器類が出土した。遺構埋没過程で流入し堆積したものであろ

う。

時 期周辺の遺物出土状況から、縄文時代前期後半に所属すると推定される。 （冨永）

H-5 (図Ⅲ－11 ．12表Ⅲ－1～4図版25～28･50)

位置・立地L・M76･M77区調査区南東側の緩斜面規模(6.60×6.22/2.88×1.84) /0.62m

平面形不明長軸方向不明

確認・調査Ⅳ層を約15cm掘り下げたⅣ層中位で、暗褐色士の落ち込みを検出した。土層断面を設

定し掘り下げ、平坦な床面とベンチ状構造、ややなだらかに立ち上がる壁面を確認した。

覆 土自然堆積である。

付属遺構柱穴と小土坑を検出した。

柱穴はHP-1･2･4を検出した。すべて浅いものである。

土坑はHP-3を検出した。平面形は楕円形の浅いものである。出入口に伴う士坑に形状が類似する

ものがあり、その可能性がある。

遺物出土状況遺物は床面からⅡ群b類土器と石器類が出土した。 4～6は床面から出土したもので

ある。 1は2層上面で土器片がややまとまって出土したものである。覆土から旧石器が出土したが、

接合範囲が広範なことから遺構埋没過程で流入し堆積したと考える。

時 期床面及び覆土の遺物出土状況から、縄文時代前期後半である。

掲載遺物土器： 1はⅡ群b類底部。L撚糸文による縦走縄文。 2はⅢ群a類。突起部から口縁部。

先端が2つの山形になる低い山形の突起とやや高い突起の2種がある。口唇部外面にへう状工具によ

る刻み。突起部には欠損する貼付文がみられる。RL斜行縄文。 3はⅣ群a類。底部。複節LR斜行

縄文。 1は円筒土器下層式c式。 2は見晴町式。 3は大津式または白坂3式。ウサクマイC式から手

稲式に併行するものの可能性もある。 （佐藤）

石器：4． 5は縦長の剥片を使用した両面調整のつまみ付きナイフで両側縁に刃部を作出している。

4はつまみ部の形状はやや菱形。 5はつまみ部は四角形状。 6は整形後に研磨され光沢を持つ。岩偶

片であろう。 （冨永）

H-6 (図Ⅲ-17～20表Ⅲ－1～4図版29～34.50)

位置・立地L・M74～76区調査区北東側の緩斜面規模6．30×5.7/5.24×4.86/0.62m

平面形隅丸方形長軸方向北西から南東N-60o－E

確認・調査Ⅳ層を約15crn掘り下げたⅣ層中位で、暗褐色土の落ち込みを検出した。土層断面を設

定し掘り下げ、平坦な床面と急角度に立ち上がる壁面を確認した。また四隅のうち東側の一角はⅥ層

を掘り残し、段状の構造となる。

覆 土自然堆積である。 1層中にF-5･7がある。

付属遺構フレイク・チップ集中と炉跡、柱穴を検出した。
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フレイク・チップ集中は北側の壁際の床面でHFC-1を検出した。厚さは約15cnlである。上部や

周囲にはほとんどフレイクやチップを確認しておらず、まとまって出土していることから、袋状のも

のに入れられていた可能性がある。出土状況から、住居跡に伴うと考える。

炉跡は地床炉のHF-1を検出した。平面形は不整形である。

柱穴はHP-1～7を検出した。HP-1～4が主柱穴の4本の配置、またはHP-7も含めた5本の

配置と考える。HP-6．7は支柱穴と考える。HP-5は浅いものであるが、掘り込みや形状はしっ

かりとしている。HP-4の形状は抜取り痕または掘り方と考える。

遺物出土状況遺物は床面からⅡ群b類土器と石器類が出土した。 1．5．6は床面から出土したもの

である。覆土や床面、HFC-1から旧石器が出土したが、接合範囲が広範なことから遺構埋没過程

で流入し堆積したと考える。

分 析HF-1の1層から出土した炭化材について樹種同定と放射性炭素年代測定、炭化種子に

ついて種実同定を行った(V章1～3参照)。樹種同定の結果はクリである。建築材や燃焼材の可能性

が指摘された。種実同定の結果はユリ科の炭化鱗茎で、食用の可能性が指摘された。放射性炭素年代

測定の結果は4700±30yrBPである。

時 期床面の遺物出土状況から、縄文時代前期後半である。

掲載遺物土器： 1～4はⅡ群b類。 1は胴部。細いRL縄文による縦走縄文。 2は口縁部から胴部。

口縁部はやや外反する。口縁部はやや幅の狭い文様帯にLR・RL結束第1種羽状縄文を施文する文

様。口唇部の下と文様の下端には組紐による縄線が1～3条巡る。胴部は口縁部の文様帯の下にRL

とLR斜行、それ以下はRL縦走縄文。 1 ･2は同一個体の可能性がある。 3は口縁部。口縁はやや

丸みを持ちながら、ほぼ直立する。口縁部は幅の狭い文様帯にR撚糸文による縄線により平行線文を

施文する文様。胴部はR撚糸文による縦走縄文。その上から口縁部の文様帯の下に綾繰文のあるRL

斜行縄文があり、さらに間隔をあけて綾繰文のあるLR斜行縄文。4は口縁部から胴部。頸部はくび

れ、 口縁部はそこから外反する。口縁部は幅の広い文様帯の上段と下段にL撚糸文による縄線により

山形文を施文する文様。口唇部の下と文様の下端、上段と下段の間には2条の縄線が巡る。胴部は多

軸絡条体の斜行もしくは横走縄文。すべて円筒土器下層式d式。 （佐藤）

石器： 5は横長の剥片を使った片面片側調整のつまみ付きナイフ。 6は片面が扁平なすり石。すり面

の1幅は1.3cm・擦り面に近い両側縁は両面から敲打される。 （富永）

H-7 (図Ⅲ－21表Ⅲ－1 ･2．4図版35･51)

位置・立地K･L74区調査区北東側の緩斜面規模(2.52×2.32/1.06×0.92) /0.36m

平面形不明長軸方向不明

確認・調査Ⅳ層を約15cm掘り下げたⅣ層中位で、暗褐色土の落ち込みを検出した。土層断面を設

定し掘り下げ、平坦な床面とほぼ垂直に立ち上がる壁面を確認した。H－7．9は確認状況が類似す

ることから竪穴住居跡とした。H－8と切り合っており､H－7が新しい。

覆 土自然堆積である。

付属遺構検出しなかった。

遺物出土状況遺物はⅡ群b類土器と石器類が出土した。 1は床面から出土したものである。覆土か

ら旧石器が出土したが、接合範囲が広範なことから遺構埋没過程で流入し堆積したと考える。

時 期覆土の遺物出土状況から、縄文時代前期後半と考える。 （佐藤）

掲載遺物石器： 1はスクレイパー片。縦長の剥片を利用して側縁を押圧剥離の手法で加工する。途
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Ⅲ遺構と出士遺物
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Ⅲ遺構と出士遺物
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中で折損しているため全体形は不明。竪穴出土のものなので縄文石器の所属としたが、旧石器である

可能性もある。 （冨永）

H-8 (図Ⅲ－22表Ⅲ－1～3 図版36～38･51)

位置・立地L75･76区調査区北東側の緩斜面規模(3.34×3.16/1.62×1.44) /0.58m

平面形不明長軸方向不明

確認。調査Ⅳ層を約15cm掘り下げたⅣ層中位で、暗褐色土の落ち込みを検出した。土層断面を設

定し掘り下げ、平坦な床面とベンチ状構造、急角度に立ち上がる壁面を確認した。柱穴を確認し、竪

穴住居とした｡H-6 ･ 7と切り合っており、両者よりH－8が古い。

覆 土自然堆積である。

付属遺構柱穴を検出した。

柱穴はHP-1･2を検出した。主柱穴である。

遺物出土状況遺物は床面から石器類が出土した。覆土から旧石器が出土したが、接合範囲が広範な

ことから遺構埋没過程で流入し堆積したと考える。

時 期床面の遺物出土状況から、縄文時代前期後半と考える。

掲載遺物土器： 1はⅡ群b類。 1は胴部。摩滅が著しいが、L撚糸文による縦走縄文。 （佐藤）

H-9 (図Ⅲ－23表Ⅲ－1 ･ 2 図版39．40･51)

位置・立地L75･76区調査区北東側の緩斜面規模(2.68×2.32/0.62×0.66) /0.26m

平面形不明長軸方向不明

確認・調査Ⅳ層を約15cm掘り下げたⅣ層中位で、暗褐色士の落ち込みを検出した。土層断面を設

定し掘り下げ、平坦な床面とやや急角度に立ち上がる壁面を確認した。H－7 ． 9は確認状況が類似

することから竪穴住居跡とした｡H－6．8と切り合っており、両者よりH－9が新しい。

覆 土自然堆積である。

付属遺構検出しなかった。

遺物出土状況遺物は床面から石器類が出土した。

時 期床面の遺物出土状況から、縄文時代前期後半と考える。 （佐藤）

2.Tピット

TP-1 (図Ⅲ－24表Ⅲ－1 ．2図版41)

位置・立地○・P81区調査区東側の緩斜面規模3.34×3.10/0.43×0.15/0.83m

平面形溝形長軸方向北から南N－2o－W

確認・調査V層上面で検出した。

覆 土最下層に腐植層、下位にローム質の壁崩落土が混入し、上位に周囲から流れ込んだ黒色～

暗茶・黄褐色土が堆積する。最下層に堆積する腐食層が土層5．7と二つ認められる。

遺物出土状況覆土から凝灰岩の小礫が1点出土した。

時 期周辺の遺物出土状況から、縄文時代前期後半以降とみられる。 （冨永）

TP-2 (図Ⅲ－24表Ⅲ－1 ．2図版41．42)

位置・立地P81区調査区東側の緩斜面規模2.80×2.52/0.95×0.52/0.78m
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Ⅲ遺構と出土遺物
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平面形眼鏡形長軸方向西から東N-82o－E

確認・調査v層上面で検出した。両端の壁面が直立気味に立ちあがる。

覆 土最下層に腐植層、下位にローム質の壁崩落土が堆積し、上位に周囲から流れ込んだ暗褐色

～黒色土が堆積する。

遺物出土状況覆土からフレイク2点､泥岩の小礫1点､凝灰岩の小礫が3点､他に小礫が59点出土した。

時 期周辺の遺物出土状況から、縄文時代前期後半以降とみられる。 （冨永）

TP-3 (図Ⅲ－25表Ⅲ－1 図版42)

位置・立地P69区調査区中央の平坦面規模2.11×2.00/0.31×0.21/0.92m

平面形溝形長軸方向北東から南西N-36o－W

確認・調査V層上面で検出した。

覆 土最下層に腐植層、下位にローム質の壁崩落土が堆積し、上位に周囲から流れ込んだ暗褐色

土が堆積する。

遺物出土状況遺物は出土しなかった。

時 期周辺の遺物出土状況から、縄文時代前期後半以降とみられる。 （冨永）

TP-4 (図Ⅲ－25表Ⅲ－1 図版42)

位置・立地K63･64区調査区中央の平坦面規模2.10×2.57/0.71×0.37/1.19m

平面形溝形長軸方向西から東N-88o－E

確認・調査V層上面で検出した。覆土中に焼土が堆積する。

覆 土最下層に腐食層が堆積。下位にローム質の壁崩落士が堆積し、上位に赤燈色の焼土が流入

し、更に周囲から流れ込んだ暗褐色～黒色土が堆積する。

遺物出土状況遺物は出土しなかった。

時 期周辺の遺物出土状況から、縄文時代前期後半以降とみられる。 （冨永）

TP-5 (図Ⅲ－26表Ⅲ－1 ･ 2 図版43)

位置・立地M66区調査区中央の平坦面規模2.21×2.59/0.48×0.19/1.15m

平面形溝形長軸方向北東から南西N-36o－W

確認・調査V層上面で検出した。覆土中に焼土が堆積する。

覆 土最下層に腐植層、下位にローム質の壁崩落土が堆積し、上位に周囲から流れ込んだ灰黒～

暗褐色土が堆積する。

遺物出土状況遺物は石錘が1点出土した。Tピットの窪みが埋まる過程で周囲の包含層から混入し

たものであろう。

時 期周辺の遺物出土状況から、縄文時代前期後半以降とみられる。 （冨永）

TP-6 (図Ⅲ－26表Ⅲ－1 ．2図版43)

位置・立地N67･68区調査区中央の平坦面規模2.08×2.00/0.28×0.16/1.30m

平面形溝形長軸方向北東から南西N-39o－W

確認・調査Ⅳ層を約15cm掘り下げたところ、暗褐色土の落ち込みを検出した。

覆 土覆土は上位の壁面側に垂直崩落による堆積がみられる。中位は焼土層、下位は互層になり、
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Ⅲ遺構と出土遺物

TP-1

』

2

A
－

A'13．90m

13．68

8~ B'13．90，~

無色（l0YR2／1）壌土、堅、弱

蹄赤褐色（5YR3／4）堀土、軟、弱

黒色（7．5YR2／1）壌土、堅、弱

黒色（7．5YR2／1）壇土、堅、弱

黒褐色（7．5YR2／2）壌土、竪弱、ローム粒混じり

黒褐色（7．5YR3／1）壌土、堅、弱

黙色（7．5YR2／2）埴土、堅、弱、ローム粒混じり

１

２

３

４

５

６

７

7
TP-2 13．80

ノ ‘／－4 、

13．74

ロ 4’

一‐⑳ノ

／13．88

7

A~ A’ 14．00m~

~I

T5b2

8 8'14．00m

寮C~ C’
－

１

２

３

４

－

，

６

７

鯉色（10YR2／1）壊土、堅、弱

鼎褐色（7．5YR3／1）壌土、堅、弱、ローム粒混じり

黒褐色（7．5YR3／2）壌土、堅、弱、ローム粒混じり

黒褐色（5YR3／l）壌土、軟、弱

黄褐色(10YR5／6）壌土、堅、弱

黄褐色(10YR5／8）壇土、堅、弱，ローム粒混じり
鼎褐色（7．5YR2／2）壌土、軟、弱

画
、

２

２

一
一

１

１

ｍ
ｌ

ｌ０
１ I

D

図Ⅲ－24TP-1 ･2

51



TP-3
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Ⅲ遺構と出土遺物
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最下層に黒褐色土が堆積する。

遺物出土状況遺物は出土しなかった。

時 期確認面と周辺の遺物出土状況から、縄文時代前期後半から後期と考える。 (佐藤）

3．柱穴様の小土坑

SP-1～127 (図Ⅲ－27～31表Ⅲ－1～3図版44･45)

位置・立地N～Q・76～83区調査区東側の緩斜面（標高12～18m)

規模・平面形（表Ⅲ－1参照）

確認・調査V層上面で検出した。住居に近接する調査区東側の緩斜面でまとまりをもって検出して

おり、群をなすものと考える。全て半裁し、断面形態や覆土の様子からSPと判断した。分布では

西側のSP-92からSP-113にかけてのまとまりが弧状に配置されているように見えた。このまと

まりの覆土に規則性は見られないが、東端に位置しそれより東方ではSP-106以外はみられないた

め、外周のSP群は境界的な役割のものと考えられる。他のものでは規則性を見出す事は難しかった。

覆 土覆土の土色により、覆土1類：暗褐色(10YR3/3)、覆土2類：暗灰色(2.5Y3/3)、覆

土3類：灰褐色(10YR4/2)、覆土4類：Ⅵ層をブロック状に含む灰黒色(2.5Y3/1)、覆土5類：

暗灰褐色(10YR3/1)、覆土6類：黒色(10YR2/1)、覆土7類：暗灰黄色(2.5Y4/2)覆土8類：

黄灰色(2.5Y4/1)、覆土9類：灰黄褐色(10YR4/2)、覆土10類：オリーブ褐色(2.5Y4/3)、覆土

11類：黒褐色(2.5Y3/2)に分けた。

覆土1類のみが堆積するものはSP-1～4．7･14･32～34．43･45．57･60･65･80･86･92･

98･107･110･116･119･127があり、覆土1類が堆積するものは全体的に分布するが､SP-43と

SP-86を直線で結んだ付近に覆土1類の柱穴が多い。覆土2類のみのものはSP-5･6があり、

西端付近のTピット周辺に分布する。覆土3類のみのものはSP-8で、覆土2類のSP群と同様の

西端付近に分布する。覆土4類のみのものはSP-41･89･101･113で、東方に分布し、標高15~

18mの範囲に位置する。覆土5類のみのものはSP-10･12･15･39･66．78．88．90･94･96･

102．108．121で、中央から東方にかけて分布する。覆土6類のみのものはSP-13でSP群分布

域の中央付近に位置する。覆土7類のみのものはSP-112でSP群分布域の北側に位置する。覆土

8類から11類のみのものは特に分布の傾向はみられない。

遺物出土状況SP-4．15の覆土中からⅡ群b類の土器片が、SP-15からは凝灰岩の扁平打製石

器が1点出土している。

分 析SP－21から出土した炭化材について樹種同定と放射性炭素年代測定､種実同定を行った

(V章1～3参照)。樹種同定の結果、クリの材であることが判明した。柱材としてクリが利用されて

いるようである。種実同定を行ったが、種実ではなく、すべて炭化材であった。放射性炭素年代測定

の結果は4760±30yrBPである。

時 期周辺の遺物の出土状況から、縄文時代前期中葉以降のものとみられる。 （富永）

掲載遺物土器:SP-15の1とSP-125の1はⅡ群b類。 1は胴部。摩滅が著しいが、LR斜行

縄文。2は口縁部の下から胴部。摩滅が著しいが、口縁部の文様帯にはRL綾繰文が2条みられる。

胴部はRL斜行縄文。円筒土器下層式c式。 （佐藤）

4．焼土

F-1 (図Ⅲ－32表Ⅲ－1 ．2図版46)
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計－0 ご圭基 3坐3 野~4

A A'13．80m A A'13‘60m A A'13．60m A A'13．90m

－可 丁 U可
鈩-1 部－2 串3 野-4

1 ：略褐色（10YR3／3）壌土、しよう、弱 l ：賊褐色（lOYR3／3）壌土、しよう、 ﾘリ 1 ：略褐色(l0YR3／3）填土．しよう、弱、V(ブロック状)念む 1 ：略褐色（l0YR3／3）壌土，しよう、弱

守-5 卸-6 要7 部－8

A ."_&80m = A'1qs80m A A'1380m A A'14．00，

－=一一

W~V UU鈩毛

1 ；暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)墳土､執､弱､V(ブロック状)含む 浄-6 酔う 畢8
要9 昨啼オリーブ禍色(2.5Y3/3）塘土、しよう、弱 1 ：賊褐色〈l0YR3／3）壌土、しよう．刺 l ：灰黄褐色（lOYR4／2）墳土、軟、燗

A A'14．00m

野-10 即－11 罪12
－一

W ~If" ≦可釧… 4U訓…課9

1 ：照褐色（2．5Y3／1）壌土･軟、V(ブロック状)含む野10 野-11 旱12
2 ：蹄褐色（lOYR3／3）壌土、しよう、洞 l ：熟褐色(l0YR3／1）塊上．しよう．弱 1 ：略褐色(l0YR3／3）壌土、軟、弱 1 ：猟褐色(l0YR3／1）壌土、しよう、弱

浄－13 部－14 課15
A A'14，10m A A'14．30m

I_L/ ー厚r
部－14 野－15

1 8暗褐色(l0YR3／3）墳土、軟，弱 1 ：照褐色（l0YR3／1）壌士、軟、弱

評-16
A~ A'14．20，
－~ A'14．30，~A

~W,
串16

1 9暗褐色（l0YR3／3）埆土．軟、弱

2曾暗灰黄色（2．5Y4／2）壊土、軟、刺

守－13

6↓鼎色（1()YR2／l）壌士、しよう、弱

評上17 部－18 評･-19 .".. '､,､ "20
A A'14．10m A A'14．20m ~ AflA30m A ~4U A'14.30mA

" 'ML' -WT M7zW V
等17 野-18 守－19 野=釦
1 ：鼎褐色（l0YR3／1）壊土、軟、詞 l ：晴褐色（l0YR3／3）壊土、軟、弱 1 3略褐色（l0YR3／3）壌土．しよう、閲 1 ：暗オリーブ褐色（2．5Y3／3）壇上、軟、罰
2：黄灰色（2．5Y4／1）墳土、軟、弱 2：闘灰色（2．5Y4／l）壌土、軟、側‘V(ブロック状)含む 2：灰賀褐色（10YR4／2）墳土、軟、卿 2；オリーブ褐色（2．5Y4／3）填土、軟、弱

孚21 評－22 課23
A ､z ｡' A'14:30m －－A A'14.40m A A' 14.40m

目 ” ‘噂 …博
一

’

1 $郷褐色（2．5Y3／1）壌土、軟、弱、V(ブロック状)含む 1 ：剛褐色（2．5Y3／l）壌土．軟、弱、V(ブロック状)含む
守21

2 ：晴灰質色（2．5Y4/2）壌土、軟．弱．V(ブロック状)含む 25蝋色（lOYR2／1）壊土、しよう、弱
l ；黒褐色（2．5Y3／1）壌土、しよう、弱、V（ブロック状)含む

3：略褐色(l0YR3／3）境土、軟、弱 ＄：晴灰黄色（2．5Y4／2）壌土、枚．弱、V(ブロック状)含む
2 ：蹄灰批色（2．5Y4／2）壊土、軟、弱．V(ブロック状)含む

守-26

評-24 鈩-25 A A'14．60m

A A'14．40m A A‘14．40m

目一百 酊
畢24 野-25 畢記

l：鼎褐色（lOYR3／1）壌土、軟、弱 1 9晴オリーブ褐色(2．5Y3／3）壌土、軟、弱、V(ブロック恢)含む 1 ：鼎褐色（2．5Y3／1）壌土、軟、弱、V(ブロック状)含む
2と灰茂褐色(l0YR4／2）壌士、軟、弱、V(ブロック状)含む 2：歯灰色（2．5Y4／1）壊土、軟、弱、V(ブロック状)含む 2：鼎色（lOYR2／l）壌土、軟、渦、V(ブロック状)含む

印-27 票28 評-29
A A'1460m A A'14.50m A A'14．40m

‐胃 W副
舞27 野28

1 ；鼎褐色（2．5Y3／l）壊土．軟、弱．V(ブロック状)含む 1 ：黄灰色（2．5Y4／1）壌土、しよう、刺 等29

2：オリーブ褐色（2．5Y4／3）壌土、軟、刺 2：オリーブ褐色（2．5Y4／3）壌土、軟、刺 l ：凧褐色（I0YR3／1）壌上、軟、弱．炭化材含む
3：鼎色（l0YR2／l）壊土、軟、弱、V（ブロック状）含む 2 ：猟褐色（2．5Y3／l）壌土、軟、弱、V（ブロック状)含む

3 ：オリーブ褐色（2．5Y4／3）壌土、軟、刺
酔31

A A'14．50m F--32 守-33印-釦
A A'14．40m A A‘14．40mA A'14．40m

固 …U…UW
印-30 罪_31 1 ：啼褐色（lOYR3／3）壌土、軟、弱 1 3暗褐色（10YR3／3）壊土、軟、羽

1 ：黒禍色（2．5Y3／l）墳土、しよう、弱、V(ブロック状)含む 1 ：照褐色（2．5Y3／l）埆土、軟、弱、V(ブロック状)含む
28凪褐色（2．5Y3／2）噸土、軟、刺 2暗褐色（lOYR3／3）壌土、しよう、弱

0 1m
3：オリーブ禍色（2．5Y4／3）壌土、軟、弱 ， ， ， ， I

図Ⅲ－28 SP (2) (SP-1～33)
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Ⅲ遺構と出土遺物

要34 罪弱

A A′14．50m A A'14．30，

WU…
P-34 1 :暗褐色(lOYR3／3）壌土、しよう、弱
1 ：鯖褐色(10YR3／3）壊土、軟、弱 2：晴オリーブ褐色(2.5Y3/3)墳土､牧､喝.V(ブロック状)含む

野-38 串39 評-40
A A'15．00m A

~T~T-｢『P表
一

-35 評名6 串37
A’14．30m A A’14．30m A A'14．40m

元’ず w
鈩-36 串37

壌土、しよう、弱 1 ＄黒褐色（2.5Y3／l）壌土、軟、弱、V(ブロック状)含む 1 ：輪褐色（lOYR3／3）境上、軟、弱

'3)墳土､牧､喝.V(ブロック状)含む 2：黒色(l0YR2／1）壊土･軟、弱、V(ブロック状)含む2 ：照色（10YR2／1）壇土、軟、弱

畢39 評-40 野-41
A A'14．60m A A’ 14．80m

厄晒 W守-39

1 ：鼎褐色（10YR3／1）塊土、軟、弱
鈩-41

串40

1 ：黙褐色（2．5Y3／1）壌土、軟、弱．V(ブロック状)含む1 ：獺褐色（2．5Y3／1）壌土、軟、弱、V(ブロック状)含む

2 ：黒色（l0YR2／l）壇土、軟、弱、V(ブロック状)含む
野-43

A A'14．30，
詞2

A A'14．80m

‐厄．
_ TW ""||…""“
1 ：照掲色（2．5Y3／l）填土、軟、弱、V(ブロック状)含む

2；猟褐色（lOYR3／1）壌土、軟、弱 乎斗7
A A'1460m

評46

昭ノ
A A'1460m

w 『;鷆岬鋳篭w~~…
罪46

~VL'
1 2略褐色（l0YR3／3）壊土、しよう、醐

2：暗灰批色（2．5Y4／2）壌土、軟、弱、V(ブロック状)含む

3$黙褐色（2．5Y3／2）壌土、軟、弱、V(ブロック状)含む
守－48

昨黒褐色（2．5Y3／1）壊土、秋、刺、V(ブロック状)含む
鈩一弱

A A'14．70m 2：照褐色（2．5Y3／2）堀土、軟、弱、V(ブロック状)含む

M ~｡~51 A, 14.80m
F覆

鈩-50

1 ：略褐色（lOYR3／3）壌土．軟、朝

2：略灰凱色（2．5Y4／2）壇土、軟、弱 鈩-51

3：オリーブ褐色（2．5Y4／3）境土、軟、弱、V(ブロック状)含む l ：照褐色(l0YR3／】）壌土、軟、弱
2 ：暗灰黄色（2．5Y4／2）壌土、牧、弱、V(ブロック状)含む

g工53

A ALLA,80m g]-55 評－54
A A'14．60m

V

畢記

1 ：賀灰色（2．5Y4／1）壌土、軟、刺

2：灰世褐色（10YR4／2）壊土、軟、弱

3：川褐色（2．5Y3／1）壊土、軟、弱、V（ブロック状)含む

‘1 ：蝋色（10YR2／1）壇土、軟，弱

5：蹄褐色（10YR3／3）壌士、軟．弱

鈩斗4 評－45

A~ A'14．60，~

3.-44

1 ：照褐色（2．5Y3／I）壊土

2；鼎褐色（2．5Y3／2）壇土

鈩-45

1 ：賂褐色（lOYR3／3）塊士

軟、弱、V(ブロック状)含む

軟、刺、V(ブロック状)含む

軟、弱．V（ブロック状)含む

罪49

A'14．70，~A~

洲‘
卸-49

1 ：蛸褐色(10YR3／3）墳土、軟、刺

28暗灰黄色（2．5Y4／2）壌士、軟、弱．V（ブロック状)含む

野-52 S王53

A A'14．80m A A'14，80m

寡WW ｡｡3

課-52 1：偶褐色（2．5Y3／1）墹土、軟、弱、V(ブロック状)含む

1 8晴褐色（10YR3／3）壌土、しよう．燭 2：無褐色（2．5Y3／2）壌土、軟、弱

2；略灰茂色（2．5Y4／2）壊土．軟、弱、V(ブロック状)含む 守一弘

3：照褐色（2．5Y3／l）壌土、軟、弱、V(ブロック状)含む 1 ：關
畢58 野-57

2：無A A’14．70m

野-56 3：擁

A A'14．70， 部－55

~5エノ ， :‘一

師ﾀ‘ 認"(!…,‘,蝋…~,‘ﾌ","念。罪弱
畢58

1 ：ﾛﾙ柵色（10YR3／3）填土、軟、刺
1 5凧褐色（2．5Y3／1）壌土、軟、弱、V(ブロック状)含む

2：洲褐色（2．5Y3／2）壌土、軟、弱、V(ブロック状)含む

認2

A A'14．70m野-釦 野-61 評
A A'14‘80m A A'14 70，

1

W ;lJ W鈩一的 評も2守毛1

1 ：暗褐色(l0YR3／3）壌土、軟、弱 1 ：黙褐色（2．5Y3／1）壌土、軟、弱、V1：賂褐色（lOYR3／3）墳土、軟、卿

2：オリーブ褐色（25Y‘1／3）壌土、軟、 ルサ 2：暗褐色（10YR3／3）壌土、牡、脳、V

評-63 鈩-64 ., A "-65 5
A A'14．70m A A’

FMy ,kl-LJ Lノ ｛
鈩-65

野-63 串64
1 8暗褐色（10YR3／3

1 8肌褐色(l0YR3／l）壌土、軟、刺 1 ：黒褐色（2．5Y3／l）境土・軟、弱、V(ブロック状)含む gﾕｰ66
2 ：胤褐色（2．5Y3／2）頃土、軟、燭 2：凪褐色（2．5Y3／2）壌士．飲、詞、V（ブロック状)含む 、 ． ,｡.…－，.ハ…､…．

1 ：照

串64
1 8暗褐色（10YR3／3

褐色（10YR3／l）壊土，

2：鼎褐色（2．5Y3／l）壌土

3：砿灰色〈2．5Y3／3）壊土

課-55

1 ：黒褐色（2．5Y3／l）壌土

野-59

A

枚、澗

軟、弱、V(ブロック状)含む

秋、弱

軟．弱、V（ブロック状)含む

A' 14．80，~

3画
評－59

1 ：照褐色（2．5Y3／1）壊土、軟．弱，V(ブロック状)含む

2 ：晴褐色（lOYR3／3）壌土、軟、弱

38凧褐色（2．5Y3／2）壇土、軟．掴

4：暗灰渕色（2．5Y4／2）塊土、軟、洞、v(ブロック状)含む

V(ブロック松)含む

V（ブロック状)含む

野も6 A'14，60m

）壌土、軟、刺
1 ：黒褐色（2．5Y3／l）境土．軟、弱、V(ブロック状)含む

罪も6
2：凪褐色（2．5Y3／2）壌土、軟．弱、V(ブロック状)含む

1 ：黒褐色（lOYR3／1）墳土、軟、弱

図Ⅲ－29 SP (3) (SP-34～66)
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評-67 罪68 野-69

A ム』LLg0Om

~W

A'14．90m~ A'15．00m~A~A~

~~

鳶′
守－68

1 ：賂褐色（10YR3/3)境土、軟、弱

2 ；オリーブ掛色(2.5Y4/3）壌土、軟．劇

3：刑褐色(2.5Y3/1）壊土．軟、羽、V(ブロック状)含む

露7

1 ：黒褐色(2局Y3/1）壌土、軟、弱、V(ブロック状)含む

2：肌色（l0YR2/1）壌土、軟．刺

鈩毛9

1 ：黒褐色(2.5Y3/l）壌土、牧、鯛、V(ブロック状)含む

2 ：オリーブ褐色(Z5Y4/3)壊土、軟、弱、V(ブロック状)含む
3：黒褐色(2.5Y3/Z)壌土．軟、弱、V(ブロック状)含む

等70 串72野－71

A A'14．90m

一

M2
野-71

1 ：略褐色（10YR3/3)填土、軟，弱

2：照褐色(2.5Y3/2）壌土、軟、詞、V（ブロック状）含む

A,14．90m~ A'14．90，1~A A~

M;
司了‘

鈩可2

1 略褐色（I0YR3/3)嶋士、軟、弱

11：側褐色(2.5Y3/2)填土．軟、弱

罪70

1 ：蹄褐色（I0YR3/3)壊土、軟、刺

2：蝋禍色（2.5Y3/2）壊土、軟、弱

評可3

A A'14．80m

寸
畢73

1 ：略褐色（lOYR3/3)堀土、軟、糊

2：照褐色（I0YR3/1）壌士、軟、弱．V(ブロック状)含む

印－75繁74

A A'14．90，

F砥〔？
畢刈

1 ：硴褐色（l0YR3/3)壊土、秋、刑

2：熱褐色（2.5Y3/2）壌士、軟、刺

A'14．80m~A~

~W
評－75

1 ：瓜褐色（lOYR3/1）壊土、欲、刺

2：無色（l0YR2/l）壌土、軟、州、V（ブロック状）含む

野~76

A A‘14．90m

しノ
野－76

， ？晴褐色（l0YR3/3)壌土、軟、刺、V(ブロック状)含む

、

ｎ

》

９

●

一

４句

０

８

〃Ａ

可

郡

一

心
Ａ

ｍ
Ｏ８

一

４１ＪＡ

画

７７串

一

Ａ

守宮79

A A'14．90m

-W
酔79

1 ：略褐色（lOYR3/3)堀土、軟、捌

2：照禍色(2.5YR3/i）墹土、軟、刺，V(ブロック状)含む

鈩一刀

1 ：略褐色（1()YR3/3)壌土．軟， リリ

2 4無色（10YR2/1）壌士、軟、伽

鈩-78

1 ；黙褐色（lOYR3/i）壌土、軟、刺

鈩-80

A~ A'14．80，~
Ａ
ｌ A'15．10m~

W
畢鋤

1 ：暗褐色（10YR3/3）壊土．枚．墹

評-88 野-89評-90 鰐91

－蚕

1

罪81

1 ：M1禍色(2‘5Y3/2)燗･I:、

即-82

1 ：撫掲色(2愚Y3/2)壊土、

守-83

1 ：照褐色(2.5Y3/2）壌土‘

守-84

1 8世灰色(2､5Y4/1)塊上

部-85

1 ：略褐色(10YR3/3)境」

2 ；照褐色(2愚Y3/l）墳土、

守－86

1 曾啼褐色（lOYR3/3)壌」

野-87

1 ：略褐色(l0YR3/3)堀土、軟、卿

2：肌褐色(2.5Y3/1）壊土、軟、弱、V(ブロック状)含む

野88

1 $棚褐色（10YR3/l）壌土、軟、弱

畢的

l ：照褐色(2.5Y3/l）鯛土、軟、弱、V(ブロック状)含む

P-卯

l 照褐色（10YR3/l）壇土、軟、刺

野91

1 ：灰黄褐色（lOYR4/2）壌土、軟、劇

軟、胸

軟、弱、V(ブロック状)含む

軟、弱

軟、醐

軟、崎

軟、弱、V(ブロック状)含む

軟、卿

守-92

A'1560m~A~

--口
罪92

1 ：略褐色（l0YR3/3）塊上．杖、弱

評-93
Ａ
ｌ A'15．30m~

旱95
一

A~ A･15．30，~
守-“

A' 1550m~A~

で
野-95

1 ：黒褐色(25Y3/1）壌土、軟、洲、V(ブロック状)含む

2 ：照色（I0YR2/1）壌士、軟、弱、V（ブロック状)含む

－可
部－94

1 9照褐色〈l0YR3/1）壌士．欲、刺

野-93

1 $照褐色(2.5Y3/1）壌土

2：照褐色(2.5Y3/2）壊土

軟、刺、V(ブロック状)含む

軟、弱

串閖 野97

A A'15．10m A A'15．10m

百 一-四一
野-96 酔97

1 ；黒掛色（l0YR3/l）壌土．杜、弱 叫蹄褐色（lOYR3/3)壌土、軟、鯛

2：オリーブ褐色(2.5Y4/3）壌土、軟． 1M

串98 評一的
A A'15．10m A A'15．50m

一ヴ

軒
孚98

1 ：鯖褐色（l0YR3/3)壌土、軟、弱

孚99

1 ：硝褐色（lOYR3/3)壌上、軟、弱

A′15．50m 2：凧褐色（10YR3/l）壌土、軟．弱、V(ブロック状）含む
野－1m 要101

A'15．20m~A~ A~

一可呼
鈩－1，

1 ；鯖褐色（lOYR3/3)壌上、軟、弱

2．照褐色（l0YR3/1）壌土、軟、弱．V(ブロック状)含む

堅101

1 ：照褐色(2.5Y3/1）壌土、軟、羽、V（ブロック状)含む

1，

1
０
１ I

図Ⅲ－30 SP (4) (SP-67～101)
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Ⅲ遺構と出＋遺物

野－102 . . ___ "103 "1'“ 野－1幅
A A'1q:50m A A'15．50m A A'15．40m A A'15，30m

夛邨ご豆 一団丁 ‐てテヅー可
鈩=102 野-103 野－104 野-105
1 ：凪褐色（lOYR3/l）壊土、軟、” l ： l府褐色（lOYR3/3)壌土，軟、刺 l ：灰武糊色（lOYR4/2)壌土、軟、脚 昨略褐色（l0YR3/3)壌土、秋、明

2：柵褐色(2.5Y3/2)壌土、軟、弱 2＄略掛色(10YR3/3)壌土、軟、弱 2$灰茂褐色(10YR4/2)壊土、軟．卿
守-1鯰

A A' 15．60m F107 ""_1鴎 部－1凶

A A'14.80m A A'14.80m 一 A'14.70m

‐甑 －
－㎡ 一口 -W畢1鯖

1 3暗褐色（lOYR3/3)壌土、軟、剥 鈩-107 串108 罪1的

2：灰黄褐色（l0YR4/2)壇土．軟、弱 1 ：啼褐色（l0YR3/3>壌土、秋、弱 1 ：烈禍色（lOYR3/1）堀_i:、軟、刺 1 ：肌脚色（l0YR3/l)壊土、秋、 11

2 ：蝋褐色(25Y3/2)壊土、軟、刺
酔110 守－111

A A'14．80m A A′
評-112

田 ﾊ "－て了正三ノ

ーワ
守－110 野-111
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図Ⅲ－31 SP (5) (SP-102～127)とSP-15･ 125出土遺物
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位置・立地M･N77区調査区東側の緩斜面規模0.86/0.58/0.16m平面形不整形

確認・調査・土層Ⅳ層を20cmほど掘り下げたⅣ層下位で、暗赤褐色土を検出した。

遺物出土状況 1層からフレイク5点、近接する包含層からⅡ群b類土器が2点出土した。

時 期確認状況と周辺の遺物出土状況から、縄文時代前期後半である。 （佐藤）

F-2 (図Ⅲ－32表Ⅲ－1～3図版46･51)

位置・立地N･O80区調査区東側の緩斜面規模1.24/0.54/0.15m平面形不整形

確認・調査・土層調査区東側の緩斜面に位置するH－3の2層を約10cm掘り下げたところ、暗赤

褐色土を検出した。検出した層位はⅣ層中位から下位に相当する。

遺物出土状況1層に接して、 1個体のⅡ群b類土器157点がその場で潰れた状態で出土した。他に

1層からフレイク6点、礫3点、礫フレイク2点が出土した。

分 析 1層から出土した炭化材について樹種同定と放射性炭素年代測定、種実同定を行った(V

章1～3参照)。樹種同定の結果はカエデ属である。燃焼材の可能性が指摘された。種実同定の結果

はヒエ属イヌビエ属イネ科である。他の遺跡でも出土しており、食用である。放射性炭素年代測

定の結果は4760±30yrBPである。

時 期焼土に接して出土した土器から、縄文時代前期後半である。

掲載遺物土器： 1はⅡ群b類。口縁部から底部。口縁部に断面が半円形になる低い隆帯が巡るもの。

口縁部がほぼ直立する円筒形である。口縁部の幅の狭い文様帯にRL･LR結束第1種羽状縄文を施

文する文様。口唇部外面にはLR斜行縄文。口唇部の下に1条と隆帯の上に1条、隆帯上に1条の縄

線が巡る。胴部はRL縦走縄文。その上から、隆帯の下から底部の上部にかけて5条のRL･LR結

束第1種羽状縄文が巡る。円筒土器下層式d式。 （佐藤）

F-3 (図Ⅲ－32表Ⅲ－1 ･2 図版46)

位置・立地P･Q80区調査区東側の緩斜面規模1.62/0.86/0.15m平面形不整形

確認・調査・土層包含層を掘り下げたところ、V層上面で確認した。構築はⅣ層最下部。極小な炭

化材を僅かに含む焼土が認められた。焼土はⅣ～V層が被熱して赤色化したもの。

遺物出土状況小礫が12点出土した。

時 期周辺の遺物の出土状況から、縄文時代前期後半と推測される。 （冨永）

F-4 (図Ⅲ－32表Ⅲ-1 ･2 図版46)

位置・立地○79区調査区東側の緩斜面規模（0.27/0.26/0.06） 平面形円形の可能性

確認・調査・土層包含層にトレンチを設定し掘り下げたところ、 トレンチ壁面にてⅣ層中に赤褐色

を呈する焼土が認められた。構築はⅣ層中である。

分 析 1層から出土した炭化材について樹種同定と種実同定を行った(V章1 ･2参照)。樹種同

定の結果、覆土から検出した炭化材は樹種同定の結果クリの材であることが判明した。また、種実同

定の結果、種子はスベリヒユ属のものである。これは雑草の類で、偶発的に混入し炭化したものであ

ろうと考えられる。

遺物出土状況遺物は出土しなかった。

時 期確認した層位と周辺の遺物の出土状況から、縄文時代前期後半と推測される。 （冨永）
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Ⅲ遺構と出土遺物
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F-5 (図Ⅲ－33表Ⅲ－1 ･2 図版46)

位置・立地L・M75区調査区東側の緩斜面規模0.68/0.46/0.18平面形不整形

確認・調査・土層調査区東側の緩斜面に位置するH－6の1層を約15cm掘り下げたところ、暗赤

褐色土を検出した。検出した層位はⅣ層中位から下位に相当する。近接してF－7があり、関連する

と考える。

遺物出土状況 1層からⅡ群b類土器1点、フレイク1点、礫2点が出土した。

時 期確認状況と周辺の遺物出土状況から、縄文時代前期後半である。 （佐藤）

F-6 (図Ⅲ－33表Ⅲ－1 ･ 2 図版47)

位置・立地○61区調査区西側の平坦面規模1.36/0.70/0.20平面形不整形

確認・調査・土層V層上面で確認した風倒木痕に堆積する黒褐色土を約15cm掘り下げたところ、

暗赤褐色土を検出した。検出した層位はⅣ層に相当する。

遺物出土状況遺物は出土しなかった。

時 期確認状況から、縄文時代前期後半から後期前葉と考える。 （佐藤）

F－7 （図Ⅲ－33表Ⅲ－1 ．2図版47）

位置・立地L･M75区調査区東側の緩斜面規模0.68/0.46/0.18平面形不整形

確認・調査・土層調査区東側の緩斜面に位置するH－6の1層を約15cm掘り下げたところ、暗赤

褐色土を検出した。検出した層位はⅣ層中位から下位に相当する。近接してF－7があり、関連する

と考える。

遺物出土状況遺物は出土しなかった。

時 期確認状況と周辺の遺物出土状況から、縄文時代前期後半である。 （佐藤）

F-8 (図Ⅲ－33表Ⅲ－1 ．2)

位置・立地○・78．79調査区東側の緩斜面規模3.18/1.00／不明平面形不整形

確認・調査・土層調査区東側の緩斜面に位置するH-1の覆土中層にて暗赤褐色土を検出した。

遺物出土状況焼土の範囲にレベルの高低差があるため、遺物はH－1の覆土とした。

時 期確認状況と周辺の遺物出土状況から、縄文時代前期後半である。 （冨永）

5． フレイク・チップ集中

FC-1 (図Ⅲ－34表Ⅲ－1 ．2図版47)

位置・立地M･N77区調査区東側の緩斜面規模2.36/1.84/－平面形不整形

確認・調査Ⅳ層を約15cln掘り下げたⅣ層中位で検出した。検出面から約10cm掘り下げたところ

で遺物は出土しなくなった。

遺物出土状況範囲内からⅡ群b類土器9点、頁岩製のフレイク3189点、近接する包含層からⅡ群

b類土器が5点出土した。旧石器は削片1点、頁岩製のフレイク266点が出土した。

時 期確認面と範囲内からの遺物出土状況から、縄文時代前期後半である。 （佐藤）

FC-2 (図Ⅲ－34表Ⅲ－1 ･ 2 図版47)

位置・立地N80区調査区東側の緩斜面規模1.54/1.22/一平面形不整形
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Ⅲ遺構と出土遺物
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確認．調査包含層を掘り下げたところ、Ⅳ層覆土中にて確認した。検出面と、その直下からもフレ

イクが出土する事から、まとめて廃棄されたものと推測される。

遺物出土状況フレイク452点、礫が10点出土している。

時 期周辺の遺物の出土状況から、縄文時代前期後半のものと推測される。 （冨永）

(図Ⅲ－34表Ⅲ－1 ．2図版47）

○79区調査区東側の緩斜面規模1.14/0.42/一平面形不整形

包含層を掘り下げたところ、Ⅳ層覆土中にて確認した。H－1廃棄後の窪みにまとめて

FC-3 (図Ⅲ－34表Ⅲ－1 ．2図版47)

位置・立地○79区調査区東側の緩斜面規模1．14

確認・調査包含層を掘り下げたところ、Ⅳ層覆土中にｰ

廃棄されたものと推測される。

遺物出土状況フレイク356点、礫4点が出土している。

期周辺の遺物の出土状況から、縄文時代前期後半のものと推測される。時 (冨永）
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Ⅲ遺構と出土遺物
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表Ⅲ－1 遺構規模一覧

澤
一
屋

図版

番号 ’
長軸
確潔面/底面

6.04/5.70

(4.64)/(4.24）

短軸
確認而/底面

グリッド 時期遺構名｜ 挿図番号 層位 平面形

Ⅳ層中位
Ⅳ層下位

不整円形
不明

563/5．40 1 0．8
(2.88)/(266)'0．82

078．079

M78.N78
胴
哩
朏
肘
一
恥

Ⅲ－1～6

m－7～10

1l～15
－

16～19

N80．080･

081
Ⅳ層中位 (242)/(2.24）不明 (5.32)/(494） 0．58Ⅱ1-11．12 20～23

N79 Ⅳ層中位 不明 I(3.44)/(2.94) (0.88)/(0.75】052Ⅱ1-13 1 24

L76･M76･

M77
Ⅳ層中位 不明 (6.60)/(6.22） (2.88)/(1.84)|06225～28Ⅲ－14～16

縄文時代前期
後半L74.M74･

L75.M75･

L76．M76

IV層中位 隅丸長方形 5.24/4.866.30/570 0．72IⅡ－17～20 29～34H－6

K74･L74･

L75
Ⅳ層中位 (252)/(2.32） (1.06)/(0.92）不明 ()~36７

８

９

－

一

一

Ｈ

Ｈ

Ｈ

ⅡI-21
－

m－22

35

Ⅳ層中位

Ⅳ層中位

翻
雨

(3.34)/(3.16)

(2.68)/(2.32）

(1.62)/(144)|0.58

(0.62)/(0.66)'0．26

36～38
－

39．40

L75･L76

L75･L76’m-23

面
面
面
面
位
位

上
上
上
上
中
中

層
層
層
層
層
層

Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ
Ⅳ
Ⅳ

癖
蝿
岬
聯
輝
癖

3.34/3.08

2.80/2.50

2.04/2.08

2.10/2.58

2.20/2.60

2.08/2.00

0.38/0.16 0.80哩
一
哩
一
唖
唖
暉
一
瞬

081･P81

P81

P69

K65

M66

N67･N68

椚
一
照
一
隅
一
瞬
一
隅
一
厩

41

41．42

42

42．43

43

43

縄文時代早期
～後期

0.58/0.28 0.62

0.30/0.22 0.90

0.52/0.32

0.48/0.20
0.28/0.16

1.18

1.12

1.30

縄文時代前期
後半～後期

Ⅵ層上面 円形
円形
円形
円形

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
、
●
●
●
●

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

－

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

46．47

46．47

46．47

46．47

46.47

46．47

Q82

P82

P82

Q82

P81

P82

P81

P81

Q81

Q81

P81

P80

P80

0.29

0.31

0.24

0.29

0.22

027

0.29

0,26

0.30

0.21

0．23

0．37

0．26

0．20 0.41

0.24

0.44

038

024

0．29

030

0．34

0．42

0．26

0．19

0．230．23

SPl

SP2

SP3

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

0．25
－

0.22

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

SP4 0.25

0.19

0.20

恥
一
醜

SP5

SP6

面
面
面

上
上
上

層
層
層

Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ

恥
一
昨
一
醜
咋
一
醗
一
畔
一
醜

46．47
－

46．47

0.25

0．25

SP7

SP8

SP9

SP10

SP11

SP12

SP13

SP14

SP15

0.28

0.20

0.21

0,30

0.20

46．47

46．47

46．47

46.47

46．47

46．47

46．47

46.47

46．47

46．47

46．47

46．47

46．47

46．47

46．47

46.47

46．47

46．47

46．47

46.47

46．47

46．47

46．47

46.47

46．47

46．47

46．47

46．47

46.47

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面 0．29

0．24

0．26

0．26

0．21

0．25

027

0.25

0．50

023

0．37

0．29

0．30

043

0．22

0．26

0．48

0．29

0.53

0．36

0．29

0．38

0．28

0．33

0．23

0.70

026

033

0．36

0．26

0．28

028

0．33

0．52

0．28

0．29

0.31

0．27

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

剛
嚥

().26
－

().21

P80

~P80
0．38

0．29

Ⅵ層上面 恥
一
味
咋
醗
一
昨
Ⅲ
醍
一
柵
醗
醗
咋

P80

P80

P80

Q80

Q80

Q79

Q79

Q79

0.25

0．31

0．27

0．26

0.31

0.35

0.27

0.37

0．32

0．37

0．32

0. 19

0.22

025

0.22

0.21

0.27

0.25

0.23

0.29

0.18

0. 18

0.20

0.22

0.29

0.23

0.28

0.30

0.27

0.28

0.22

0.25

0.21

0．35

025

0.20

0.26

0.20

031

0．22

0.21

0．29

0.31

0．22

0．24

0．22

SP16

SP17

SP18

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

面
面
面

上
上
上

層
層
層

Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ

SPl9
－

SP20 ８

８

２

２

●
●
７
７
２
２
－

一

Ⅲ
ⅢSP21

SP22

SP23

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

●
●
●
●
●
●
●
●
・
●
●
●
●
●
●
●

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

0．20

0．25

0．27

0．29

0．30

0．26

0．39

0．36

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

Q79

Q79

SP24

SP25

SP26

SP27

SP28

縄文時代前期

後半～晩期後
葉

P79

P79 面
面
面

上
上
上

層
層
層

Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ

醜
一
賑P79

P79

P79

P79

P79

P79

P79

P79

P79

P79

円形
円形

SP29

~SP30 Ⅵ層上面

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

楕円形
円形

SP31
－

SP32

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

円形
楕円形
円形

楕円形
円形

0．29
－

0．39

SP33

SP34

Ⅵ層上面

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

SP35

SP36

SP37

0.30

0.37

0.26

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

楕円形
~~~円形

m-27･29
－

Ⅱ1-27．29

46．47
－

46．47

Q79

~Q78
0．39
－6一

0．30

SP38
－

SP39

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

円形
円形
円形
円形
円形

９
９
２
２
●
●
７
７
２
２
－

一

皿
Ⅲ

46．47

46．47

46．47

46.47

46．47

46．47

46．47

46.47

46．47

46．47

46．47

Q78

Q78

Q78

P79

P78

P78

P78

P78

P78

P78

P78

0.21

0.31

0.22

0.36

0.32

0.24

0.30

0.40

0.24

0.26

0.29

SP40

SP41

SP42

SP43

SP44

SP45

SP46

SP47

SP48

SP49

SP50

面
面
面

上
上
上

層
層
層

Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ

９

９

９

２
２
２

●
●
■

７

７

７

２
２
２

－

一

一

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

面
面
面

上
上
上

層
層
層

Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ

醗
一
恥

９
９
２
２

７
７
２
２
－

一

Ⅲ
Ⅲ

賑
一
醍
一
醗
箙

９
９
９
９

２
２
２
２

●
●
●
●

７

７

７

７

２
２
２
２

－

一

一

一

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

Ⅵ層上面

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面
~
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Ⅲ遺構と出土遺物

図版
番号 ’

長軸
確浬而/底面

短軸
確認面/底面

詫
戻

遺構名 挿図番号 グリッド 層位 平面形 時期

SP51

SP52

９
９
２
２
●
。
７
７
２
２
－

一

Ⅲ
Ⅲ

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

46．47

~46．47
P78

P78

醒
醗

0．30

0．37

0，33

042

0.23

0．26

0．32

0．24

0.40

0.34

0.20

0.23

0.21

0.29

0．26

0．27

0.20

0.52

0.29

0.25

0.27

0.39

0.30

032

0．26

0．29

0.21

0．26

0．25

0．29

0．18

0．21

0．19

0．12

0．24

0．28

0.19

0．21

0.19

0．23

0．21

0．24

(0.20)

031

0．26

0．28

0．38

0．25

0.19

0．49

0．23

0．17

0．22

0．28

0．17

0．24

0．29

0．19

0．16

0.11

0．24

033

0．38

0．34

0.22

0.30

0.36

0.28

0．23

0．19

0．11

0.18

0.18

0．27

0．33

0．13

0.29

0.18

0．13

0.14

0．20

0鱈19

0．13

0．07

011

0~09

0.16

0.43

0.12

0.27

0.09

0.17

0.09

0.48

0.27

0.19

0.13

0.18

0.14

0.16

0.15

0.09

0.10

0.16

0.08

0.18

0.14

0.10

0.36

0.28

0.23

0.27

0.42

0.30

0.19

0.17

0.16

0.32

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

SP53 ９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

●

◆

凸

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

Ｃ

●

●

●

ｅ

Ｕ

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

－

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

円形
~楕円形

46．47

46．47

46．47

46．47

46．47

46．47

46．47

46．47

46.47

46．47

46．47

46．47

46.47

46．47

46．47

46．47

46.47

46．47

46．47

46．47

46.47

46．47

46．47

46．47

46．47

46．47

46．47

46．47

46．47

46．47

46．47

46．47

P78

P78

P78

P78

P78

P78

P78

P78

P78

P78

P78

P78

P78

P78

Q77

SP54

SP55

SP56

SP57

円形
一

円形
醗
一
醗
一
皿
醗
一
醗
一
醗
一
醍
一
咋
一
醍
一
罷
一
恥
舸
皿
咋
一
皿
醍
一
皿
醍
舸
恥

SP58

SP59
Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

SP60

~SP61
Ⅵ層上面
Ⅵ層上面
Ⅵ層上面
Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

SP62

SP63

SP64

SP65

SP66

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

面
面
面

上
上
上

層
層
層

Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ

SP67

SP68

SP69

Q77
－

Q77

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

SP70

SP71

SP72

SP73

SP74

P77

P77

P77

P77

P77

P77

P77

077

077

077

077

077

077

077

077

077

077

077

O77

N77

N77

N77

P76

P76

P76

P76

P76

P76

P76

P76

P76

P76

0．23
－

022

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

0.30

0.28

0.29

0.22

0.25

0.27

0.24

0.29

0.29

0.13

0.20

0.19

SP75

SP76

SP77

SP78

SP79

SP80

SP81

恥
一
罪

033

0．27

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

醗
一
皿
咋
醗
一
味
一
咋
舸

0．31

0．32

0.14

0.21

019

面
面
面

上
上
上

層
層
層

Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ

SP82

SP83

SP84

SP85

SP86

SP87

SP88

SP89

SP90

SP91

SP92

SP93

SP94

SP95

SP96

SP97

SP98

SP99

SP100

SP101

SP102

SP103

SP104

SP105

SP106

SP107

SP108

SP109

SP110

SPlll

SP112

SP113

SP114

SP115

SP116

SP117

SP118

SP119

SP120

SP121

SP122

SP123

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

(0.14)
0．26

0．20

0.20

~02446．47

~46．47 縄文時代前期
後半～晩期後
葉

Ⅵ層上面 円形
一

楕円形
0．18

0．25

0．18

0.17

0．24

020

024

0．29

0．23

0．28

0．19

0.27

0.19

0．34

0．28

0．20

0．22

0．27

0．23

0．28

0．25

0．21

0．19

0．22

0.29

022

0．20

0．21

0.20

0．24

0. 19

0．20

0．18

0．25

0.18

0．22

0．21

019

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

46．47

46．47

46．47

46．47

46.47

46．47

46．47

46．47

46.47

46．47

46．47

46．47

46.47

46．47

46．47

0.39

0.21

0.19

0.26

0.22

0.29

0.34

0.24

0.33

0.22

0.34

0.22

035

0.31

0.25

剛
醗
爾
皿
皿
皿
醗
一
醗
一
醍
醗
一
醍
醍
一
昨
一
恥

面
面
面
面
面
面
面
面
面

唾

唾

唾

上
上
上
上
上
上
上

層
層
層
層
層
層
層

Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ

０

０

３
３

７
７
２
２
一

一

Ⅲ
Ⅲ

０
０
０
０

３
３
３
３

●
●
各
●

７
７
７
７

２
２
２
２

－

一

一

一

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

面
面
面

上
上
上

層
層
層

Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ

醗
一
醜

１
１
３
３

●
●
７
７
２
２
一

一

Ⅲ
Ⅲ

46．47

~46．47
P76

P76

0.24

~~~~029
Ⅵ層上面
~~Ⅵ層上面
罷
一
醗
醸
醗
一
醗
一
醗
醜

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

●
●
・
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
色
●

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

－

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

46．47

46．47

46．47

46．47

46.47

46．47

46．47

46．47

46．47

46．47

46．47

46．47

46．47

46．47

46．47

46．47

46．47

46.47

46．47

46．47

P76

076

076

078

078

078

O78

N78

N78

N78

080

080

080

O80

P79

P79

O77

N78

N78

078

0.29

0.32

0.29

0.24

0.21

0.27

0.34

0.27

0.22

0.28

0.23

0.31

0.21

0.24

Ⅵ層上面

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面
Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

醗
一
醜

面
面
面

上
上
上

層
層
層

Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ

朏
醍
一
罪
一
昨
一
醜

Ⅵ層上面
Ⅵ層上面
Ⅵ層上面
Ⅵ層上面
Ⅵ層上面

恥
一
醗
一
恥

0.24

0．30

脇
0．22

0．24

面
面
面

上
上
上

層
層
層

Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ

楕円形
円形
円形

Ⅲ－27．31

Ⅲ－27．31

IⅡ－27．31
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澤
一
屋

図版
番号

長軸
確認両/底面

短軸
確麗面/底面

時期挿図番号 グリッド 層位遺構名 平面形

面
面
上
上
層
層
Ⅵ
Ⅵ

醗
一
醗
一
醗
恥

0.17

0.35

0.31
0.23

１
１
１
１

３
３
３
３

７
７
７
７

２
２
２
２

－

一

一

一

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

46．47

46．47

46．47

46．47

0．22

0.25

029

0.22

0.17

0.20

0.22

0.16

SP124

SP125

SP126

SP127

078

080

O79

Q83

縄文時代前期

後半～晩期後
葉Ⅵ層上面

Ⅵ層上面
》
》
》
｜
磁
磁
》
｜
幽
酔

Ⅳ層下位

H-3覆土2
Ⅳ層上面

Ⅳ層中

H-6覆土l

Ⅳ層相当

H－6覆土1

0．16

0.12

014

Ⅲ－32

Ⅲ－32．33

Ⅲ-32

Ⅲ-32

m－33

Ⅲ-33

Ⅲ－33

m－33

M77．N77

N80･O80

P80･Q80

N79

L75･M75

O61

L75

078．079

0．86

1.24

1．34

0.58

0.54

0.82

周
囲
門
一
周
一
時
一
門
一
門
一
暁

“
一
“
一
“
一
“
“
妬
一
妬
三

縄文時代前期
後半

0.26

0.68

1.36

1.14

3．18

0.20

0,46

0.70

0.70

1.00

006

0.18

0．20

0．16

0

縄文時代前期
後半～晩期後
葉

Ⅳ層中位
Ⅲ層上面
H-l覆土

不整形

不整形
不整形

M77．N77

N80

079

0．.10４
４
４

３
３
３

－

一

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

妬
一
幅

妬
一
妬
妬

郡
一
四
一
Ｍ

1．84

1.18

0.42

’
四
一
昭

ｌ－ＣＦ
縄文時代前期
後半
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表Ⅲ－3遺構出土掲載土器一覧

’ 属位鑿|点数|鴎|鴎繭|分類｜ 型式名挿図番号蕊蕊
遺構名／
調査区

辿
洲
砺
一
腿
Ⅳ

踏

帳

一

》

》

Ⅱ

Ⅱ

ｂ

ｂ

一

皿

班

－

１
３
－
２
－
３
’
３
諏
邸
謡

(7.9）Ⅱb10.1~

H－1

Ⅲ－5 1 1 1 48

079

H-1HF-11 覆土

l
H-1HP-31 覆土

2 48IH-5

円筒土器
下層式c式

４
－
認
－
４
ｕ
－
２
－
１
調
－
６
２
｜
誰
一
Ｗ
’
７
池
１
１
誰
－
８
３
｜
識
１
｜
説
８
－
諦
一
８
２
’
２
諏
一
５
１
｜
読
過
一
池
４
｜
詔
－
３
’
３
｜
識
５
－
諾
－
３
謡
－
１
詔
－
１
訓
岨
－
８
’
３
諏

ⅡbIⅡ－5 3 48 ~ ~

H－l
円筒土器
下層式c式

Ⅱb18．6 25．7IⅡ－5 4 48 8．6

N78

床
顧

4
円筒土器
下層式c式

H-2
ⅡbⅢ－9 491

覆土2
－

覆土1

27
円筒土器
下層式c式

H-2
(9.1） Ⅱb49 27．1Ⅲ－9 2

２

１

土
土
覆
覆

腱
一
恥

2
円筒土器
下層式c式

ⅡbⅢ－9 3 49 ~ ~~

覆土1
Ⅱ

牌
一
岬

円筒土器
下層式c式

円筒土器
下層式c式

円筒土器
下層式c式

(4.5） Ⅱb4 49 15．0Ⅲ－9
~

H-3 床 11

H-5 覆土2上面l l

Ⅱb49２

６

１

１

－

一

Ⅲ

Ⅲ

1 ~ ~~ ~~

(4.2） Ⅱb1 50 10.8

迦
朏
一
Ⅳ

H－5

見晴町式maⅢ－16 2 50 ~ ~ ~

M76

覆土1
－

覆土2
大津式または
白坂3式

H－5
Ⅳa3 50Ⅲ－16

円筒土器
下層式d式

H-6 1 床 | 28

1
H-6 1 覆土3 1

50 ⅡbⅢ－20
－

IⅡ－20

1

円筒土器

下層式d式

円筒土器
下層式d式

Ⅱb2 50 ~ ~ ~

覆土2
－

覆土3
H－6

Ⅱ1-20 50 Ⅱb3

円筒土器
下層式d式

１

２

士

士

担

狸

通

錘

詮

覆

覆

覆

覆

覆

も

毛

妬

唖

丑

名

Ｈ

Ｈ

罪

罪

Ｆ

Ｈ H－3

50 Ⅱb脚
一
睡
一
圃
一
卿

4

円筒土器

下層式d式
Hb1 51 ~ ~

円筒土器
下層式c式
~再衙王幕
下層式c式

Ⅱb1 51 ~~ ~

51 Ⅱb1
~ ~ ~

1

円筒土器
下層式c式

21．5 34.4 nbIII-33 1 51 10.9
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Ⅲ遺構と出土遺物

表Ⅲ－4遺構出土掲載石器一覧

挿図番号|雲|蕊|遺構名| 層位|鑿｜ 遺物名 ｜分類材貿濡| (潟|馬|響 備考

床面直上

床而直卜
床而直卜

石鋸

石鋸

石鋸

石鋸原石
石鋸

石鋸
石鋸

砥石

つまみ付きナイフ
石鋸

石斧
扁平打製石器

扁平打製石器
台皿･石皿

石皿

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

石製品
つまみ付きナイフ

すり石
スクレイパー

頤
眠
一
眼
昭
一
恥
一
眠
眠

５
ｌ
６
７
－
８
９
ｌ
ｍ
－
ｕ
－
吃
岨
一
隔
腔
－
５
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
４
５
－
６
ｌ
５
６
ｌ
１

礫
礫
一
礫

雌

雌

峠

雌

雌

準

誰

禮
一
率
禮
一
禮
服
疵
韮
飛
一
筆
一
零諸

妃
一
妃
妃
妃
一
犯
妃
一
妃
一
弼
妃
一
娼
蛤
一
鯛
蛆
一
娚
鉛
一
卵
一
釦
釦
一
卵
釦
副

肘
一
肘
一
胴
悶
一
嗣
椚
飼
一
肘
胴
一
肘
一
胴
一
瞬
腱
一
腱
腱
一
恥
一
貼
蹄
一
恥
一
恥
肘

石鋸セット

石鋸セット

石鋸セット

石鋸セット
石斧転用/石鋸セット

ベンガラ付薪？

ベンガラ付着？

石鋸セット

１

１

－

１

－

１

８

’

９

９

７

5.0

5．4

5．0

3．6

6．9

10．8

7．2

8．0

9．9

3．4

7．5

57

7．2

13．7

11,9

6．6

6．7

50

13．3

15.6

16．3

7．1

11.0

2．5

(9.0）
15．6

叩
一
咽
皿
一
魍
一
咽
咽
一
ｍ
一
姻
皿
面
一
販
一
率
咽

60~4

112

38.3

60.2

74.3

291

174

420

42.6

44

22．5

166

191

床而直卜

床面直|言

礫
一
礫

床面直上
床両直卜

床而直卜
覆土下
覆土下
覆土上
床面
床面

床面
床面

床面
床面

床面
床面
床面
床面

礫
礫
一
礫
諦
一
礫
剛
一
礫
一
礫
一
礫
一
礫
一
遡
諦
弛
迩
礫
一
鮴

昭
一
恥

恥
一
眠
唖
一
皿
恥
一
卿
吋
一
吋
一
睡

四
一
３
加
一
釦
６
－
妬
一
羽
、
一
拓
一
１

ほぼ完形
秘
一
四
一
卯
、
一
繩
一
郎
”
｜
噸

恥
一
郡
一
魍
一
姻
一
ｕ
｜
即
岬
一
“

6．2

9．4

0.8

0.75

0.45

0.78

3.0

1．1

3780

5270

11.8

6.1

1．5

21．2

480

31．7

一
筆
硝
那
一
筆

０

０

２

２
－

Ⅲ
Ⅲ

Ⅱ1-21 旧石器？

表Ⅲ－5遺構出土石器接合一覧

番号 ’ 分類 ｜ 石質 ｜ 遺構名 ｜取上げ番号 調査区 層位 点数
十善
一
口

今
回

H-2HF1 25 1

台石・石皿 安山岩 3点1 H-2HP2 21 1

H－2床面 15 1
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Ⅳ包含層出土遣物

1 ．縄文時代

（1）土器（図Ⅳ－1～3表Ⅳ－1 ．5図版51）

土器は943点出土した。分類別ではI群a類17点、Ⅱ群b類685点、Ⅲ群a類63点、Ⅲ群b類9点、

Ⅳ群a類109点､Ⅳ群c類34点､V群c類5点、土製品7点、陶磁器14点が出土した。層位別ではⅣ

層からの出土が多い。

1 ．2はI群a類で、 口縁部である。口縁部に貝殻腹縁により文様を施文するもの。 1は口縁部の

下に平行線、その下はV字に施文する。内面にも狭い幅で斜行する貝殻復縁文がある。 2は弱い波状

口縁である。口縁部の下に平行線、その下は斜位に連続する山形文を施文する。斜位に連続する山形

文には、先端が尖った工具により刺突文を施文するところがある。連続する山形斜位に連続する山形

文と山形文の間は沈線により、連続する列点文を施文するところと連続する山形文を施文するところ

がある。すべて中野A式。

3～8はⅡ群b類。 3は口縁部。頸部はくびれ、口縁部はそこから外反する。RL斜行縄文。4～

6は胴部。4はLR斜行縄文。底部破片の可能性もある。 5はL撚糸文による縦走縄文。6はL撚糸

文による縦走縄文。一部で斜行し、網目状にみえるところがある。 7．8は底部。 7はL撚糸文によ

る縦走縄文。 8は無節1撚糸文による縦走縄文。 3は円筒土器下層式d式、 4～8は円筒土器下層式

c～d式と考える。

9～11はⅢ群a類。9は山形の突起部。沈線により文様を施文するもの。口唇部外面に縄による刻

み。RL斜行縄文。 10は口縁部。LR斜行縄文。口唇部を折り返して作り出している。そのためⅣ群

a類の可能性もあるが、器形からⅢ群a類とした。 11は底部。無文である。9はサイベ沢Ⅶ式。10．

11はサイベ沢Ⅶ式から晴町式と考える。

12はⅢ群b類。 12は胴部。断面が半円形の貼付けをもつもので、貼付け後に斜行するRLR多条縄

文を施文する。煉瓦台式。

13～16はⅣ群a類。13は口縁部に縄線で文様を施文するもの。縄線の原体はRLR多条縄文。LR

横走縄文。 14は口縁部の直下が無文で、沈線による文様を施文するもの。 14は口縁部の直下が無文

で、沈線による文様を施文するもの。 15は波状口縁部。良く磨かれている。 13． 16はトリサキ式。

14．15は白坂3式。 14はⅣ群b類のウサクマイC式に併行するものの可能性もある。

17はⅣ群c類。口縁部。突瘤文をもつもの。RL･LR羽状縄文。

18はV群c類。ヘラ状工具により工字文を施文するもの。LR斜行縄文。大洞A式。

土製品：土製品はすべて焼成粘土塊である。掲載したものはない。

陶磁器：近世末以降のものである。掲載したものはない。 （佐藤）

（2）石器（図Ⅳ－4～10表Ⅳ－2．6 図版52）

1～4は石雛。 1は基部が直線的で三角形を呈するもの。 2は柳葉形のもので入念に両面から調整が

施される。 3．4は縁辺が加工される。 4は基部側縁がやや内湾し三角形の茎部を呈するもの。 5は

石槍・ナイフに分類されるもの。基部が明確に作出される。 6は石錐片で被熱・折損している錐先端

部は表面は両側縁から、裏面は片側からの加工である。

7～9はつまみ付きナイフでつまみ部は片側が直線的な部分を利用し加工、刃部は右側縁が平坦な

加工が施される。 7． 9は斜め形。 10．11はへう状石器で10は礫表皮面を残し、両側面は裏面から

加工する。 11は表裏両面に器体内部まで加工するものである。
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12は石斧基部の破片で表裏両面、上面・両側面に研磨面が、裏面には擦り切りの溝が片側に残る。

石斧本体が折損し遺棄されたものであろう。13は薄い小礫の先端を両面から研磨し刃部調整したもの。

14は薄い小礫の石ノミで刃部は片側調整で、体部途中で折損している。

15．16はたたき石。15は両端部に敲打痕が残る。16は表面中央と下位に（下位は深さ0.5cmの窪み

状)、裏面にも同様に敲打痕が残る。 17は赤色顔料の付着する扁平打製石器、縁部が両面から加工さ

れる。下面はほぼ平坦で擦り痕が顕著ではないが一部に顔料が残る。 18は扁平打製石器の折損片で

縁部が両面加工される。裏面は剥落する。下面は最大幅0.6cmの擦り面が残る。

19．20はすり石｡19はすり面の最大幅が約1.3cm｡上縁に敲打痕｡20はすり面の最大幅が約1.0cm｡

21は表面に溝状の擦痕が残る有溝砥石、 1crn幅に約6本の最大深0.1cmの溝。 22はナイフ形の

形状で断面は三角形を呈する石鋸、刃部は約1.5cmの幅を持つ。

23は石錘で円礫の両端を打ち欠いたもので表裏から加工される。24．25は台石・石皿片で。24は

表裏がほぼ平坦。裏面は剥離が著しく被熱しているのかもしれない。25は表面はほぼ平坦、裏面に平

滑な部分が一部みられ、表裏ともに幅0.7cm程の溝が数箇所にみられる。

2． 旧石器時代(図Ⅳ-11～21表Ⅳ－3．4．7図版53.54）

選別に際しては縦長剥片や、それに類する剥片や、細かな打面調整の見られる破片など当該期の石

器製作技術から得られる剥片の抽出につとめた。

それらを基にして、同じ石質と考えられる石器類や剥片を探した。頁岩の石質の特徴は、縄文時代

の石器に比べて長い年月による表面変化で特有の光沢をもつもの、また、埋没環境の違いにより表面

の風化の度合いが異なるものがあり、一部に土中の酸化鉄分の表面固着がみられた。

接合作業の実際は、折れ面接合・剥離面接合ともに、両面テープで仮接着しながら作業を進め、瞬

間接着剤は使用しなかった。実測図に関しては定型的な石器類・接合資料は、出来る限り実測・掲載

に努めた。接合資料に関しては基本的に全体の剥離過程を把握できるように、模式図を作成した。接

合については、ある程度接合作業が進行した段階で接合番号をつけ接合表を作成した。図示していな

い接合資料は表にのみ接合関係を示した。

（1）石器

出土遺物の内訳は表1－5の通りである。総数1,145点中に細石刃・細石刃様剥片6点、細石刃核・

細石刃核片6点、削片31点、石刃・石刃片49点、削器・削器片15点、石核・石核片5点、剥片1,033

点である。同時代の礫石器については、出土状況が縄文のものと混在するため不明である。

以上の石器類は層位的な上下関係で確認できるものではなく、縄文時代の遺構の掘上げ土や、包含

層のⅡ層からV層にかけて確認されるものである。H－1では竪穴の窪みに検出面ではリング状に観察

されたⅡ層が流れ込んでおり、旧石器時代の遺物が検出されている。このことは他遺構でも同様の傾

向であり、Ⅱ層からは435点（全体の37％）の石器の出土がみられる。

1．2は細石刃のほぼ完形品で、 1は12の接合資料3と同一の母岩と考えられるが、細石刃核には

接合しなかった。 1と2の平均値は長さ4.20cm、幅0.98cm、厚さ0.425cmである。 3は黒曜石製

の細石刃片で部位は中間部である。H－5の覆土1層から出土している。

4． 5は石刃。 4は頭部調整と打面調整が行なわれている。5は頭部調整が行なわれ、横位の石核

の調整が残る。 4はH－1の覆土下層から出土し、縄文時代前期竪穴廃棄後の落ち窪みに周辺から流

入したものであろう。

6は石刃素材の削器。頭部調整と打面調整が行なわれている。横位の石核の調整が残る。
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Ⅳ包含層出土遺物
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図Ⅳ－1 包含層出土土器
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Ⅳ包含層出土遺物
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Ⅳ包含層出土遺物

7 ．8は細石刃核削片で細石刃剥離作業面を打面として剥離された断面四角形の削片。 7 ． 8とも

に左側面に一部節理面が残存する。 7の打面の厚さは0.51～0.85cm程である。 8の打面の厚さは

0.60cmである。

9は細石刃核である。素材腹面である右側面はほぼ未加工で、左側面のみ加工された片面加工で、

断面はD字型に近い。左側面は甲板面、下縁部から加工が施される。左側面上縁は細かい刃つぶし

加工が加えられている。細石刃の剥離頻度は低い。

10は接合資料1で、全て打面再生調整の接合資料である。石刃核の打面再生の可能性があり、石刃

剥離に伴い打点を左右にずらしながら打面再生調整を行なっている。①と③は末端部に石刃核の背稜

を取り込んでいる。H－5の床面や覆土、周辺の調査区M76，078の包含層から出土している。

11は接合資料2で、細石刃核未成品を含む接合資料である。①は甲板面作出剥片、②は側面調整剥

片で細石刃核の未成品。③は細石刃核の側面調整剥片。④は細石刃核の側面調整剥片である。⑤は細

石刃核の未成品で、甲板面を取り込む剥離により大きく形状を損なって遺棄されたものである。H－5

の覆土や周辺の調査区M・N77，N78の包含層から縄文時代の遺物とともに出土している。

12は接合資料3，細石刃核と細石刃核削片、調整剥片の接合資料である。①･②は甲板面末端の突

出部を除去する為に左側面から甲板面に行なわれた調整剥片。③は素材正面から甲板面への剥離によ

る剥片、上面末端部には節理面が残る。

④～⑥は細石刃核削片。④の上面末端部、⑤の右側面には摂理面が残る。④の剥離後、甲板面から

の側面調整により正面・側面部で約0.25～0.51cm幅が減少している。

⑤の剥離により平坦な打面が確保され細石刃剥離が開始されるようである。⑤の剥離後甲板面から

両側面に加工が施され、幅は正面で0.25cm，左側面で0.20～0.48cm、側面末端部では1.08cm、右

側縁で0.25cm、末端部で0.62cmの幅が減少する。

⑥の左側面部には細かい刃つぶし状の加工がみられる。⑥の剥離により打面の更新が行なわれ、そ

の後、削片が接合していないが、更に打面再生が行なわれている。

⑦は側面調整剥片の折損品で、 この剥離後、甲板面末端の突出部を除去する為に左側面からの調整

が行なわれる。⑧は細石刃核である。⑧は被熱して変色し、細石刃剥離面の一部分がクレーター状に

破損している。残存する細石刃作業面は上端が一部欠損するが最大で3.18cm。これらは周辺の調査

区M76、M･N77の包含層に縄文の遺物とともに出土している。

13は接合資料4で、舟形状の石核素材である。甲板面や側面に節理面が残る。左面縁辺部には一部

に細かい刃つぶし状の加工がみられる。作業中に敲打の衝撃により、内部に潜在する亀裂から折損し

たものであろう。

（2）黒曜石製石器の原産地分析

H－5の覆土、調査区にしてL・M75周辺から出土した図番号3の黒曜石製の細石刃破片1点につ

いて原産地分析を実施した。分析は有限会社遺物材料研究所に依頼した。

その原産地は十勝三股と推定されており、直線距離で300km以上離れた道東地方から持ち込まれ

たものである。詳細は第Ⅵ章4で報告している。

（3）石器の編年的位置

編年的目安となるのは細石刃剥離技術で、片面あるいは両面調整の素材を縦割りしながら剥片を剥

離する細石刃核からなる「美利河技法」による以下の美利河型細石刃核の4つの特徴を備えている。

①最大厚の部位は片側縁に寄っていて断面はD字型に近い。②湧別技法に見られる一次の舟形削片

がなく、削片はすべて断面四角形のスキー状削片である。また削片が反対側の端部まで抜けなかった
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場合や、打面が平坦でない場合は側面からの打面調整を行なっている。③打面再生の度に頻繁に側面

調整を行い石核全体を相似形に小さくする。④細石刃の剥離はスキー状削片の打点側から行なってお

り、打面に擦痕は見られない（北埋調報23 1985)。

寺崎康史氏の北海道の旧石器編年（寺崎2006）では、本遺跡の石器群は石器群変遷では第4期、

後期旧石器時代後半期石器群の「峠下1類、美利河型細石刃核石器群(7群)」に相当する。この石器

群は道央部の層位的な事例では千歳市柏台1遺跡・A地区でEn-aよりも下位から検出されている。

また、美利河1遺跡のSb-3炭化材による14C炭素年代測定で得られた年代値は18,200±230yBP、

20,100±335ybp、20,900±260ybpである。本遺跡の石器群もこの年代値に相当するものであろう。

（4）遺跡の性格

前述した石器群の特色から、本遺跡は石器製作跡、とりわけ細石刃核の製作に関する遺跡であると

いえる。細石刃や石刃が全体の5％と剥離された痕跡が極めて少ない事、細石刃剥離の行われた細石

刃核が少ない事、製品とみなせない剥片が90％を占める事から、 ここでは細石刃核の未成品（細石

刃剥離前の段階のもの）を作っていたと考えられる。また、本遺跡では旧石器時代の遺構も発見され

ていない。

出十位置や層位は、前期の竪穴の覆土、 Ⅱ層以下の縄文時代の包含層から検出されることから、縄

文時代前期に掘り上げられたものが拡散した状況が推測される。

札苅5遺跡の場合では遺物30,451点に対しての割合は土器12％、石器87％で、礫を含めない土器

・剥片石器の場合では土器22％に対して石器78％であった。縄文時代前期集落遺跡の出土遺物の土

器・石器の出土比率では、近隣の前期遺跡の事例として上げられる釜谷5遺跡（木古内町1995）で

は、前期の竪穴式住居が31軒検出され、 58,000点の遺物の内土器57％に対して石器は43％の割合。

他にも前期の円筒下層b～C式の単純遺跡とみられる新道2遺跡Ⅱ（木古内町2003）では竪穴式住

居3軒が検出され、 1,053点の遺物の内土器56％に対して石器は44％の割合で、両遺跡とも本遺跡

との比率とは異なる。

今回の調査では、縄文時代前期の遺物の中から剥離技法や石質により旧石器時代の遺物の抽出に努

めた。前期集落遺跡では土器の出土量が通常は多いようである。札苅5遺跡の場合は旧石器時代の遺

物が混入している為比率に乱れが生じているとも推測される。 （富永）
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表Ⅳ－1 包含層出土土器層位別集計

土器

Ial nblma lmb lVa l lVcIVcl土製品|陶磁器
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一
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5
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８
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表Ⅳ－2包含層出土石器層位別集計
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Ⅳ包含層出土遺物

表Ⅳ－4遺構内出土旧石器層位別集計
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表Ⅳ－5包含層出土掲載土器一覧

|点数|鴎鴎|繭|分類｜"蚤|蕊’
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表Ⅳ－6包含層出土掲載石器一覧

材質|諾| (鴨) |巖|署｜ 備考層位鑿
遺構名／
調査区挿図番号蕊

図版
番号

分類 分類

型
裡
一
樫
一
罐

識
副
鋤
那

山
石
山
右

頁

頁

0.36

0.34

0.15

0.41

0.73

0.66

0.94

0．95

1.1

2

1~76

2．6

0．54

0．48

4．84

4．05

1.92

2．5

3．7

3．7

0．84

1．3

1．8

7.1

0．48

1.7

1.14

1.5

1.59

17

3.14

178

31.8

23.2

141

71．6

81.5

7.92

3.58

380

215

290

200

680

280

27．1

76．6

127

1660

1520

411
－

3．5

1.31

1.05

103

1.02

3.06

1.93

2.71

4．18

1．95

525

4.94

3.76

1．7

1．33

5．1

6．03

11.6

7．82

15.4

9．86

4．79

11．4

7.83

14.8

17．8

Ⅳ
一
Ⅳ

馳
一
躯

し71

~L72
隅
一
隅

１
’
２

諦
遡
諦
諦
班
諦
証
辨
謝
翻
醗
幽
礫
一
礫
礫
一
礫
一
礫
一
礫
礫
一
礫
豊
礫
一
礫

肇
詰
爾
肇
一
率
爾
一
誇
一
誇
率
一
雌
禮
雌
拳
一
跨
那
一
雌
雌
罪
禮
飛
一
雌
雌
跨

石鍍
石錐

石槍･ナイフ
石錐

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ
つまみ付きナイフ

ヘラ状石器
へﾗ状石器

石斧片
石ノミ

石斧
たたき石

たたき石

扁平打製石器
扁平打製石器
すり石

すり石

有溝砥石
石鋸

石錘

台石･石皿
台石･石皿

郷
一
弘
稲
而
而
一
鍼
理
研
一
”
師
皿
皿
唖
皿
加
－
７
帥
一
恥
一
頭
一
浬
一
恥
一
叱
硴

Ⅳ
繩
一
Ⅱ
Ⅲ
一
Ⅳ
一
Ⅱ
Ⅳ
｜
Ⅱ
｜
Ⅲ
一
Ⅱ
Ⅲ
稲
Ⅳ
｜
Ⅳ
一
Ⅳ
一
Ⅱ
｜
Ⅳ
一
Ⅳ
一
Ⅳ
一
Ⅳ
一
Ⅳ
｜
Ⅳ
Ⅳ

艶
一
盟
一
記
一
駆
鑓
一
馳
一
砲
馳
一
塊
一
馳
一
駆
一
魂
一
駆
馳
一
駆
一
魂
馳
一
詑
一
馳
一
墾
駆
一
堅
馳

岬
一
蹴
雨
一
所
耐
一
睡
一
叩
而
而
而
而
一
馳
鰄
而
蝿
一
岬
而
而
恥
一
叩
一
恥
一
巡
蝿

隅
洞
両
一
隅
祠
一
隅
一
隅
胴
洞
一
崎
一
瞬
一
岻
孵
雨
一
啼
雨
一
瞬
一
瞬
眠
一
砿
一
孵
一

３
４
－
５
６
－
７
－
８
９
－
，
－
ｕ
一
岨
圃
皿
一
過
一
焔
一
Ⅳ
畑
一
四
一
加
一
型
一
魂
一
羽
一
別
妬

針先砥石？

一
塒

５－Ⅳ
一
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表Ⅳ－9 出土旧石器接合一覧

番号 ’ 分類 ｜ 石質 遺構名 取上げ番号 調査区 ｜ 層位 ｜点数 合計

削片 H－1 079 1床面直卜1 1

頁岩 3点1 覆土H-1HF] 079 1
フレイク

H－5 M76．77 1 覆土1 1

床H－6 53 L･M74～76 1

2－1 52 ６

６

６

７

７

７

一

一

一

４

４

４

７

７

７

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｌ

Ｌ

ＬL･M74～76

戸
【
Ｕ
’
１
１
－

52 6

ﾌﾚｲｸ ｜ 頁岩 |H-6HFC】 27点2－2

覆土1L･M74～76 4

2－3 L･M74～76 4

2－4 52 L･M74～76 4

2－5 52 2L･M74～76

覆土1H－6 L･M74～76 1
頁岩フレイク 2点3

覆土2H－8 L75 1

覆土3H-6 L･M74～76 1
頁岩フレイク 2点4

L74･75 覆土2H－8 1

細石刃核片 １
’
１

Ⅱ頁岩 2点M775
フレイク

2点6 1 フレイク ’ 頁岩 VM77 2

2点頁岩 M77 Vフレイク 27

M77 1
2点頁岩 Ⅳフレイク8

M77 1

石刃片 ⅡI 1
2点頁岩 0809

Ⅳフレイク 1
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V自然科学的分析

1．木古内町札苅5遺跡出土炭化材の樹種同定
小林克也（パレオ・ラボ）

1°はじめに

木古内町札苅5遺跡は、標高15～20mの河岸段丘の最奥部に立地し、幸連川の支流の右岸に面す

る、縄文時代早期後半～後期中葉の遺跡である。遺跡では縄文時代前期後半の竪穴住居跡などが検出

され、遺構内より炭化材が出土した。ここではそれらの出土炭化材の樹種同定を行なった。

2．試料と方法

試料は、竪穴住居跡であるH－1から2点、H-2とH－6から各1点、柱穴であるSP-21から

1点、焼土であるF－2とF－4から各1点の、計7点の出土炭化材である。竪穴住居跡と焼土の時

期は縄文時代前期後半で、柱穴であるSP-21の時期は不明である。各試料の袋内には複数点の試料

がみられたが、実体顕微鏡下の観察でいずれも同じ樹種である可能性が高いと判断されたため、袋内

より状態の良い試料を1点採取して同定を行なった。

炭化材の樹種同定は、試料をまず乾燥させ、材の横断面（木口)、接線断面（板目)、放射断面（柾目）

についてカミソリと手で割断面を作製し、カーボンテーブで試料台に固定した。その後イオンスパッ

タにて金コーティングを施し、走査型電子顕微鏡(KEYENCE社製VE-9800)にて検鏡および

写真撮影を行なった。なお同定試料の残りは、北海道埋蔵文化財センターに保管され、報告後に木古

内町に移管される予定である。

3．結果 表1 木古内町札苅5遺跡出土炭化材の樹種同定結果

同定の結果、広葉樹のクリとブナ属、カエデ樹種/遺構 H-1 H-2 H-6 SP-21 F-2 F-4 合計

属の3分類群が産出した。クリが最も多く5点クリ 1 1 1 1 1 5
ブナ属 1 l

で、ブナ属とカエデ属は各1点の産出であった。 カエデ属 ，
合計同定結果を表1に、一覧を付表1に示す。 2 1 1 1 1 1 7

次に、同定された材の特徴を記載し、 1分類群1点の走査型電子顕微鏡写真を示す。

（1）クリ CastaneacrenataSiebold・etZucc. ブナ科図版V-1 1a-1c(No.5)

大型の道管が年輪のはじめに1～2列並び、晩材部では徐々に径を減じた道管が火炎状に配列する

環孔材である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。道管は単穿孔を有する。放射組織は同性で単列

となる。

クリは北海道の石狩、 日高以南の温帯から暖帯にかけての山林に分布する落葉中高木の広葉樹であ

る。材は重硬で耐朽性が高い。

(2)ブナ属Fagusブナ科図版1 2a-2c(No.2)

小型の道管が単独ないし数個複合して密に散在する散孔材である。道管は単穿孔を有する。放射組

織は同性で、大きなものは幅10列以上になる。

ブナ属にはブナやイヌブナがあり、冷温帯の山林に分布する落葉高木の広葉樹である。代表的なブ

ナの材は重硬で強度があるが、切削加工は困難でない。
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(3)カエデ属Acerカエデ科図版1 3a-3c(No.6)

中型の道管が単独ないし2～3個複合してやや密に散在する散孔材である。木部繊維の壁の厚さの

違いで雲紋状の文様が木口面にみられる。道管は単穿孔を有し、内壁にはらせん肥厚がみられる。放

射組織は同性で、単列のものと4～6列程度のものがみられる。

カエデ属は10列以上の放射組織を持つチドリノキ以外は種までの同定が出来ない。そのため本試

料はチドリノキ以外のカエデ属と考えられる。カエデ属にはイタヤカエデやウリハダカエデなどがあ

り、代表的なイタヤカエデは各地に普通にみられる落葉高木の広葉樹である。材はやや重硬で、切削

加工はやや困難である。

4．考察

同定の結果、竪穴住居跡であるH－1からはクリとブナ属が各1点産出し、H－2とH－6からは

クリが各1点産出した。試料はいずれも住居に伴う焼土中から出土しており、材の用途としては、住

居跡の建築材や燃料材の可能性が考えられる。柱穴であるSP-21ではクリが1点産出し、焼土であ

るF－2からはカエデ属、 F－4からはクリが産出した。 SP-21のクリは坑底近くから出土してお

り、建築材の可能性がある。 F－2， F－4から出土したクリとカエデ属は、燃料材の残澄である可

能性が考えられる。しかしいずれの試料も微細であり、形状や木取りなどは確認できなかった。竪穴

住居跡や焼土から多く産出したクリは、重硬で耐朽性があり、 ミカン割り状に割材し易いという材質

から、建築材に向いた樹種である。また薪炭材としては、燃焼性は高くないが、火持ちが良いという

材質を持つ。

クリは、縄文時代の前期から後期を通して、全国的に住居跡の建築材に多く利用されているが（千

野， 1991)、北海道南部はクリの分布範囲の北限となる。木古内町札苅5遺跡とは時期が異なるが、

北斗市に所在する矢不来9遺跡の縄文時代中期の竪穴住居跡H－2や、函館市に所在する桔梗2遺跡

の縄文時代中期の住居跡、同じく函館市の石川1遺跡の縄文時代中期の住居跡などではクリが多く産

出しており（藤根・中村， 2008；山田， 1993)、クリの分布範囲の北限である北海道南部でも、縄文

時代中期にはクリを多く利用する傾向がみられた。

木古内町札苅5遺跡では遺跡周辺の植生復元は行なわれていないため、今回産出した樹種が遺跡周

辺に生育していたかは確認できていないが、北海道南部も北限ながらクリの分布範囲内であり、周辺

遺跡でも縄文時代中期にはクリの利用が顕著であることから、縄文時代前期後半の木古内町札苅5遺

跡周辺でもクリが生育していた可能性は高い。

引用文献

千野裕道（1991）縄文時代に二次林はあったか－遺跡出土の植物性遺物からの検討一． 東京都埋

蔵文化財センター研究論集,X, 215-249.

藤根久・中村賢太郎（2008）矢不来6遺跡・矢不来9遺跡・矢不来11遺跡出土の炭化材樹種同定

北海道埋蔵文化財センター編「矢不来6遺跡（2）・矢不来9遺跡・矢不来11遺跡(2)」 ：97-101，

北海道埋蔵文化財センター．

山田昌久（1993） 日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成一用材から見た人間・植物関係史

242p,植生史研究特別第1号．
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付表1 木古内町札苅5遺跡出土炭化材の樹種同定結果一覧

試料番号 サンプル番号 出土遺構 層位 樹種 備考

サツ5－7 フクド 住居に伴う焼土中クリI H-1 HFl

サツ5-8 フクド ブナ属 住居に伴う焼土中2 H-1 HF1

サツ5－5 住居に伴う焼土中3 フクド1 クリH-2 HF1

サツ5-9 フクド1 クリ 住居に伴う焼土中4 H-6 HF1

サツ5－6
F

D フクド クリ 坑底近くSP-21

サツ5－2 カエデ属6 フクド1 焼土の灰層中F-2

サツ5-4 焼土の灰層中7 フクド1 クリF-4
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図版1 札苅5遺跡出土炭化材の走査型電子顕微鏡写真

1a-1c・クリ (No.5)、 2a-2c.ブナ属(No.2)、 3a-3c・カエデ属(No.6)

a:横断面、b:接線断面C:放射断面
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2．札苅5遺跡から出土した種実同定

中村賢太郎・バンダリスダルシャン・菊地有希子（パレオ・ラボ）

1°はじめに

札苅5遺跡は北海道木古内町に所在する遺跡である。遺跡は標高15～16mの海岸段丘の再奥部に

あたる場所に立地し、幸連川支流に面している。ここでは、縄文時代前期後半の住居炉跡と焼土や時

期不明の柱穴の覆土を水洗して得られた種実の同定を行った。

2.試料と方法

試料は、縄文時代前期後半の住居跡H－6の炉跡HF-1 (番号1)、時期不明の柱穴SP-21 (番

号2)、縄文時代前期後半の焼土F-2 (番号3～5)およびF-4(番号6～8)から採取された。

試料の採取から種実の抽出までは北海道埋蔵文化財センターで行われた。

種実の同定は、実体顕微鏡下で行った。同定された試料は北海道埋蔵文化財センターに保管され、

報告後に木古内町に移管される予定である。

3.結果

同定した結果、草本植物のスベリヒユ属炭化種子、ユリ科炭化鱗茎、イヌビエ属炭化種子、ヒエ属

炭化種子、イネ科炭化種子の計5分類群が見いだされた。この他に不明炭化種実、子嚢菌炭化子嚢が

見られた。なお、 SP-21 (番号2)の試料は炭化材であり、種実は含まれていなかった。

遣構別に産出した種実について述べると、住居跡H－6炉跡HF-1ではユリ科炭化鱗茎1点、焼

土F－2ではイヌビエ属炭化種子1点、ヒエ属炭化種子3点、イネ科炭化種子3点、焼土F－4では

スベリヒユ属炭化種子1点、不明炭化種実1点が得られた。

表1 札苅5遺跡から出土した炭化種実（括弧は破片を示す）

番号｜

ｻﾝﾌﾙ番号｜
遺構I

部位/層位！

2

サツ5-6

SP-21

覆土
(坑庇近く）

3l

サツ5-9

H-61IF-1

覆土l
（焼土中）

1 5

サツ5－2

F－2

覆土1
(焼土の灰層中）

6 7 8

サツ5-4

F－4

覆土1
(焼土の灰層中）分類群

炭化種子

炭化鱗茎

炭化種子

炭化種子

炭化種子

炭化種実

炭化子遜

スベリヒユ属

ユリ科

イヌピエ属

ヒエ属

イネ科

不明

子褒菌

1

I

1

3

1 2

I
。

1

以下に、種実の記載を行い、図版1に写真を示して同定の根拠とする。

（1）スベリヒユ属Portulacasp. 炭化種子スベリヒユ科

上面観は扁平、側面観は円形。全体的にいぼ状の突起がある。 「の」の字状になり、先端に着点があ

る。長さ0.6mrn、幅0.7mrn｡

(2)ユリ科Liliaceae炭化鱗茎

形状は球形に近い。鱗片葉が密に層状に重なる点などからユリ科の鱗茎に類似する。長さ7.7mm、

幅5.0mm。

(3)イヌビエ属Echinochloasp. 炭化種子イネ科

上面観は片凸レンズ形、側面観は卵形で、先端がやや尖り気味である。厚みは薄くやや扁平である。

胚はI幅が広くうちわ型で、長さは全長の2／3程度と長い。残存長1.7mm，幅1.3mnl。
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(4)ヒエ属Echinochloaspp・炭化種子イネ科

上面観は扁平、側面観は楕円形で、先端は丸い。断面は楕円形に近い片凸レンズ形である。胚は幅

が広くうちわ型、長さは全長の2／3程度と長い。栽培種のヒエよりも薄い。長さ1.6mm、幅1.2mm｡

(5)イネ科Poaceae炭化種子

上面観はレンズ状、側面観は楕円形。表面はなめらか。腹面下端中央のくぼんだ位置に楕円形の胚

がある。胚の長さは全長の1／4程度。長さ1.0mm、幅0.6mm｡

(6)不明Unknown炭化種実(No.7)

上面観は楕円形、側面観は長楕円形。表面は粗い。下端に胚のようなくぼみがある。科以下の同定

はできなかった。長さ1.5nlm，幅0.6mm｡

4.考察

住居跡H－6炉跡HF-1で得られたユリ科の植物にはノビルやギョウジヤニンニクがある。ユリ

科の鱗茎が炉跡から出土し炭化していることから、食用の可能性が考えられる。焼土F－2では、 ヒ

エ属、イヌビエ属などイネ科の炭化種子が得られたが、 このうち、ヒエ属は、北海道内において縄文

時代早期の函館市中野B遺跡をはじめ、前期、中期、後期の遺跡で出土している（山田・椿坂,2006)。

焼土F－4ではスベリヒユ属の炭化種子が得られたが、スベリヒユ属は日当たりの良い路傍などに生

育する雑草で、偶発的に炭化し焼土内に残っていた可能性が考えられる。

引用文献

山田悟郎・椿坂恭代（2006）北海道の遺跡から出土したヒエ・アワ・キビ小畑弘己編「極東先史

古代の穀物2」 ： 15－26．

● 3

●●●● ●5

図版1 札苅5遺跡から出土した炭化種実 スケール1-7; lmm

l・スベリヒユ属炭化種子(No.8)、 2.ユリ科炭化鱗茎(No.1)、 3.イヌビエ属炭化種子(No.4)、4.ヒエ

属炭化種子(No.6)、 5.イネ科炭化種子(No.5)、 6.不明炭化種実(No.7)、 7.子嚢菌炭化子襄(No.8)
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V自然科学的分析

3．札苅5這跡における放射性炭素年代(AMS測定）

(株)加速器分析研究所

1 測定対象試料

札苅5遺跡は、北海道木古内町札苅636－2外(北緯41．42′3.7406"、東経140.28′32.1221"）

に所在する。測定対象試料は、H-1HF-1 1層出土炭化物（サツ5-7 : IAAA-112561)、

H-2HF-1 1層出土炭化物（サツ5-5 : IAAA-112562)、H-6HF-1 1層出土炭化

物（サツ5-9 : IAAA-112563)、SP-21覆土（坑底近く）出土炭化物（サツ5-6 : IAAA-

112564)、F-2 1層出土炭化物（サツ5-2: IAAA-112565)の合計5点である（表1)。

サツ5－7， 5－5， 5－9は竪穴住居跡に伴う焼土中、サツ5－6は小土坑の覆土（坑底近く)、

サツ5－2は焼土中より各々出土した。時期は、サツ5－7， 5－5， 5－9， 5－2が縄文時代前期

後半と推定される。サツ5－6については不明であるが、縄文時代前期後半、後期前葉の可能性が指

摘されている。

2 測定の意義

各遺構の年代を明らかにする。

3化学処理工程

（1）メス・ピンセットを使い、根・土等の付着物を取り除く。

（2）酸一アルカリー酸(AAA:AcidAlkaliAcid)処理により不純物を化学的に取り除く。

その後、超純水で中性になるまで希釈し、乾燥させる。AAA処理における酸処理では、通常

1mol/0(1M)の塩酸(HCl)を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム(NaOH)水

溶液を用い、 0.001Mから1Mまで徐々に濃度を上げながら処理を行う。アルカリ濃度が1M

に達した時には「AAA｣、 1M未満の場合は「AaA」と表1に記載する。

（3）試料を燃焼させ、二酸化炭素(CO2)を発生させる。

（4）真空ラインで二酸化炭素を精製する。

（5）精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元し、グラファイト (C)を生成させる。

（6）グラファイトを内径1mmのカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、

測定装置に装着する。

4測定方法

加速器をベースとした14C-AMS専用装置(NEC社製）を使用し､14Cの計数､13C濃度(13C/12C)、

l4C濃度(14C/12C)の測定を行う。測定では、米国国立標準局(NIST)から提供されたシュウ酸

(HOxn)を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

5算出方法

(1) 613Cは、試料炭素の13C濃度(13C/12C)を測定し、基準試料からのずれを千分偏差(%0)で

表した値である（表1)｡AMS装置による測定値を用い、表中に「AMS」と注記する。

(2) 14C年代(LibbyAge :yrBP)は、過去の大気中14C濃度が一定であったと仮定して測定

され、 1950年を基準年(0yrBP)として遡る年代である。年代値の算出には、 Libbyの半
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減期（5568年）を使用する(StuiverandPolachl977)｡ 14C年代は613Cによって同位

体効果を補正する必要がある。補正した値を表1に、補正していない値を参考値として表2に

示した。 14C年代と誤差は、下1桁を丸めて10年単位で表示される。また、 14C年代の誤差

（±10)は、試料の14C年代がその誤差範囲に入る確率が68.2%であることを意味する。

(3) pMC(percentModernCarbon)は、標準現代炭素に対する試料炭素の14C濃度の割合で

ある。pMCが小さい(14Cが少ない）ほど古い年代を示し、 pMCが100以上(14Cの量が標

準現代炭素と同等以上）の場合Modernとする。この値も613Cによって補正する必要がある

ため、補正した値を表1に、補正していない値を参考値として表2に示した。

（4）暦年較正年代とは、年代が既知の試料の14C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過

去の14C濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、 14C年代に対

応する較正曲線上の暦年代範囲であり、 1標準偏差(10=68.2%)あるいは2標準偏差(20

＝95.4％）で表示される。グラフの縦軸が14C年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プ

ログラムに入力される値は､613C補正を行い、下一桁を丸めない14C年代値である。なお、

較正曲線および較正プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種

類によっても結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必

要がある。ここでは、暦年較正年代の計算に、 IntCalO9データベース(Reimereta1.2009)

を用い、OxCalv4､1較正プログラム(BronkRamsey2009)を使用した。暦年較正年代に

ついては、特定のデータベース、プログラムに依存する点を考慮し、プログラムに入力する値

とともに参考値として表2に示した。暦年較正年代は、 14C年代に基づいて較正(calibrate)

された年代値であることを明示するために「calBC/AD｣ (または「calBP｣)という単位で

表される。

6測定結果

試料の14C年代は、H-1 HF-1 1層のサツ5－7が4740±30yrBP，H-2HF-1 1層

のサツ5－5が5000±30yrBP，H-6 HF-1 1層のサツ5－9が4700±30yrBP、 SP-21

覆土（坑底近く）のサツ5－6が4760±30yrBP、F-2 1層のサツ5－2が4780±30yrBPで

ある。暦年較正年代(10)は、サツ5－7が3631～3384calBCの間に6つの範囲サツ5－5

が3796～3712calBCの範囲、サツ5－9が3618～3378calBCの間に3つの範囲、サツ5－6

が3633～3521calBCの間に3つの範囲、サツ5－2が3636～3531calBCの間に2つの範囲で

示される。サツ5－7， 5－9， 5－6， 5－2が縄文時代前期末葉頃、サツ5－5が前期中葉頃に

相当し、推定される時期におおむね整合する結果と考えられる。

試料の炭素含有率はすべて60％を超える十分な値で、化学処理、測定上の問題は認められない。
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表1

613C補正あり鏑
確

613C(%o)

(AMS)

哩
罐

測定番号 試料名 採取場所

LibbyAge (yrBP) pMC(%)

サツS々 炭化物H-lHF-1 l層団

硬

２

２

５

５

皿

皿

坐
坐

い

い

AAA -2498±0．49 4郷0±30 5545±0．19

サツ55 炭化物H-2HEl l層 AAA -25j73±044 5OO0±30 53.69±0．19

サツ5－9 炭化物H-6HF-l l層IAAA-112563 AAA -郡40±0．42 41Ⅸ)±30 55〃3±0.20

サツ5~6 SP-21覆土（坑底近く） 炭化物IAAA-n25" AAA -31.08±0．46 4160±30 5532±020

サツ5－2 炭化物E2 1層IAAA-n2565 AAA -2741±044 4180±30 1 55．14±020

[#48811

表2

613C補正なし
測定番号 暦年較正用CrBP) Io暦年代範囲 2o暦年代範囲

pMC (%)Age (yrBP)
~

3631calBC-3578calBC@Oj7%)

3573calBC-3568calBC(Z7%)

3535calBC-3516calBC(133%)

3422calBC-3419calBC(1:7%)

3409calBC-34McalBC(L4%)

3398qllBC-3384calBC(84%)

3635calBC-3551calBC(5169"

3541calBC-399calBC(20496)

3432calBC-3379calBC(234%)

IAAA戸皿2561 4J740±30 5545±().19 4136±28

3935mlBC-3875cmBC(16.8"

3806calBC-3702calBC(78.6%)

IAAA-112562 5010±30 53.61±0.19 4995±28 3796calBC-3712calBC(682%)

3618calBC-3613calBC(23%)

3521calBC-3498calBC(159%)

354GllBC-3378calBC(50.0%)

3m9calBC-3588calBC(13.39"

352calBC-3489calBC(216%)

3471calBC-3372cfJBC("5%)

IAAA-112563 4；720±30 5557±0．19 4β96±28

3633calBC-3620calBC(103%)

3610mlBC-3556cfdBC(43f7%)

3539caIBC-3521calBC(142%)

3638calBC-3514CalBC(865%)

3423calBC-3383CalBC(89%)

IAAA-1125" 4.8⑩±30 54.64±0.19 4755±28

3636calBC-3629calBC(74%)

3584caiBC-3531calBC(".8%)

IAAA-n2565 4,820±30 54.86±0．19 4182±28 3"l"lBC-3520calBC(954"

[参考圃
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V自然科学的分析

4．木古内町札苅5遺跡出土黒曜石製細石刃の原材産地分析

有限会社遺物材料研究所

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によりサヌカイトおよび黒曜石製遺物の

石材産地推定を行なっている1．23)。黒曜石の伝播に関する研究では、伝播距離は千数百キロメート

ルは（図1）一般的で文系考古学（様式学）では更に広い範囲の様式伝搬が推測されてきた。様式伝

搬に石材が伴ったかは、理系考古学（自然科学）の結果を取り入れ、真の考古学研究で先史を明らか

にする必要がある。 6千キロメートルを推測する学者もでてきている。このような研究結果が出てき

ている現在、正確に産地を判定すると言うことは、原理原則に従って同定を行うことである。原理原

則は、同じ元素組成の黒曜石が異なった産地では生成されないという理論がないために、少なくとも

遺跡から半径数千キロメートルの内にある石器の原材産地の原石と遺物を比較し、必要条件と十分条

件を満たす必要がある。ノーベル賞を受賞された益川敏英博士の言を借りれば、科学とは、仮説をた

て正しいか否かあらゆる可能性を否定することにある。即ち十分条件の証明が非常に重要であると言

い換えられると思われる。 『遺物原材とある産地の原石が一致したという「必要条件」を満たしても、

他の産地の原石にも一致する可能性が残っているから、他の産地には一致しないという「十分条件」

を満たして、一致した産地の原石が使用されているとはじめて言い切れる。また、十分条件を求める

ことにより、一致しなかった産地との交流がなかったと結論でき、考古学に重要な資料が提供される。

産地分析の方法

先ず原石採取であるが、本来、先史・古代人が各産地の何処の地点で原石を採取したか？不明であ

るために、一カ所の産地から産出する全ての原石を採取し分析する必要があるが不可能である。そこ

で、産地から抽出した数十個の原石でも、産地全ての原石を分析して比較した結果と同じ結果が推測

される方法として、理論的に証明されている方法で、マハラノビスの距離を求めて行う、ホテリング

のT2乗検定がある。ホテリングのT2乗検定法の同定とクラスタ一判定法（同定ではなく分類)、

元素散布図法（散布図範囲に入るか否かで判定）を比較すると、クラスタ判定法は判定基準が暖昧で

ある。クラスターを作る産地の組み合わせを変えることにより、クラスターが変動する。例えば、A

原石製の遺物とA、B、C産地の原石でクラスターを作ったとき遺物はA原石とクラスターを作るが、

A原石を抜いて、D、E産地の原石を加えてクラスターを作ると、遺物がE産地とクラスタを作ると、

A産地が調査されていないと、遺物はE原石製遺物と判定されれる可能性があり結果の信頼性に疑問

が生じる。A原石製遺物と分かっていれば、E原石とクラスターを作らないように作為的にクラスタ

ーを操作できる。元素散布図法は肉眼で原石群元素散布の中に遺物の結果が入るか図示した方法で、

原石の含有元素の違いを絶対定量値を求めて地球科学的に議論するには、地質学では最も適した方法

であるが、産地分析からみると、クラスタ一法より、 さらに後退した方法で、何個の原石を分析すれ

ばその産地を正確に表現されているのか不明で、分析する原石の数で、原石数の少ないときには、A

産地とB産地が区別できていたのに、原石数を増やすと、A産地、 B産地の区別ができなくなる可能

性があり （クラスタ法でも同じ危険性がある）判定結果に疑問が残る。産地分析としては、地質学の

常識的な知識（高校生）さえあればよく、火山学、堆積学など専門知識は必要なく、分析では非破壊

で遺物の形態の違いによる相対定量値の影響を評価しながら、同定を行うことが必要で、地球科学的
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なことは関係なく、如何に原理原則に従って正確な判定を行うかである。クラスタ法、元素散布図法

の欠点を解決するために考え出された方法が、理論的に証明された判定法でホテリングのT2乗検定

法である。仮に調査した320個の原石・遺物群について散布図を書くと、各群40個の元素分析結果

を元素散布図にプロットすると、 320群X40個=12800点の元素散布図になり、 これが8元素比で

は28個の2元素比の散布図となり、この図の中に遺物の分析点をプロットして産地を推測することは、

想像できても実用的でなく、もし、散布図で判定するなら、あらかじめ遺物の原石産地を決めて、予

想した産地のみで散布図を書き産地を決定する。これでは、一致する産地のみを探すのみで、科学的

分析のあらゆる可能性を否定することが科学分析であると言うことに反し科学的産地分析と言えない。

ある産地の原石組成と遺物組成が一致すれば、そこの産地の原石と決定できるという理論がないため

に、多数の産地の原石と遺物を比較し、必要条件と十分条件を満たす必要がある。考古学では、人工

品の様式が一致すると言う結果が非常に重要な意味があり、見える様式としての形態、文様、見えな

い様式として土器、青銅器、ガラスなどの人手が加わった調合素材があり一致すると言うことは古代

人が意識して一致させた可能性があり、一致すると言うことは、古代人の思考が一致すると考えても

よく、相互関係を調査する重要な意味をもつ結果である。石器の様式による分類ではなく、自然の法

則で決定した石材の元素組成を指標にした分類では、産地分析の結果の信頼性は何ヶ所の原材産地の

原石と客観的に比較して得られたかにより、比較した産地が少なければ、信頼性の低い結果と言える。

黒曜石、安山岩などの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含有され

る微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行ない、 これを産地

を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産地ごと

に数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれを対比

して、各平均値からの離れ具合（マハラノビスの距離）を求める。次に、古代人が採取した原石産出

地点と現代人が分析のために採取した原石産出地と異なる地点の可能性は十分に考えられる。従って、

分析した有限個の原石から産地全体の無限の個数の平均値と分散を推測して判定を行うホテリングの

T2乗検定を行う。この検定を全ての産地について行い、ある遺物原材がA産地に10%の確率で必要

条件がみたされたとき、 この意味はA産地で10個原石を採取すると1個が遺物と同じ成分だと言う

ことで、現実にあり得ることであり、遺物はA産地原石と判定する。しかし、他の産地について、B

産地では0.01％で一万個中に一個の組成の原石に相当し、遺跡人が1万個遺跡に持ち込んだとは考え

にくい、従って、 B産地ではないと言う十分条件を満足する。またC産地では百万個中に一個、D産

地では・ ・ ・ ・一個と各産地毎に十分条件を満足させ、客観的な検定結果から必要条件と十分条件を

みたしたA産地の原石を使用した可能性が高いと同定する。即ち多変量解析の手法を用いて、各産地

に帰属される確率を求めて産地を同定する。

今回分析した遺物は北海道木古内町に位置する札苅5遺跡から出土した黒曜石製遺物について産地

分析の結果が得られたので報告する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光X線分

析装置によって元素分析を行なう。分析元素はAl、Si、K、Ca、Ti、Mn，Fe、Rb、Sr、Y、Zr、Nb

の12元素をそれぞれ分析した。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比

を取り、それでもって産地を特定する指標とした。黒曜石は、Ca/K、Ti/K、Mn/Zr、Fe/Zr、

Rb/Zr， Sr/Zr、Y/Zr，Nb/Zrの比の値を産地を区別する指標としてそれぞれ用いる。黒曜石の
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V自然科学的分析

原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、九州の各地

に黒曜石の原産地は分布している。調査を終えている原産地の一部を図2に示す。元素組成によって

これら原石を分類し表1に示すこの原石群に原石産地が不明の遺物で作った遺物群を加えると320個

の原石群・遺物群になる。ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地について記述すると、白

滝地域の原産地は、北海道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方2kmの採石場の赤石山の露頭、鹿砦東

方約2kmの幌加沢地点、また白土沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる。赤石山の大

産地の黒曜石は色に関係無く赤石山群（旧白滝第1群）にまとまる。また、あじさいの滝の露頭から

は赤石山と肉眼観察では区別できない原石が採取でき、あじさい滝群を作った（旧白滝第2群)。また、

八号沢の黒曜石原石と白土沢、十勝石川沢の転礫は梨肌の黒曜石で元素組成はあじさい滝群に似るが

石肌で区別できる。幌加沢からの転礫の中で70％は幌加沢群になりあじさい滝群と元素組成から両

群を区別できず、残りの30％は赤石山群に一致する。置戸地域産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水

の沢林道より採取された原石であり、その元素組成は置戸・所山群にまとまり、また同町の秋田林道

で採取される原石は置戸山群にまとまる。また、同町中里地区の露頭の小原石（最大約3cm)は、

置戸山群、常呂川の転礫で作った常呂川第5群に一致し、同町安住地区の小原石の中には常呂川第3

群に一致する原石がみられた。留辺蘂町のケショマップ川一帯で採取される原石はケショマッブ第1、

第2およびチマキナウシ林道から採取される黒曜石原石から新たにケショマップ第0群（旧ケショマ

ップ第3群に似る）分類される。また、白滝地域、ケショマップ、置戸地域産原石は、湧別川および

常呂川に通じる流域にあり、両河川の流域で黒曜石の円礫が採取され、湧別川下流域から採取した黒

曜石円礫247個の元素組成分類結果を表2に示した。また、中ノ島北見大橋間の常呂川から採取し

た658個の円礫の中には、独特の元素組成の原石も見られ、新しい原石群を追加し分類結果を表1と

表3に示した。また、湧別川の上流地域の遠軽町社名渕地域のサナブチ川流域からも独特の元素組成

の原石が見られ、表1と表4に示した。十勝三股産原石は、北海道河東郡上士幌町の十勝三股露頭が

あり、また露頭前の十三ノ沢の谷筋および沢の中より原石が採取され、 この原石の元素組成は十勝三

股群にまとまる。この十勝三股産原石は-'一勝三股を起点に周辺の河川から転礫として採取され十三ノ

沢、タウシュベツ川、音更川、芽登川、美里別川、サンケオルベ川さらに十勝川に流れた可能性があ

り、十勝川から採取される黒曜石円礫の元素組成は、十勝三股産の原石の元素組成と相互に近似して

いる。これら元素組成の近似した原石の原産地は相互に区別できず、 もし遺物石材の産地分析でこの

遺物の原石産地が十勝三股群に同定されたとしても、 これら十勝三股を起点にした周辺の河川の複数

の採取地点を考えなければならない。しかし、 この複数の産地をまとめて十勝地域としても、古代の

地域間の交流を考察する場合、問題はないと考えられる。釧路・上阿寒地域の礫層から最大3.5cmの

大きさの円礫状黒曜石原石が産出し、成分組成は十勝三股産と一致した。また、清水町、新得町、鹿

追町にかけて広がる美蔓台地から産出する黒曜石から2つの美蔓原石群が作られた。この原石は産地

近傍の遺跡で使用されている。名寄地域では、朝日川、金沢川、上名寄地区、忠烈布地区、智恵文川、

智南地区から円礫状の黒曜石が採取できる。これら名寄地域産出の黒曜石を元素組成で分類すると、

名寄第1群と名寄第2群に分類できそれぞれ87％と13％の率になる。これら分類率を表5に示した。

旭川市の近文台、台場、嵐山遺跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、20％が

近文台第1群、 69％が近文台第2群、 11％が近文台第3群にそれぞれ分類され、それから台場の砂礫

採取場からは近文台諸群に一致するもの以外に、黒、灰色系円礫も見られ、台場第1， 2群を作った。

また、滝川市江別乙で採集される親指大の黒曜石の礫は、元素組成で分類すると約79％が滝川群に

まとまり、 21％が近文台第2、 3群に元素組成が一致する。滝川群に一致する元素組成の原石は、北
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竜市恵袋別川培本社からも採取される。秩父別町の雨竜川に開析された平野を見下す丘陵中腹の緩斜

面から小円礫の黒曜石原石が採取される。産出状況と礫の状態は滝川産黒曜石と同じで、秩父別第1

群は滝川第1群に元素組成が一致し、第2群も滝川第2群に一致しさらに近文台第2群にも一致する。

赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹より採取できる。ここ

から採取される原石の中で少球果の列が何層にも重なり石器の原材として良質とはいえないもので赤

井川第1群を作り、また、球果の非常に少ない握り拳半分大の良質なものなどで赤井川第2群を作っ

た。これら第1， 2群の元素組成は非常に似ていて、遺物を分析したときしばしば、赤井川両群に同

定される。豊泉産原石は豊浦町から産出し、元素組成によって豊泉第1， 2群の両群に区別され、豊

泉第2群の原石は斑晶が少なく良質な黒曜石である。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広がり、一部

は青森県に伝播している。また、青森県教育庁の斉藤岳氏提供の奥尻島幌内川産黒曜石の原石群が確

立されている。最近の北見市教育委員会太田敏量氏による原石産地調査で、上足寄地域から上足寄群、

津別・相生から相生群、釧路市埋蔵文化財センターの石川朗氏による釧路空港、上阿寒地域からピッ

チストーン様の黒曜石が調査され、相互に似た組成を示し、それぞれ相生群、釧路空港群を作った。

また雄武地域・音稲府川から名寄第2群に組成の似た音稲府群、鶴居・久著呂川から久著呂川群群を

作り原石群に新たに登録した。出来島群は青森県西津軽郡木造町七里長浜の海岸部より採取された円

礫の原石で作られた群で、 この出来島群と相互に似た元素組成の原石は、岩木山の西側を流れ鰺ケ沢

地区に流入する中村川の上流で1点採取され、また、青森市の鶴ケ坂および西津軽郡森田村鶴ばみ地

区より採取されている。青森県西津軽郡深浦町の海岸と同町の六角沢およびこの沢筋に位置する露頭

より採取された原石で六角沢群を作り、また、八森山産出の原石で八森山群を作った。これら深浦町

の両群と相互に似た群は、青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第2群である。戸門第

1群、成田群、浪岡町県民の森地区より産出の大釈迦群（旧浪岡群）は赤井川産原石の第1、 2群と

弁別は可能であるが原石の元素組成は比較的似ている。戸門、大釈迦産黒曜石の産出量は非常に少な

く、希に石嫉が作れる大きさのものがみられるが、鷹森山群は麿森山麓の成田地区産出の黒曜石で中

には5cm大のものもみられる。また、考古学者の話題になる下湯川産黒曜石についても原石群を作っ

た。産地分析は、 日本、近隣国を含めた産地の合計320個の原石群・遺物群と比較し、必要条件と十

分条件を求めて遺物の原石産地を同定する。

結果と考察

遺跡から出土した黒曜石製石器、石片は風化に対して安定で、表面に薄い水和層が形成されている

にすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。縄文時代

の黒曜石製遺物は表面から約3ミクロン程度の厚さで風化層ができている。分析はこの風化層を通し

て遺物の内部の新鮮面をいかに多く測定するかが重要であり蛍光X線分析法の中の電子線励起方式の

EPMA分析は表面の分析面積1～数百ミクロン分析されているが、深さ約1ミクロンの風化層しか

分析を行っていないために、得られた結果は原石で求めた新鮮面のマトリックスと全く異なった可能

性の風化層のみの分析結果になるために、黒曜石遺物は破壊して新鮮面を出して分析する必要がある。

従って、非破壊分析された黒曜石製遺物のEPMA測定された産地分析結果は全く信用できないX線

励起(50KeV)でマトリックスをシリカとしてモデル計算を行うと、表面から、カリウム元素など

軽元素で数ミクロンから10ミクロン、鉄元素で約300ミクロン、ジルコニウムで約800ミクロンの

深さまで分析され、鉄元素より重い元素では風化層の影響は相当無視できると思われる。風化層以外

に表面に固着した汚染物が超音波洗浄でも除去できないときはその影響を受ける。また、被熱黒曜石
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の風化層は厚く、表面ひび割れ層に汚染物が入り込んでいるときも分析値に大きく影響する。風化層

が厚い場合、軽い元素の分析ほど表面分析になるため、水和層の影響を受けやすいと考えられ､Ca/K、

Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なう。軽元素比を除いて場合、また除かずに産地分析を

行った場合、いずれの場合にも同定される産地は同じである。他の元素比量についても風化の影響を

完全に否定することができないので、得られた確率の数値にはや〉不確実さを伴うが、遺物の石材産

地の判定を誤るようなことはない。一方、安山岩製石器石片は、黒曜石製遺物に比べて風化の進行

が早く、非破壊で原石産地が特定される確率は黒曜石製遺物に比べて相当低くなる。サヌカイト製は

風化の進行が早く完全非破棄分析での産地分析ができる確率は黒曜石に比べて相当低くなる。サヌカ

イト製遺物の表面が白っぽく変色し部分は新鮮な部分と異なった元素組成になっていると考えられる。

このため遺物の測定面の風化した部分に、圧縮空気によってアルミナ粉末を吹きつけ風化層を取り除

き新鮮面を出して測定を行なっている。今回分析した札苅5遺跡出土の黒曜石製遺物の分析はセイコ

ーインスツルメンツ社のSEA2110Lシリーズ卓上型蛍光X線分析計で行い分析結果を表5に示した。

石器の分析結果から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。

説明を簡単にするためRb/Zrの一変量だけを考えると、表5の試料番号114022番の遺物ではRb/Zr

の値は1.132であり、十勝三股群に比較すると、十勝三股群の［平均値］±［標準偏差値］は、 1.097

±0.055である。遺物と原石群の差を十勝三股群の標準偏差値(o)を基準にして考えると遺物は原

石群の平均値から0.640離れている。ところで十勝三股群原産地から100ケの原石を採ってきて分析

すると、平均値から±0.640のずれより大きいものが52個ある。すなわち、 この遺物が十勝三股群

の原石から作られていたと仮定しても、0.640以上離れる確率は52%であると言える。だから、十勝

三股群の平均値から0.640しか離れていないときには、 この遺物が十勝三股群の原石から作られたも

のでないとは、到底言い切れない。次にこの遺物を所山群に比較すると、所山群の［平均値］±［標

準偏差値］は、0.823±0.023であるので上記と同様に所山群群の標準偏差値(o)を基準にして考え

ると、この遺物の所山群の平均値からの隔たりは130である。これを確率の言葉で表現すると、所山

群の原石を採ってきて分析したとき、平均値から13o以上離れている確率は、一兆分の一であると言

える。このように、一兆個に一個しかないような原石をたまたま採取して、 この遺物が作られたとは

考えられないから、 この遺物は、所山群の原石から作られたものではないと断定できる。これらのこ

とを簡単にまとめて言うと、 「この遺物は十勝三股群に52％の確率で帰属され、信頼限界の0.1％を満

たしていることから十勝三股産原石が使用されいると同定され、さらに所山群に百億分の一％の低い

確率で帰属され、信頼限界の0.1％に満たないことから所山群の原石でないと同定される｣。遺物が一

ヶ所の産地（十勝三股産地）と一致したからと言って、例え十勝三股群と所山群の原石は成分が異な

っていても、分析している試料は原石でなく遺物であり、さらに分析誤差が大きくなる不定形（非破

壊分析）であることから他の産地に一致しないとは言えない。また同種岩石の中での分類である以上、

他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地（十勝三股産地）に一致し必要条件を満足

したと言っても一致した産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断を表1の320個すべて

の原石群・遺物群について行ない十分条件を求め、低い確率で帰属された原石群の原石は使用してい

ないとして可能性を消していくことにより、はじめて十勝三股産地の石材のみが使用されていると判

定される。実際はRb/Zrといった唯1つの変量だけでなく、前述した8つの変量で取り扱うので変

量間の相関を考慮しなければならない。例えば、A原産地のA群でCa元素とRb元素との間に相関が

ありCaの量を計ればRbの量は分析しなくても分かるようなときは、A群の石材で作られた遺物であ

れば、A群と比較したとき、Ca量が一致すれば当然Rb量も一致するはずである。したがって、 もし
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Rb量だけが少しずれている場合には、この試料はA群に属していないと言わなければならない。この

ことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多変量統計の手法であるマハラノビスの距

離を求めて行なうホテリングのT2乗検定である。これによって、それぞれの群に帰属する確率を求

めて産地を同定する4.5)。産地の同定結果は1個の遺物に対して、黒曜石製のものについては320

個の推定確率結果が得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で

帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、本研究ではこれら産地の可能性

が非常に低いことを確認したという非常に重要な意味を含んでいる。すなわち十勝三股産原石と判定

された遺物に対して、カムチヤッカ産原石とかロシア、北朝鮮の遺跡で使用されている原石および信

州和田峠産の原石の可能性を考える必要がないという結果であり、 ここでは高い確率で同定された産

地のみの結果を表6に記入した。ここで大切なことは、遺物材料研究所で行った結果で、十勝三股群

と判定された遺物を使って、先史時代の交流を考察するときには、表6に記入された十勝三股群以外

の表1の320個の原石産地と交流がなかったと言うことを証明している点である。北海道の先史人は

北海道と東北範囲のみでしか交流がなかったと仮定して、遺物と比較する産地を北海道、東北の主な

産地だけで十分であると考えて遺物の原材産地を求め、十勝三股産原石が使用されているとの結果は、

先史時代の交易を一部の範囲に限定することになる（広い地域の範囲の黒曜石と比較していないから、

広い範囲との交流は言えない、即ち日本の限定的地域にのみ有効で、東アジア、極東ロシア地域では

通用しない結果である)。考古学者の主観的な石器の様式分類が北海道、東北地域に限定されていたと

しても、分析された石器がもつ自然科学的結果が何処までの範囲に通用するかが、考古学の交易を考

える上に非常に重要で、自分の主観的考察が満足されれば良いとの狭い了見では真の考古学的研究と

は言えない。他の広い交易範囲を考えている考古学者にも通用する産地分析結果が必要である。論外

は、個人知識によるの肉眼観察を含め、十勝三股産原石が使用されているとの判定を、比較をしてい

ないロシア産黒曜石、ロシア遺跡で使用されてる遺物の、肉眼観察とか組成（遺物群）ではないと評

価することで、ないと評価するには実際に比較し確認するしかない。また、産地分析の結果を評価す

るときに、比較する原石群は新鮮面であり、また遺物群は風化面を測定し作った群が表1に示してい

る。風化の程度の差はあるものの風化していない遺物はなく、遺物を分析して原石産地が同定されな

い場合は、 1 ：風化の影響で分析値が変動し、新鮮面と分析値が大きくことなったとき。 2 ：遺物の

厚さが薄く、厚さの影響が分析値に現れたとき。 3 ：未発見の原石産地の原石が使用されているとき

など。風化の影響を受けている遺物は黒曜石は光沢なく表面が雲っていて、分析するとカリウムの分

析値が大きく分析される。風化の影響が少ないときは軽元素比を抜くことにより同定が行える。風化

が激しく、軽元素以外の他の元素まで風化の影響がおよぶと、遺物の産地は同定できなくなったり、

また、新鮮面分析と異なった原石産地に同定されることがあり注意が必要である。原石群を作った原

石試料は直径3cm以上で5mm以上の厚さであるが、細石刃などの小さな遺物試料の分析では、遺物

の厚さが1.5mm以下の薄い部分を含んで分析すると、厚さの影響を受けて、重い元素は小さく測定

され、分析値には大きな誤差範囲が含まれるために、分析値に実験で求めた厚さ補正値を乗じて同定

を行わなければならない。分析平均厚さが0.3mm以下になると補正が困難になり同定できない。細

石刃は厚さが薄く、縄文時代の遺物より風化の進んだ遺物もあり、厚さ補正と軽元素を抜いて同定を

行っている。

蛍光x線分析では、分析試料の風化による化学的変化（カリウムが大きく観測される)、表面が削

られる物理的変化、不定形の小試料では薄い部分を完全に避けて分析できないとき、分析面が遺物の

極端な曲面しか分析できない場合など、分析値に影響が残り、また、装置による分析誤差も加わり、
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分析値は変動し判定結果は一定しない。特に元素比組成の似た原産地同士では区別が困難で、遺物の

原石産地が原石・遺物群の複数の原石産地に同定されるとき、および、信頼限界の0.1％の判定境界

に位置する場合は、分析場所を変えて3～12回分析し最も多くの回数同定された産地を判定の欄に記

している。風化、厚さ、不定形など比較原石群分析とは異なる誤差が遺物の分析値に含まれるために、

産地分析では、一致する産地（必要条件）の結果だけでは信頼性が小さく、他の産地には一致しない

（十分条件）ことを満足しなければならない。また、判定結果には推定確率が求められているために、

先史時代の交流を推測するときに、低確率（5％以下）の遺物はあまり重要に考えないなど、考古学

者が推定確率をみて選択できるために、誤った先史時代交流を推測する可能性がない。

ホテリングのT2乗検定の定量的な同定結果から、石材の成分組成以外の各産地特有の原石の特徴

を考慮して遺物の原石産地の判定を行うとき、石材の成分組成以外の鉱物組成などの特徴を肉眼観察

で求めた場合、キラキラ光る鉱物が多い、少ない、また輝石か、雲母かなど個人的な知識、経験など

の主観が加わり判定される。白滝地域産黒曜石の中で、赤石山産原石の割れ面はガラス光沢を持って

いるが、元素組成が相互に似たあじさい滝、八号沢、白土沢、 'l滉加沢、十勝石川沢などの群の原石は、

あじさい滝幌加沢産はガラス光沢を示し、八号沢、白土沢、十勝石沢川産は梨肌を示すため、原石

産地の判定に梨肌か、梨肌でないかを指標に加えた。また、赤井川および十勝産、上阿寒礫層産原石

を使用した遺物の判定は複雑になる場合がある。これは青森市戸門、鷹森山地区、浪岡町大釈迦より

産出する黒曜石で作られた戸門第1、薦森山、大釈迦の各群の元素組成が赤井川第1，2群、十勝三股

群、上阿寒礫層群に比較的似ているために、遺物独特の風化の影響、不定形による影響を受けた分析

値は、分析値への受け方の程度により戸門原産地と赤井川または十勝・上阿寒礫層産地これら複数

の原産地に同時に同定される場合がしばしば見られる。十勝三股群、上阿寒礫層群、赤井川諸群、大

釈迦群、戸門第1群、鷹森山群に同定された遺物を定量的に弁別する目的で、元素比の組み合わせを

探し、新たに、K/Si、 Fe/Zr、 Sr/Zr，Y/Zr、 Sr/Rb，Y/Rb、Ti/Fe、 Si/Feの組み合わせに

よるホテリングのT2乗検定を行う。また、従来の元素比の組み合わせで同定されなかった原石・遺

物群は十分条件となる。従って、判定の必要条件と十分条件は新元素比と従来元素比の両ホテリング

のT2乗検定結果の組み合わせで判定する。また、戸門産地の原石が使用されたか否かは、一遺跡で

多数の遺物を分析し戸門第1群と第2群に同定される頻度を求め、 これを戸門産地における第1群

(50％）と第2群（50％）の産出頻度と比較し戸門産地の原石である可能性を推定する。多数分析し

た遺物のなかに全く戸門第2群に帰属される遺物が見られないときは、戸門産地からの原石は使用さ

れなかったと推測できる。また浪岡町大釈迦産原石は非常に小さい原石が多く使用された可能性は低

いと思われる。新たな元素比の組み合わせでも、十勝三股群と上阿寒礫層群は区別ができず、上阿寒

礫層群の原石は最大3.5cm以下のローリング痕のない円礫で、遺物の大きさが3.5cm以上の場合十

勝産と特定できる。また石器作成にロスする原石長さを考えると、かなり小さな石器でも上阿寒礫層

群の原石は使用できない可能性があるなど、元素分析以外の情報をも取り入れて原石産地を絞り込ん

でいる。分析した札苅5遺跡出土細石刃は大きさが2.9cmでロスをを考慮すると加工前は3.5cm以

上あったと推測され、上阿寒礫層産地から採取されていないと推測した。細石刃に使用されている十

勝産黒曜石は赤井川産原石および青森市三内丸山遺跡で使用されている、戸門第1群，鷹森山，大釈

迦産黒曜石など青森市産黒曜石原石と従来元素比による定量的判定で区別された。今回の使用した産

地分析方法から言えることは、十勝産地との交流が推測され、産地地域との生活、文化情報の交換が

あったと推測され、 日本についてはほぼ全土、外国については、表1で調査された原石産地と外国遺

跡で使用されている黒曜石原材の範囲内に限定されるが、石器様式が日本に伝搬したと推測されてい
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極東ロシアからの伝搬が石器原材をともなっていなかったことも証明されたと推測してる東アジア、極東ロシアからのイ

も産地分析の結果と矛盾しない。
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V自然科学的分析
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表1－1 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

蕊

蕊

分析
個數

原産地原石群名
AI／K

0.033士0.002

0.028士0.007

0.028士0.001

0.028士0.002

0.027±0‘002

0.027士0.001
-

0.027士0.008

Si／KY／Zr

0.120士0．017

O響301±0.022

0.305士0．010

0．341士0．030

0.492±0.O39

Q481±0026

0時475士0,045

0.470士0.034

0.472士0.028

0，513±0．020

0.373±0.018

0.165±0，020

0.197士0.024

0.220±0.043

0，126士0.022

0,202±0,015

0.235士0.024

0.204士0.025

0,233±0029

0,201±0,030

ql38±0，07

0.137士0.006

0.223士0.007

0.313士0.009

0.1フ9土0.023

0.181士0．012

0.201士0.015

0．133±0.019

0.149±0.013

0．181±0.007

0．115±0.008

0.179士0.019

0.192士0.033

0.153±0.012

0．116士0.006

0.154士0‘006

0.214±0.006

0.167±0,027

0．170±0.028

0．150±0.“8

0.334士0.029

0.199±0.029

0.197士0,026

0.188士0,013

0．118士0．007

0.333士0．016

0.346士0.028

0.177士0,012

0.180土0.016

0.341士0．021

0.142±0.004
－

0.249士0.024

0245±0.021

0.157±0.020

0.177士0.016

0‘269士0.068

Nb／Zr

O嗽024士0.016

0.026±0.020

0．025士0.006

0,073±0026

0.107±0.019

0.103士0.026

0.076士0．046

0,103±0.040

0098士0046

0.069士0．021

0．076士0.022

0.039±0.016
-

0.041±0.019
－

0.035士0.021

0．022土0．012
－

0037±0024

0.023士0.021
-

0．032士0，016

0.038士0，018

0.040士0019

0.009士0．，3

0.008±0，”3
－

0，152士0.041

0，031±0.006

0.044士0.020

0．041士0,025

0.057士0．026

0.026±0.014

0.030±0.013

0.025±0.009

0.033±0.017

0.029士0．015

0.034土0‘015

0.043士0.020

0.029±0.015

0．014士0007

0.023±0.006

0.037士0.020

0.030土0．013

0.032±0‘008

0.064士0.025

0.039士0.023

0qO38±0.022

0.025±0.012

0．019±0.011
-

0．062±0，001

0．069士0.028

0．023士0.013

0028士0.014

0．077士0.019

0.066±0．019

0,058±0.023

0.021士0.029

0.025士0.017

0.007±0.015
0.085士0.031

Ca／K Ti／K

0.121士0.005

0,103士0.005

0.100±O-003

0.061±0.003

0.021±0.002

0.021±0.002

0.022士0.002

0.023士0.003

0.023±0．003

0．018±0.002

0.040士0.005

0.165士0.006

0.099±0.005

0.096±0，008

0．142±0.005

0.122±0.026

0,122±0,006

0,097±0,005

0,122±0,006

0.101土0．010

0．118士0.005

0.128士0.008

0.105±0.009

0領077±0.003

0.128±O-005

0.111士0.005

0.095士0.003

0.138±O－005

0．122士0.014

0.138士0.013

0,145士0.009
0.137±0.006

0.109±0.008

0.116±0015

0.224士0.004

0.098±0.004

0,113±0.004

0.110±0,011

0.145±0.005

0.178±0.007

0.074±0.005

0.124士0,007

0.144士0．012

i､245士0.294

0.268士0.008

0.074±0.004
0.062±0.003

1.827士0.324

1.260±0.185

0,074±0．005

0.465士0.023
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0.072士0.002

0.148±0．007

0.133士0.006

0097士0．005

Mn／Zr

0.035±0．007

0．021±0.006
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0.079±0,013
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0,103±0,005
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0.2”＋0006
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0.055士0.008
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－
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表1－2各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

分析
個數

原産地原石群名
A1／K

0.024士0.002

0.038士0.003

0.026士0.002

0.027士0.005

0.026±0002

0.025士0.002

0．037±0.002

0.028±0.005

0.029士0.001

0.053士0．042
－

0.028士0.002

0?124±0.014
0.029±0．002

0.028士0.006

0.033士0.002

~Si／K~
－

0．348±0.010

Ti／K

0.075±0．003

0．132士0.00フ

0.097士0．011

0.098±0.003

0.069士0.003

0.104士0.004

0.132±0．007

0.066±0.003

0066士0．003

2.703士0．149

0.066士0.003

2.484士0.055

0.087士0.004

0,087±0.004

0.123±0.007

0．116±0.005

0.187士0.012

0．185士0.013

0．143士0.008

0.175士0.015

0.349±0.01フ

1,630±0.104

0.200±0.010

0.136±0.005

0.120±0.007

0．120士0,005

2．219士0.057

0.669±0.019

0.381士0．019

0.506±0．015

0.294±0.018

0．314±0.028

0.052士0．004

0.065士0.003

0．113士0.006

0.202±0008

0－108士0－014

Mn／Zr

0.040±0.008

0，231士0.019

0.013±0．002

0．013±0．002

0.068士0.012

0.013±0.002

0.232±0.023

0.074±0.009

0.072±0曇003

3.267士0.217

0.074±0.012

0．161士0．018

0.220±0.018

0.219士0.017

0．182±0.016

0.049±0.017

0.052士0．007

0.052士0.002

0．061士0．002

0.053±0.003

0.057±0,005

0.178±0.017

0.044±0.007

0.102±0．011

0．114±0,005

0.118士0，014

0.228±0．019

0，76±0.007

0.056士0.007

0.042±0.009

0.041±0.006

0.031±0．004

0297士0038

0.064士0.013

0.040士0.008

0,054士0,011

0.079士0.021

F⑧／Zr

1．575士0.066

2268士0.085

0.697士0．02t

0．701±0.018

2.358士0257

0.691±0021

2261±0.143
-

2.547±0.131

2.445士0.083

21.648士1,500

2．516±0．148

7.570±0.336

1.644±0.081

1，671±0.077

1.906士0.096

1.806±0.054

1.764士0．061

1.766士0.048

1.826±0.048

1,781±OpO68

2.544±0.149

11.362士1.150

2．016±0．110

1.729士0.079

1.833±0.089

1.805士0.096

9.282±0.622

2．912士0.104

2－139±0.097

2228±ul64

1.697士0.068

1.699士0．167

3.211士0.319

2．013±Oc119

1.720士0.080

1.994±0,152

2.251±0．138

Rb／Zr

1.241±0.046

0.865士0.044

0.128±0‘008

0．134±0005

1.168±0.062

0.123±0.006

0.861±0.052

1.153士0,066

1.121士0.032

0.090士0:021

1.149±0.063

0.068士0.014

1.493±0.081

1.503±0.072

0ﾏ966±O"069

0.580±0.025

0.305士0.016

0307士0.01フ

0.179士0.010

0,313士0.020

ull6士0m9

0.168±0.018

0.381±0.025

0.471±0.027

0.615士0.044

Q614士O畷036

0048土0.01フ

0.062±0.007

0.073±0.008

0.085±0008

0.087±0.009

0．113±0.007

0.829士0.089

0.878士0.052

0.740士0,052

0．413士0.028

0.794±0,155

Sr／Zr

0．318士0．014

1．106士0.056

0.002士O響002

0.002±0,002

0.521士0.063

0,002±0.002

1.081±0.060

0,551±0.031

0.539土0.025

1.708士0.102

0.548±0.035

1.621士0.063

0.930士0.043

0.939±0.054

1.022士0.071

0.441±0.023

0.431士0.021

0.420±0.026

0.246±0.022

oP416士0.027

0.658士0.024

1.298±0,063

0.502±0.028

0.689士0.03フ

0.656士0.064

0.664士0.045

1.757士0.061

0β80士0029

0.629士0.025

0.737士0.039

0.551±0.023

0.391±0.022

0,154±0.030

0,599士0.039

0,665士0.029

0.840士0.050

1.222士0.088

Y／Zr

0.141±0．033

0.399±0.038
－

0.064±0.007

0.070±0.005

0.277士0.065

0.069士0．010

0.390士0039

0,284士0.031
-

0.239士0.025

0.155士0．015
－

0.284士0.032

0.244±0.022

0.287±0.039

0286±0045
0276±0.036
一

0.212±0.020

0.209士0.016

o響205±0．015

0.416士0．012

0．214士0.013

0.138±0.015

0.155±0.016

0，190±0.017

0.247±0.021

0.303±0.029
－

0.291士0.029

0.252土0.017

0202士0．011

0.154±0.009

0.135±0013

0.138±0.011
－

0.143±0.007

0.547士0054

0.190士0,029

0,121±QO26

0,118士0.025
0.127士0.041

Nb／Zr

0.076士0.021

0.179±0.031

0,035±0.004

0034±0．006

0.076士0.025

0.033士0.005

0．186士0.037

0.049士0.037
-

0.060士0.026

0.169士0.03↑

0.044士0.035

0.027±0.014
-

0.098士0.040

0.108士0,034

0‘119士0.033

0.056士0.015

0.045士0.014
－

0.039±0.016

0・112±0．014

0．036士0．016

0020士0.013

0‘037士0.018

0.023±0．014

0.090±0．026

0.107±0.057

0.093±0，039

0,025±0．019

0.011±0.010

0．011士0.009

0.007±0.007

0．010±0.009

0.009±0.009
－

O‘087±0.057

0．077士0.033

0.047士0.031

0.051±0.031

0.067士0.053

Ca／K

0．190±0.015

0.346士0‘022

0.080士0.008

0.077士0.005

0.250士0.024

0.084±0,006

0.344±0．017

0.250±0.009

0250±0.004

9.673±0.479
-

0.252±0．012

8.905士0.243

0.294±0.009

0.295士0.008

0.285±0.021

0.385±0．008

0.636士0.033

0.632±0033

0.708±0.033

0.602±0.044

2W4±0068

4.828±0.395

0.738士0.067

0.381±0.014

0.317士0.021

0.318士0020

6.765士0.254

2．056士0.064

1.663士0.071

2塑昌±0．149

1.329士0.078

1-213士0.164

0.110±0008
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0J10±00W

0.441±0.052
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鳫
0.379±0．010
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0.362士0．015
－
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育
森
市

青森県

0．381士0．010
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３
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３
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０

~MO9±Q“4

0.368±0.“8

0,367士0．m9
0.443士0.014

＝一－

秋田県 ｜~闇 認本
坐
塞
雲
祢

山形県
0.033士0節003

0.041士0.003

0.040士0‘001

0.057士0．001

0．040士0.002

0.073士0.003

0.077±0．002

0．036士0.002

0.036士0.003

0.033士0.001

0.034士0.006

0.140士0．“8
-

0.080士0.005

0.067±0.㈹5

0.071士0.006

0.059士0．“4

0.047土0．”4

0.025±0．014

0罰031±0,004
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0.020士0．020
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0.594士0.014

~0579±0，9
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岩手県
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駈
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一
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0.576士0．037
－
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-
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0.856士0．018
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表1－3各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値
分析
個數

原産地原石群名
Ca／K

0.156±0.010

0.159±0.010

0.167±0.028

0.147±0時004

0.247士0.043

0.144士0墨017

0．176士0.019

0.156±0.011

0.138±0.004

0.223士0.024

0.206±0.017

0”'士0．014

0－155±0．007

0．274±0.017

0.252士0.027

0.267±0.011

1.481士0.117

3.047士0.086

0.228土0.013

0.263士0.032

0.321±0.007

0.232士0.011

0.569±0.006

0.331±0.011

0.163±0,019

0.370±0.009

0,407士0,008

0.295士0.020

0.216±0.005

0278±0.012

0.123±0,004

0.166士0.002

0.161±0.002

0,145±0.001

0.287±0.014

0,268±0,009

1.202±0.077

1.585±0,126

1.224±0.081

1.186±0.057

1,467±0.120

1.018±0.043

0.261±0.010

0.267±0.007

0.345士0．00フ

0.657±0.014

0.211±0.009

0.414±0.009

0.600士0.067

0953士0027

Ti／K

0.068士0.003

0.069士0．002

0,049±0.008

0.032±0,003

0.064士0.012

0.063士0.004

0.075士0.010

0.055士0.005

0,042±0.002

0.103士0.009

0.090±0.005

0.099±0.006

0.068士0.003

0.136±0.010

0.129±0.007

0.134±0.006

0.466士0.021

1.071士0.026

0.078土0.006

0.097士0.018

0.070±0.003

0墨068士0.003

0.142士0.005

0.097±0.037

0.053±0.005

0.087±0.005

0.123±0.006

0.127士0.008

0.062士0.002

0-100士0.004

0.056士0.002

0.093士0009

0.132士0.003

0.061±0.003

0.163±0.007

0.078士0.003

0.141±0.010

0.194±0.018

0.144±0.011

0.143±0.008

0.203±0.023

0.116土0．012

0.211±0.007

0.087±0.003

0.104士0.003

0.202±0.006

0.031±0.005

0,071±0.003

0.f53±0.029

0.307士0-010

Mn／Zr

O-101±0.018

0.100±0.019

0．117±0.011

0,153士0‘011

0．114士0.011

0.094±0．009

0．073士0.011

0.095士0.012

0.123±0.010

0.058±0.008

0.064±0.008

0.058±0.008

0,102±0.018

0.051±0.012

0.059士0時o10

0rO48±0.013

0,042±0．006

0．115士0.015

0.020±0.005

0.020士0.006

0.069±0.011

0.169±0.01フ

0.033±0.001

0.030±O-007

0.099±0.011

0.060±0,003

0.038士0.002

0.035±0.003

0.045±0.007

0.048±0.009

0.083±0.012

0.014±0.001

0.015±0,001

0.021士0.001

0.033士Q002

0.077±0.018

0.032±0.008

0.035±0.007

0.035士0.012

0.038士0.012

0.042士0,009

0.043±0.014

0.033±0.003

0.027士0.005

0.027±0.005

0.071±0.013

0.075士0.019

0.101±0.017

0.125士0018

0-126士0－013

F⑧／Zr

l－331士0.070

1.324士0.084

1.346±0.085

1.481±0.084

1.509士0．173

1.373土0.085

1.282士0.086

1.333±0.064

1.259±0,041

1．164±0．078

1.257±0.069
－

1.189±0.060

1,320士0,077

1,397±0,099

1,630士0.179

1,382±0.066

2.005±0,135

フ.380士0,366

1.492±0.079

1.501±0.053

2.051±0.070

2．178士0‘110

1.608士0.034

1,711±0.066

1.354±0.058

2.699±0.088

1.628士0.“8

1.411士0.095

1.828士0.056

1．764±0.066

1.967±0.061

0.899士0.019

0.940±0守015

0.980±0.033

1,292士0.039

1.927±0．150

3．126±0.170

2-860±0.160

3.138士0.163

3.202士0.163

3.125±0.179

3.305±0.199

0.798±0.027

1.619士0.083

1.535士0.039

4.239士0205

2.572±0.212

2.947±0.142

4.692士0.369

6-666士0-342

Y／Zr

0.275±0.039

0,279±0.032

0.409±0.048

0,527士0.040

0.372士0.046

0,263±0.038

0.184士0.042

0.279±0.039

0.442士0.039

0.126士0.022

0.149±0.026

0,140士0.022

0.285±0.035

0,110士0.024

0,111±0.024

0,109±0,031

0.105士0．010

0．186士0.015

0.142士0.018

0091±0.022

0.182士0,023

0.374士0.047

0.150±0.008

0.181士0,016

0.309±0.036

0.172士0．011

0．113士0．“8

0．114士0.010

0.097±0.021

0.112±0.026

0.183±0.044

0.061士0.005

0.060士0．002

0．109±0.004

0.075±0.005

0.244士0.051

0.026士0．026

0．024±0.019

0.023±0.027

0.029士0.025

0.038士0.023

0.029士0.030

0.071士0.009

0qlO3±0018

0.069士0墨016

0.104±0.032

0.311±0.046

0,147±0.035

0.171士0.032

0.147士0-029

Nb／Zr

0．090±0.035

0.086±0，033

0．139士0.026
－

0.185士0.023

0.122士0.024

0090±0022

0.066士0,023

0.010±0.017

0.142士0.022

0.052±0.017

0.056±0.017

0.046士0.021

0.104±0.040

0.043士O、017
－

0.037±0.032

0.045土0.022

0.009士0.008

0.023±0.012

0.049士0.017

0.046±0.015

0.038±0.027

0.154±0.034

0.033±0－009

0願035±0.018

0,100±0時028

0.052士0.025

0.061士0.022

0.027±0.012

0?139士0.018

0.138±0.024

0‘221±0．021

0．154士0.019

0,144士0005
0,238±0.008

0,099±0.006

0.083士0,036

0.065±0.019

0.042±0.013

0.061士0.020

0.073±0.021

0.047士0.013

0.072士0.018

0,034±0.008
0.075士0．018

0059士0.014

0.380±0.047

0.256±0.043

0.255士0．“0

0.255士0.037

0.194士0.028

AI／K

0.029士0．003

0‘030士0.003

0.025士0.002

0.026士0.001

0.025士Q003

0．023±0.002

0.021±0.002

0.021士0.002

0.026士0.002

0.026±0.002

0.022±0.002

0.025士0.005

0,030士0.003

0,031士0,003

0,027±0.007

0,031±0.004

0.033士0.005

0.045士0.005

0.024士0.004

0,026士0,002

0.026±0,007

0.027士0.002

0.036±0,001

0畷027±0.009

0.023士0.007

0.032±0.002

0.032士0．001

0‘022士0.001

0.024士0.007

0.026士0.012

0.026土0.025

0.020±0.001

.020±0.001
0.023士0.001

0.030±0.001

0.031±0.004

0.041±0.004

0.045±0.004

0.041±0.003

0.041士0.005

0.041土0.003

0.038士0.004

0.024士0‘006

0.023±0.007

0.026士0.008

0.028士0.005

0.025±0,002

0.030±0.007

0.032士0.003

0-033士0．008

Si／K

0.346±0,011

0.345±0．010

0.355士0．016

0.363士0．010

0．347士0.01フ

0．331±0.019

0.306±0．013

0．313士0．012

0.360士0.010

0.354士0.008

0．318士0,008

0.340士0，009

0.356±0．011

0.383士0．013

0.401士0，011

0.381±0･011

0.459士0･O12

0513士0.021

0.338士0.013

0.338士0.009

0.359±0．009

0.359士0.009

0.491士0.014

0.402±0.012

0.340士0.030

0.396士0.016

0.450土0.010

0.324士0.007

0.365±0.008

0.446士0.012

0.316土0.006

0.249士0.016

0.244±0q004

0．315±0.005

0.223士0.006

0.367士0.009

0507±0011

0,507±0.013

0.500士0.012

0.500士0.014

0.487士0.016

0.476±0.012

0.279士0.009

0,321士0.011

0.328士0.008

0.345士0.009

0.335士0.008

0.388士0.009

0.376±0.008

0.383士0－010

竺
竺
》
》
聖
岬

哩
聖
塑
竺
璽
里
里
塁
塑
哩
里
型
坐
望
墾
師
墾
型
墾
里
坐
坐
竺
坐
壁
墾
坐
里
聖
坐
佃
一
辿
辿
“
魂
佃
型
聖
聖
里
聖
坐
卵
聖
辿
聖
“
弱
一
理
㈹

壁
』
皇
些
坐
一
一
雲
↑
雲
~
筆

長野県

壁
型
郵
雲
麺
錘
雲
郵

新潟県

石川県

福井県

兵庫県 香住第2群
雨滝(徴粒集）

監
齢
達

島根県

田山県

一
一
曇

香川県

佐賀県

表1－4各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値
分析
個數

籍

蕊

蕊

原産地原石群名
Ti／K

0.046±0.005

0.045±0.003

0.141士0.010

0.211±0.024

0.214±0.030

0,145±0.013

0.127士0．009

0．670士0.013

0.286±0.015

0.066±0.002

0.065±0.002

0.038±0.002

0.037士0.002

0.031±0004

0.032±0.006

0.063±0.010

0.070士0.006

0.080±0.004

0.060±0.010

0画079±0023

0.029±0.004

0,075±0.007

0.064±0.“9

0.054士0．m5

0.053士0．“2

0.127士0.005

0.214±0.007

0時214±0.006

0.665士0,035

0.211±0.“8

0.722士0046

0.279±0.009

0.694±0.036

0.602士0.041

0.651±0.030

qlO1±0.009

0.094±0．006

0．094士0.006

5.001±0.175

0.083士0005

0.106士0.006

0.176士0.005

0.143士0006

0．140士0.006

0.804士0.037

0.912士0.028

0.167士0.006

0.137士0006

鶴
鶴
耀
鶴
蟻

Mn／Zr

O-409±0.086

0.411±0.066

0.186±0．046

0．110士0.027

0.120±0,043

0.168±0.037

0.065士0.010

0.096±0‘008

0.051±0.008

0.030±0.005

0.033±0.006

0.059±0.009

0.056±0.009

0.073士0時006

0.068±0.011

0.046±0.007

0.042±0‘003

0.044±0.009

0.057±O-004

0.046士0,003

0陽076±0.018

0089士0017

0.046士0.010

0.040土0.008

0.041士0.012

0.063±0.007

0.034士0.003

0.033±0.005

0.075士0.008

0.032±0.003

0.085士0011

0.045士0.005

0.080士0.010

0,078±0.011

0-075士0.011

0.024±0．006

0．070士0.009

0.066士0010

0.041±0.002

0.047±0.008

0.047±0.008

0.037士0.007

0.0”全0.004

0.019士0.003

0.053士0.006

0.062士0005

0.061士0.013

0.065士0010

F⑧／Zr

6.691±0.878

6.743±0.900

4.355±0.683

3.367±0.617

3.598±1.035

4,397±0,776

1.489士0.i24

5.509土0.269

1.361士0.095

1,176士0,043

1.174士0,035

1.691士0.100

1.746±0.073

2.545士0?134

2371±0.323

1,880±0,200

1.833士0.086

1.744±0.069

1866士0089

1,793±0.089

28”±0.214

2797士0.274

1.931士0,143

1.686士0,114

1.710士0.081

1,441±0.070
0788±0.033

0.794±0.078

4.494±0,460

0.780±0.038

6.205士0.305

1.208士0023

4.977士0.58フ

4.838±0.634

4.571±0.572

1.382士0.086

1.521士0075

1.743士0.095

0.038±0.002

1.611士0.079

1.488士0.074

1.484士Q097

1．178士0.040

1.170士0064

3.342士0215

3.975士0.182

1.494士0.093

1-815士0.062

Y／Zr

0.344士0.087

0.318士0.087

0142士Q050

0,105±0.030

0．118±0.048

0．147±0．046

0，175±0.018

0.097士0.016

0．089土0.018

0.135±0.018

0．129±0.014

0.344士0.040

0.334士0.046

0.292±0.019

0276士0.055

0．145±0.019

0．111士0．010

0.094士0.022

0.135土0.017

0.118士0.018

0.319士0.073

0.103±0.060

0．122士0.041

0．192士0.032

0.202±0.029

0．175士0.233

0.069士0.012

0.066±0.011

0.090±0.018

0.064±0，011

0.103士0．014

0．046士0．012

0．098士0．016

0.101士0.014

0.091±0．016

0.162±0.027

0.266士0.034

0.205士0.029

0035士0.019

0.281±0,031

0.235士0.020

0．143±0.023

0．100士0，018

0.108士0．015

0.087±0.009

0.093±0.010

0.127±0.023

0.146士0.021

A1／K

0.039±0.003

0.038±0.004

0.041±0.004

0.042±0.007

0.044±0.004

0.041±0,005

0.028±0.002

0032士0.005

0.012士0．010

0噂023±0.002

0023士0.003

0.023士0.002

0.021士0.009

0.027士0.003

0.026士0,003

0.026±0.003

0.027士0.003

0.027士0.002

0.025士0.001

0.025士0.001

0.030士0.003

0,034±0,003

0,031±0.“3

0.018±0.011

0.023±0,002

0.023士0.002

0.02i士0.002

0,020士0.003

0.030±0.003

0.025±0.002

0,027士0.004
－

0.03t±0.009

0.031土0.003

0,027士0.003

0,030±0,004

0.022±0,007

0.020±0.003

0.022士0.002

0.035士0.019

0,022±0.008

0.024士0.008

0.023士0．014

0019士0.001

0,019士0.001

0,036士0.002

0.038士0.003

0ﾏ033士0.003

0.037±0.003

Si／K

0.400士0011

0.401±0.012

0.427±0.014

0.442±0.021

0449±0.018

0.431±0,015

0.371±0.009

0.310士0.011

0.288士0．016

0276士0.00フ

0.275±0008

0.338±0,010

0.339土0.015

0-341士0.011

0.336士0.010

0.329士0,020

0.341±0,012

0.353士0.011

0342±0007

0.333士0.015

0.342士0.011

0,367士0.009

0.347±0.010

0.331±0，017

0．319士0,010

0.320士0.007

0‘243士0.008

0.243士0.008

0.292±0.010

0.277±0.009

0.247±0.016

0.366士0.033

0.295±0.012

0.265士0.020

0.291±0.010

0.317±0,009

0314±0011

0.323士0.019

0.446士0.022

0,358±0.014

0.378士0.013

0.390士0.019

0.275±0.006

0.275±0.006

0.391士0.011

0.408士0.010

0.494±0.011

0.524±0.012

Nb／Zr

0.579士0.126

0.560±0.144

0.188±U056

0．094±0.037

0.092士0.036

0.194±0.060

0.102±0,020

0.032士0018

0.055士0.021

0.354±0.014

0.356±0.012

0.717士0.047

0.714士0.040

0.258±0.037

0.210±0.056

0,127±0.030

0.123±0.022

0.119±0.017

0.146±0.026

0.101士0.024

0233士0.074

0.208±0.053

0.119±0.044

0.124±0．039

0J33±0024

0.097土0.017

0.031土0.009

0.033±0.009

0.041±0,012

0,037±0.006

0,047±0.013

0.029士0.014

0.040士0.008

0.043±0.013

0.040±0.009

0.027±0.022

0.063±0.024

0.047±0.036

0.000士0．000

0‘041±0,032

0僻039±0.02フ

0,“6±0.022

0.029士0.013

0.028±0．013

0，022士0.009

0.021士0．010

0．069±0.022

0.066士0.020

畢
壁
一
一
皇
坐
識

姫
島
地
域大分県

》
竺
雲
坐
嘩’
壱
岐
島

曇
竺
逵
一
一
一
一

長崎県

古里第1群

雲
↑
」
」
一
一
一
一
一
一
一
一
」
一
一
一

熊本県

宮崎県

間根ヶ平第1群

雲
》
壁
》
》
霊

廃I原島県

表1－5各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値
分析
個数

原産地原石群名

聖
職
緋
》
一
癖

鞠
I撒#’

Y／Zr l Nb／Zr l AI／K Si／K
諏
一
加
一
柘
扣
一
糾
一
楯
一
釦
一
妬

0.1

蕪
》
』
》
》
》
蹄

…
0.064±"

鑿調
0338士00121

…

鍵
樵潮

1.574土0.152

0.340±0.006

0.334±0.005

0.486±0.023

7.208±0.279

0.306士0.008

0.475士0．007

ロシア

竺
錘
一

８
０
２
６

０

０

０

０

士
士

１

３

８
０
０
４~~

１

１

１
１
５
１
叩
的
０
０

十
一
士

８
３
１
４
０
０
０
０

３
６
０
１
０
０
０
０
士
士
７
７
６
２
０
２
０
０
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表1－6各黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準偏差値

分析
個數

蕊

各地遇物群名
Si／K

O325士0．042

0.500±0.015

0-407士0-047

Nb／Zr l

ODO8±00131

面禧菫面面
一

0．004士0.OO81
-

QO16士0022
0017士0．023
－

q“9±0017

0017±0021
－

0019士QO21

0,012±0．016
－

0023±0．028

0,037±0.031
-

0.069士0.028

0.050±0.019

0．007士0.011

0.029士0.028

0009士0，012

0.028士0,030

0.160士0,047

0,054士0．017

0.083士0.037

0.064士0.019

0.009士0.012
-

0.008士0，014
－

0014士0.016
一

0.011士0.013
－

0.006士O‘012

0029士0.027

0.008士0.017

0.082士0.032

0.061士0‘015

0,108士0.023

0.041±0.012

0,064士0,030

0,038士0.013

0.057士0.025

0057士0029
-

0,041士0.028

0.057±0.020

0.054士0.020

0.075士0.044

0．038士0.089

0,144±0.005

0119士00“

0，47士0016

0.058士0.018

0.292±0.010

0.177±0.022

0．079±0.022

AI／K

~
0018±0.012
－

QO34士0.010

~
0.029士0．011
－

0027±0．009
－

0023±0．006
－

0．018士Q“8
－

0.037士0.003
－

0,“3士0.“7

0.042士0．“8
－

，，?月毛0.“7

CB／K ’

0241士00211

悪霊3
0535±0.0611
-

0.380±0.037
-

0261士0．043
－

0.898士0.032
-

1.103士0－050
－

0.959士0.027

0275±0.007

0.244±0．011

0.164±0.“8

0,185士0．“7

5.445士0.122

0238士0.011

0287±0.006

0209±0006

0.287±0.,3

0.351±0.011

0.252±0,014

0.259±0.008

1.519±0.026

3.141±0.074

0.950±0,013

1.850士0.059

3．167士0.092

0.272±0.090

2.900±0.050

2.903±0.121

0.479士0．014

0.251士0.007

0.657士0.016

0‘320士0.010
-

0.745±0.013

0．311±0．015
－

0.233±0,006

0.566±0.019

0.308±0．018

0.310±0．019

0,297±0．005

0.730±0.108

0．137士0．005

0.173±0.002

0,381±0016

0.330±0.010

0.087±0ﾏ008

0.258士0.010

0.794士0.070

Ti／K

0.107±0.005

0.135士0．m8

0.124士0.008

0.106±0012

0.084±0．007

0074±0.010

0.221士0．007

0．146士0.007

0.154±0.005

0.107士0.005

0070±0.004

0.041±0画002

0.049±0.003

2301±0.074

0.131士0006
－

0087±0.0“

0．116±0.006

0.147士0．003

0.121士0.006

0.113士0.007

0.093±0.003

0.277士0.010

0.552±0,021

0.215±0,004

0.474±0.025

0696±0.027

0.097士0,029

0.741±0.016

0.542±0.056

0,192士0.006

0.081±0.003

0.144士0.005

0.082士0.0t5

0．110±0.004

0.089±0.026

0,044士0.002

0'163士0．007

0?118士0.005

0,075士0.005

0.115±0.003
－

0,270±0.023

0.136±0.007

0,097士0．002

0.138±0.005

0.103±0．003

0.059±0．002

0.026±0.002

0-202士0009

蕊

Y／Zr

0.140±0．015

0130±0015
-

0.156士0.015

0.165士0.021

0.164±0．021
－

0.155±0.021

0.109士0.013

0.133±0.016

0.107士01015
-

0.180士0019

0.327士0.042

0.389±0.042

0.263±0028

0.207士0.022

0.482士0.024

0281士0012
－

0‘264士0.029

0255士0014

0216士0.015

0.272士0,029

0.331士0.021

0.251±0,013

0.242士0.011

一
一
》
》

碗
一
“
｜
馴
一
弱
一
諏
一
“
｜
亜
一
卵
一
犯
一
犯
一
醗
一
犯
一
妃
一
団
訓
一
鍋
一
羽
｜
妬
一
ｍ
｜
釦
一
佃
一
畑
一
例
一
帥
一
哩
一
些
妬
一
犯
一
媚
一
鯛
一
棚
一
鋤
ｍ
佃
一
妬
一
輌
一
釘
一
棚
一
棚
一
“
｜
釦
一
鯛
一
網
一
卵
一
如
一
胡
一
妬
一
弘

0.373±0.043

鱗
n2q2十0.037

６
１
５
０
０

３
１
１
１
１

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

士
士
士
士
士

８
７
６
９
５

５

４

１

１

４

２
４
５
５
３

０
０
０
０
０

北海道

0.023±0.011

0,024±0.“2

0.023士0．m2

0.069±0.006

0020±0，015

0.021±0.006

0.379士0－011KS2潰物群
Ks3逓物群 0.337±0．015

0時260±0.009

0.622±0.021

0.481士0.068

0-329士0.006
壁
垂
峰

青轟県
0．0弧十0.“91 0.383士0015

0.024士0．0011 0．511±0013

坐
壁
峠

器篭淵卜器篭器秋田県
0.036士0.003 0.444士0．010

0,058±0.017

0.083±0.029

0.028士0,006

0.064士0.025

0091±0，20

0.017士0.011

0．929士0－024

1.353±0.049

0.360±0,009

1,061±0．105

1.234士0.052

0.339士0．011

AI3遺物群 峠
一
州
一
岬
函
一
部
一
《
一
》
一
価
一
《
一
一
一
》
｜
梱
一
一
峠
一
》
｜
》
》
》
一
》
｜
》

岩手県
AI5遺！

SD遺物群 ３

４

５

３

５

３

１

’

一

必

吋

１
０
０
０
０

０
０
０
０
０

■
ず
才
己
ら

０
０
０
０
０

士
士
士
士
士

３
５
３
６
９

８
８
３
３
４

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

1 195士0．029

1,206±0.061

６
７
３
１
０
６

１
０
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

士
士
士
士
士
士

７
９
６
３
６
６

２
１
１
３
９
２

４
４
６
３
３
３

０
０
０
０
０
０

新潟県
唖
壁
岬 IN4遺物剛

NK潰物群

皿
皿
蠅
恥
皿
皿
”
”
皿
皿
皿
皿
恥

一

》

《

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

寺
■
ヰ
リ
Ｂ
■
ｐ
５
０
ｂ
ｃ

士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士

８
８
６
１
５
９
０
０
３
２
２

酬
鯛
“
“
似
鯛
似
哩
硬
哩
哩

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

0－214士0.003

05Ⅸ)±0.014

0．4，R÷、、”

一

一

岬

長野県 0.378±0．025

６
９

０

８

０

０

０
０

十
一
十
一

６
４
４
２
３
７

０

１

錨
珊
灘

島根県

山口県

MK－2還物群
I潰物群大分唖

表1－7各黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準偏差値

分祈
個酌

各地週物群名

…

坐

曇

梱

鋤

州

軸

岬

州

》

》

埜

峨

一

坐

一

》

》

》

’

一

岬

呼

一

岬

一

価

価

跡

御

咄

一

砕

磁

一

》
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V自然科学的分析

表1－8各黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準偏差値
分析
個勧

一

各地遺物群名
Ca／K

O,167士0.017

2.897±0．065
－

0‘155±0.005
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0.073±0.004

0.274±0．006
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a):AndoA･Ku園saw3．H､､0hm。『iT.＆TakedaE.(1974).1974compMaMonofdataontheGJSge⑥chemicalrefercncosampIesJG－1廓nnodioriteandJB-1bas8It,Geoche耐caIJourm1Vo1.8. 175-192
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表2湧別川河口域の河床から採取した247個の黒曜石円礫の分類結果

備 考個数 ｜百分率原石群名
白滝産地赤石山群に一致
割れ面が梨肌の黒曜石
割れ面が梨肌でないもの

個
個
個
個
個

赤石山群
八号沢・白土沢群
あじさい滝群、幌加沢
ケショマップ第2群
KS3遺物群

36％

49％

13％

2％

0.04％

０

０

１

５

１

９

２

３

１

注：8号沢、白土沢、あじさい滝、幌加沢の一部は組成が酷似し、分類は割れ面の梨肌か否
かで区別した。

表3常呂川（中ノ島～北見大橋）から採取した661個の黒曜石円礫の分類結果

備 考個数 ｜百分率原石群名
常呂川第4群に似る
常呂川第2群,常呂川第5群HS2遺物群に似る
FR1,FR2遺物群に似る
希に同時にケショマップ第0群に0.5～0.001%で
同定、 FR1,FR2遺物群に似る
割れ面梨肌
置戸山群,高原山群,HS2遺物群に似る

個
個
個
個
個
個
個
個
個
個
個
個
個
個

49％

11%

10％

14％

所山群
置戸山群
ケショマップ第1群
ケショマップ第2群

321

75

65

96

八号沢群
常呂川第2群
常呂川第3群
常呂川第4群
常呂川第5群
常呂川第6群
常呂川第7群
常呂川第8群
十勝
台場第2群

0.2％

2％

0.5％

11％

2％

0.2％

0.3％

0.2％

0.2％

0.2％

１

４

３

０

０

１

２

１

１

１

１

７

１

KS1遺物群、所山群に似る
置戸山群,HS2遺物群に似る
FH1遺物群に似る
FR2遺物群に似る
名寄第2群に似る
戸門第1群,鷹森山群,大釈迦群に似る
美蔓第1群に似る

涯丁常呂川第2群は分析場所を変えて複数回測定して作る。

表4サナブチ川から採取した44個の黒曜石円礫の分類結果

備 考個数 ｜百分率原石群名

42個
1個
1個

社名渕群
赤石山群
八号沢・白土沢群

95％

2％

2％

白滝産地赤石山群に一致
割れ面が梨肌の黒曜石

注：8号沢、白土沢、あじさい滝、幌加沢の一部ぼ緬筬頭酷似し、分類は割れ面の梨肌か否
かで区別した。

表5木古内町札苅5遺跡出土黒曜石製遺物の元素比分析結果

元素比

Rb/Zr l Sr/Zr

1132 1 0.441

0.969 1 1.260

分析
番号 I

｜
’

l
l

|』

i

l~

｜
l
i

I

｜

I

｜
圏

Si/K

0.406

0.317

AI/K

0.029

0.031

Ti/K

0.079

0.208

Mn/Zr

0.073

0.072

Fe/Zr

2.376

4.113

Y/Zr

0.306

0．310

岫
一
岬
一
吋

Ca/K

0.273

0.780

114022
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

JG-1

JG-1 ;標準試料-Ando,A.,Kurasawa,H.,Ohmori,T.&Takeda,E､ 1974compilationofdataontheGJSgeochemical
referencesamplesJG-1granodioriteandJB-1basalt・GeochemicalJournal,Vol.8175-192(1974)

表6木古内町札苅5遺跡出土黒曜石製遺物の産地分析結果

|判竈｜ 備篝 ’判定 備考|試料雷暑|総遣/鍵繍区’ 。位 |分類|分栃善号’分析番号構造／発掘区 層位 分類試料番号 ホテリングの,T2検定結果

|フクド1 1細石刃l 114022 1十勝三股(3慨),上阿寒礫層(15%),芽登川第1群(2%） ｜十勝 ｜ 長さ29mm| 1 1H-5

注意:近年産地分析を行う所が多くなりましたが､判定根拠が暖昧にも関わらず結果のみを報告される場合があります｡本報告では日本
における各遺跡の産地分析の判定基準を一定にして､産地分析を行っていますが､判定基準の異なる研究方法(土器様式の基準も研究
方法で異なるように)にも関わらず､似た産地名のために同じ結果のように思われるが、全く関係(相互チェックなし)ありません｡本研究
結果に連続させるには本研究法で再分析が必要です｡本報告の分析結果を考古学資料とする場合には常に同じ基準で判定されている
結果で古代交流圏などを考察をする必要があります。
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今回の調査において、遺構は縄文時代の竪穴住居跡、Tピット、柱穴様の小土坑群、焼土、フレイ

ク・チップ集中を検出した。遺物は、縄文時代の土器と石器、旧石器時代の石器が出土した。

竪穴住居跡は縄文時代前期後半のもので、円筒土器下層式c式～d式の時期である。 9軒検出し、

調査区東側にまとまりを持って位置する。分布は調査区の外側にも広がっており、幸連川の小さな支

流沿いに、丘陵からの緩斜面と段丘上にみられる。

内部構造は柱穴と炉跡、ベンチ状構造、砂集中、フレイク・チップ集中を検出した。主柱穴はしっ

かりとしており、炉跡は掘り込みがないものとあるものがある。ベンチ状構造は、明瞭ではないが平

坦で緩やかな傾斜を持つものと段差が2～5cmの水平なものがある。砂集中はH－1からの検出で

ある。それに伴って柱穴様の小土坑を検出した。

本調査では盛土遺構は検出していない。調査区外の遺跡の踏査も行ったが、可能性のある場所を含

めて見つからなかった。Ⅱ章でも指摘したが、現状では集落遺跡において礁士遺構を伴う遺跡と伴わ

ない遺跡がある可能性がある。今後は遺跡の立地環境や時期差、規模などによる、それぞれの集落の

位置付けを検討する必要がある。

遺物は床面から土器、つまみ付きナイフ、偏平打製石器台石・石皿などが出土したが、数は少な

く、覆土中から出土したものが多い。

TピットはTP-3～6は弧状に列をなして分布する。時期をはっきりと示す遺物は出土していな

いが、遺構の分布と確認状況から縄文時代前期後半から後期前葉のものである。しかし、TP-1 ･

2は分布がTP-3～6と異なることから、周辺で出土している土器の時期である縄文時代早期後半

の可能性もある。

柱穴様の小土坑は調査区東側にまとまりを持って分布する。竪穴住居跡と分布が重ならないことと

列状に並んでみえるものがあることから、竪穴住居跡の周囲に区画のための杭列があったと考える。

また、周辺にはTピットもあり、それに伴う杭列の可能性もある。

焼土とフレイク・チップ集中も縄文時代前期後半の円筒土器下層式c式～d式の時期である。

土器は主に縄文時代前期後半の円筒土器下層式c式～d式である。明確に円筒土器下層式a式～b

式と言えるものは確認していない。

縄文時代の石器は主に縄文時代前期後半の円筒土器下層式c式～d式のものと考える。剥片石器で

はへラ状石器としているものの出土が多い。礫石器では、扁平打製石器と台石・石皿が多い。竪穴住

居跡を検出していることから、定住に関連するものが多く出土しているといえる。

旧石器時代の石器は美利河型細石刃核を含む石器群を検出した。遺物は竪穴住居跡内とその周辺に

分布しており、包含層からはⅡ．Ⅳ層の出土が多い。このことから、本来の遺物包含層は竪穴住居跡

の掘り込みによって撹乱された可能性が高い。堀上げられたⅣ層の下位からⅥ層中を本来の遺物包含

層と想定している。 （佐藤）
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図版2

調査区東側法面部分完掘（東側） （南東から）

沈砂池設置状況（北西から）

調査状況（2）
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図版7

調査区北東側完掘（西から）

調査区北東側旧石器確認調査範囲Ⅵ層上面検出（北西から）

調査状況（7）



図版8

調査区北東側旧石器確認調査範囲調査状況（東西から）
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